
（7）寄庭支援専門相談員加算分保護単価  
ア 児童養護施設、児童自立支援施設  

（7）家庭支援専門相談員加算分保護単価   
ア 児童養護施設、児童自立支操施設  
地域区分  地域区分  

1ヱ∠＿王旦9  ユ出迎  12／100  ユ」∠裏迫  10／100  9／100  1旦／」＿旦塁  週△迎  12／100  10／100  9／100  8／100   

定員  定見  
円  円  円  円  円  円  円  円  円  円  円  円  

30人まで                30人まで                ，通過  j且ま些  ．迅⊥辿  1旦且迫  ⊥亘j＿柑  ⊥亘．ヱ旦立     1卓．皇呈旦  ユ皇必迫  1皇⊥辿  jj▲姐旦  遁ヱ辺  1皇且巨里  

31－ 40人  ユ且生垣  1旦」j坦  ．ほ且迫  遇  ユ且ヱ呈旦  1呈丘旦立    31～ ヰ0人  ⊥；」泣9  1旦』迎  1呈且1旦  皿  迎  1旦長屋坦  

41′－ 50  ユ旦且旦9  旦且迫  旦▲旦豊里  旦」迦  乱旦∃旦  旦A王旦    41～ 50  旦且王旦  皇．ユ皇立  旦▲鮎坦  豊丘担  皇▲旦鎚  旦」⊇旦9  

51 － 60  鮎退旦  旦且星皇  軋ぷ迫  軋鮎坦  む鮎坦  ＆皇；迫    51～ 60  軋鮎坦  旦」建立  且ユ迅  臥出旦  乱立坦  皇．旦皇旦  

61～ 70  旦▲旦豊里  ム邑ヱ史  ヱユ巨9  ⊥巨魁  ヱ且担  ユ丘∈迫    61～ 70  迅迫  ヱ』迫  ユLZ4旦  ム鮎坦  エ皇ユ9  上皇1旦  
71～ 80  過  旦且餌  軋退立  む迫旦  雌  旦且迫    71～ 80  旦且邑旦  旦且迎  軋ヱ遁  全点迎  餌剋  旦且辿  
81～ 90  旦且辿  且旦5迎  皇且1旦  亘ユ辺  旦Ll星空  姐迫    81← 90  皇▲鮎泣  出は迫  む鮎迫  皇．ヱ呈9  互生迫  退担  

91～100  互遇  曳旦星9  も出£  旦且ユ』  豊ユ王立  姐迫    91－一100  皇且塾生  出比9  も邑坦  旦』担  姐迫  姐迫  

101（一110  旦丘旦9  皇⊥亘旦塁  豊丘呈9  4．生旦9  皇」生旦9  も生辿    101′、■110  遇  姐迫  ま且建  旦▲旦皇旦  裏山  姐担  
111・〉120  旦ヱ亘皇  も出迫  姐迎  旦Ll旦9  史上坦  呈▲」＿旦9    111～120  も辺  蟻迫  旦」＿旦旦  4⊥迎  旦Ll旦9  建迫  
121～130  旦且≧旦  旦且迎  呈且王立  旦且坦  旦且迫  L】j迫    121・→130  姐担  旦▲鮎迫  旦且迎  旦丘ユ旦  乙Zj坦  旦』泣  
131－140  旦．鎚坦  旦」引退  乱臣星9  呈上呈旦  遇  む廷9    131～140  乙鎚旦  ま丘迅  む鮎迫  旦A姐  旦．生三塁  まA坦  
141～150  呈．旦主立  且呈邑旦  ＆乙辿  且呈匹  旦」j坦  乙出坦    1ヰ1・〉150  旦」⊇呈9  鮎迫巳  旦L≧呈9  且」L辺  旦⊥巨9  呈⊥辿  
151′、′160  呈1呈生9  呈⊥辿  且」一之旦  呈』迎  旦且Z旦  呈皿担    151～160  旦ヱ19  旦」＿ま9  ；U遡  遇  遇  且旦呈9  
161～170  弘迫  旦．鎚迫  鮎11旦  姐坦  呈▲旦ヱ9  乙鮎迫    161－170  弧迫  題  旦且旭  乙鮎迫  呈▲鮎坦  呈ぷ坦  
171～180  互生坦  呈且担  乙製迫  旦旦坦  呈」邑旦9  乙鮎旦    171～180  乙鮎迫  呈且辿  呈▲旦〔迫  乙旦旦旦  呈且；迫  乙＆坦  
181・〉1gO  乙堅坦  呈1旦豊9  乙堅週  呈ヱ担  呈▲ぷ坦  呈ユ呈旦    181－■190  呈且旦9  之且迅  呈．丑迫  呈ユ皇旦  乙遇  呈▲ヱ1旦  
191人以上  呈▲ヱ皇旦  乙1⊇旦  呈▲旦旦立  乙旦乙旦  遇  呈且迎    191人以上  呈ユ乙9  乙臼旦  呈▲旦旦旦  乙畳ま旦  遇  呈．鮎坦  

地域区分  地域区分  
8／100 7／100 6／100 皇∠ユ旦9 3／100 その他  7／100 8／100 ま∠1凶 3／柑0 その他  

定見  定員  
円   円   円  円   円   円  円   円   円    円   円  

30人まで  1旦且！迫 1姐拉 適」丘ぷ拉 j且鮎泣 出．旦5迫          30人まで   遁且姐 1且裏迫 迅 適止ま91且且辺  

31～ 40人 jヱ且迫 通 過且通 過之坦 1呈」む迫1⊥Z旦9          31～ 40人 1乙ぷ迫 1乙呈超 過ユ迎 週 山ユ！担  
41～ 50   皇．些坦 皇．呈呈立 且且迫 旦」」坦 旦且退 出皿          41～ 50   軋孤立 8止坦 豊丘娘  題 旦且【担  

51～ 60   旦．生旦旦 旦．旦皇旦  旦．呈主立 ＆鮎迫 旦⊥迎 1鮎坦          51～ 60   軋週旦  邑遇  星山坦  むL迎 ユ且≧旦  
61～ 70   エ襲坦 土建9 過 ヱ遇 ヱ▲呈呈旦 ヱ且豊里          61～ 70   通 過 ⊥腿  ヱ▲呈呈9 迅担  
71～ 80   旦▲皇旦9 旦長辺 旦A辿 軋迎 旦ヱ≧旦 む1ヱ旦          71～80   鮎追旦  旦且迫  皇▲ま昼旦  旦且迅 旦▲1旦9  
81～ 90   皇且皇旦 且旦旦旦 皇丘姐 旦▲皇旦生 息A≧旦 旦」些旦          81～ 90   皇道辿 皇丘娘 適  量A通 過  
91～100   迅坦 旦且娘 豊▲鮎坦 旦且姐 生亘ユ旦 姐迫          91～100   皇且姐  ま且邑旦  豊丘坦  旦且迅 姐坦  
10l～110  互選坦 4▲旦星9 もむ旦 旦旦鎚 旦．呈ユ旦 ！U⊥9          101～110  豊丘迫  旦且相  室且姐  呈1呈1旦 虹迎  
111～120  呈且辺 土⊆む坦 旦且旭 五重廷旦 と宝辻9 遇          ト＝ ～120  遇 裏出迎 ⊇且坦 旦且建 旦且旭  
121～130  五胡坦  旦LZ旦9  迅迫  旦旦迫 旦且1旦 旦．鮎坦          121～130  遇  且旦5担  旦且担  旦丘1旦 乙亘呈旦  
131～140  呈．裏担l＋旦且弘＝＋；．呈旦旦 呈且巨旦 呈ユ廷 呈．呈迎          131～140  乙鮎旦  旦丘迫  旦丘辿  旦』迫 退迫  
141－150  呈⊥迎 ＆通  過  呈．旦旦9  旦且旭 乙雲坦          141～150  迅迫  旦且邑旦  呈且迎  且剋迫 呈▲匙迫  
151～180  且通 過追 越 乙裏迫 呈且旭 呈且姐          151～160  旦』迫 呈▲址旦 呈．出旦  呈」旦旦9 呈且迫  

171～180  乙鮎坦 呈▲ぷ坦 と1遁 呈ユ姐 乙臼旦 呈且姐          171～180  乙週旦  呈L王ヱ旦  乙王迎  呈ユ些 乙臼旦  
181～1 

191人以上   且且旭  姐迫  ま且迫  呈▲皇豊里 乙日月 むと坦          191人以上   呈▲皇旦q  呈▲五色立  呈．皇呈旦  呈週 乙旦全史  161～170  呈且≧旦  乙鮎迫  呈且遁  呈出迫 乙旦1旦 乙ユA旦          181～170  乙鎚旦  呈且通  過  乙鮎坦 通史                                190  乙工坦 呈．旦飽 呈且迫 呈．鮎迎l＋乙む且l⊇▲亘公          181・・190  呈丘ミ坦  呈j皿之  呈⊥皇迎  呈．旦⊆迫 姐担  



改正後   現行   

イ 乳児院   イ 乳児院   

地域区分   地域区分   
⊥辻1！投 出△」辿12／10011∠1録10／100 g／100   1旦∠1立立1追迎12／10010／100 9／，100 8／100   

定員   定員   

円   円   円   円   円  円   円   円   円   円  円  円   

』とム去王  岨 盟遜追 出A迫 亜▲1辿 Alユ迎 土工且遁   

」且ム去ヱ  姐呈並 進丘迅 遣且迎 ま1ユ匹＝呈L姐9 ヨ⊥迎9  11へ・15人 通 過過払 迎且相 違且迫 且Lぷ迎 組長旺  18 ～ 20人 ■呈皇ユ坐 出血迎 出．呈迎 出且辿 迫丘鎚 退戯  1・6 － 20人 呈ま且姐 呈必 出』迎；迫且坦 呈迎 呈む日立   
21～ 25  迎」．担 週且姐1旦且姐 通且岨1姐迫」且且坦  21～ 25  』jj泣1皇．皇1釧ユ且封泣 1豊丘迎1幽 適ユ担   
26 ～ 30  適．ヱ旦塁1且英独 ユ旦ユ泣 止血迎 1旦且旭」jユ辿  26 ～ 30  遁且拉 適且姐 迅⊥迎 1主脳坦1星ユ設 題拉   
31、～35  適』辿 迅避 止丘姐 適A迎」Aぷ迫1A且旭  31－ 35  適且姐 迅丘迎 1豊丘迎 14．迎旦 迅ユ担 迎   
祁・〉 朋）l」且姐引」且退引」且迫封」且辿封 j且辿．退丘迎  36 ～ 40 」且迎 11剋坦 1呈且は 週ユ通 過且通 過且担   
引 － 45  1⊥ヱ迎 山．姐封 ⊥u遁l止ぷ到 ユ山遡上比姐  ヰ1－ 45  止且迫 山皿 山ぷ投 出⊥迎 止遇 適   
46 ～50  』』j迫 軋出立 皇．旦辿 皇丘迎 旦．地引 j出題  46 ～ 50  旦且1旦 鮎乙辿 出星凶 姐迎 姐迫 姐坦   
51－55   軋迫旦 旦且拉 旦』迫 皇ユ迎 出払≧ 姐迫  51－ 55  塁止迎 王ほ飽 ＆退嬰 鮎迫旦 且製坦 旦且姐   
56 ～80   建設 鮎迫9 姐迫 豊丘辿 旦丘迫 鮎退色  56 ～60  旦且遁 鮎L組 む乙柑 鮎出坦 旦且辺 地   
81～ 65   乱雲迎 旦』迫 旦且岨 軋艮旦 旦⊥辿18迫辿  61－65  む拉8 旦ヱ組 む辿 ＆封辺 地担 ヱ且迫   
66 ～ 70   旦且姐 1釘坦 遇 迅迫 ヱ且姐 遇  66 － 70  遇 ヱ．旦遮 ⊥土建 遇 1量ユ生 ユ餌   
7l－75   遇 ム旦娘 ユヱ迅 工乙建 1旭9 迅迎  Tl～ 75  ユA姐 ヱ且迅 ユヱ姐 山j迫 1旦姐 ヱ且坦   
76・｝80   ヱ旦辿 姐迫 腿 旦ユ辿 姐坦 皇且迫  78 － 80  姐独 占止姐 旦ヱ退 出遡 姐坦 鮎廷生   
81～85   旦且迫 旦且迫 旦』迎 旦且辿 旦』迫 軋退色  81～ 85  旦A迫 旦且岨 軋迦 払出迫 且⊥辿 むu迫   
86 ～90   鎚迎l呈戯剥出通l皇皿引 二虻矧出必  86 －90  皇且阻 5止姐 通過 量ユ迎 皇且建 皇且姐   
91－95   丸巨迎 互生岨 むl辿 邑呈坦 旦且迫 皇且辿  91～95  皇．生起 旦且姐 ㌫迫旦 旦呈坐 皇．呈旦立 旦上剋   
g6人以上   む迫塾 生且退 出む担 姐旦 4ユ迎 鎚  98人以上   姐迫 ま且建 4且姐 姐迫 む6迫 姐迫   

地域区分   地域区分   
8／100 7／10016／100 立山辿 3／100 その他   7／100 8／100 4／ユ旦旦 3／1001その他   

定員   定員   

円   円   円   円   円  円   円   円   円   円   円   

」且左主三  並』迫 坐且建 坐且迫 並且辿 坐⊥迎 姐   

⊥旦ム呈王  む且辿 迎且旭 岨 迎遇 鮎坦  11～15人 む且迫 弘必担 迎且辿 迎ぷ迫 迎⊥迅‖呈且退独  16・－ 20人 呈呈ぷ迫 呈旦避 退ユ辿 毘且辿 蓑遜坦 呈呈遇  16 ■Y 20人 出ほ鮎＝J迫⊥迅l呈乙辿引．望』迫l避止迅   
21～ 25  j旦遡迎 エ＆邑辿．払出封1出血 1皇．む坦Jユ且迫   21～ 25  1旦且辿．退A弧 迅ユ姐 1姐氾」ユ且辿   
26 － 30  適且辿 遁丘坦 遁A担 適』迎1五色鎚 適且拉   26 ～ 30  1皇ぷ迫 1姐迎 1皇⊥坦 1五色担 迅且建   
31～ 35  適⊥担 1姐迫1遇1且ユ遁 遇1主星迎  31－35  』且迎11鮎辿封．旭丘岨l⊥む迎封1㌫辿   
36 ～ 40  昆丘迫 止A姐1呈且姐1乙と担 1星且迎 山ユ辿  36 ～ 40 1呈A迫 昆ぷ迎 昆⊥辿 昆且迎 出ユ互生  

ヰ1～45   上姐迫 』止迫 迅』迫 遁ユ通 過丘地 建ヱ凶  ヰ1～ 45  』且週＝．迅ユ鮎 1生且1立 1腿1旦ヱ迎   
48 ～50   む娼旦 且ぷ坦 腿 皇⊥辿 旦且辿 臥出旦  46 ～ 50   出血 旦且坦 姐坦 辿迎 旦．旦⊆坦   
51～ 55   旦且辿 ＆組立 鮎L迫 旦」盟 旦且迫 鮎旺立  51～ 55  旦且辿 旦ユ岨 払出吐 出 姐迫   
56 － 60   出姐＋鮎舶l払出‖ 旦凶封 重出剰 ヱ剋  58～・80   姐坦 礼遇 旦．1旦8 塁⊥辿 1英独   
61－65   通 過 迅追 越 通 過  81－ 85  遇 1鋸氾 ヱユ辿 通 過   
66 ～70   遇 ヱ．裏迫 乙ま姐 剋 ヱ．英独 ヱ．以迫  66 ～ 70   ヱA皇旦 1通史 ヱ．呈ヱ9 エ呈呈9 ヱ且ま9   

遇 軋乳辿 旦且建 鮎剋 旦ユ迎 旦且旭  Tl～ 75  塁且坦 旦．皇迎 旦且迫 ＆建立 姐迫   

81～ 85   jU⊥旦 旦』迫 旦且旭 姐泣．鮎出封 玉江辿  81～85  且並9 旦皿辿 皇且旭 皇．旦組 む臼迫   
88・〉90   姐坦 亘丘重迫 旦ぷ設 題 辿 丸迫9  86 ～ 90   皇且迫 皇丘辿 旦A辿 む吐旦 皇▲呈旦旦   
91～95   見1遁 且1迎 む迎旦 亘且廷 吏拉巳 出辿⊇  91～ 95  旦ユ辿 姐迫 姐迫 姐迫 ま且坦   

廷坦 豊丘弧 出盟 主且担 ま且建 ま』迎  96人以上   卓．旦辿 出追8 4丘姐 生長ユ旦 吏迫9  71～ 丁5                   76－ 80   越 生．皇迎 山 里止担 姐迫 旦⊥辿  78 ～ 80   む望且 旦A迎 旦且鈍 色且通 過                                                            98人以上  

－
冨
－
 
 



地域区分  
1旦∠⊥旦旦  血迎  12／100  10／100  9／100  8／100   

定員  
円  円  円  円  円  円  

30人まで               ＿旭丘辿  1姐担  1旦⊥⊇旦  1旦且担  j上ユ辺  遵避坦   

31～ 40人  ．追』迫  罠良！迫  ユ呈且迅  1呈ユ1旦  遇  1呈．旦呈9   

41人以上  鋸と辺  腿  旦．旦旦旦  軋訟坦  姐迫  旦旦至坦   

地域区分  
7／100  6／100  鉱山迫  3／100  その他   

定員  
円  円  円  円  円  

30人まで             1旦丘呈立  通A！迫  1幻」迫  1皇且担  1土星ヱ旦   

3l～ 40人  jヱ且迫  ⊥乙旦之旦  1呈ユ⊇旦  ．ほ且迎  ⊥1ユ姐   
41人以上  旦」⊇」旦  旦且担  鮎迦  旦且辿  旦」邑旦9  

地域区分  
8／100  7／100  6／100  亘／」＿旦9  3／100  その他   

定員  
円  円  円  円  円  円  

30人まで               1む巨旦9  1旦丘豊里  1且旦≧旦  1旦．退迫  」＿皇旦旦9  1旦．旦旦9   
31～ 40人  ＿廷長辺  ⊥呈A旦旦  1呈丘姐  エ呈．呈旦9  1呈▲旦豊里  ⊥1ユ…担   

41人以上  姐迫  旦且迫  旦ヱ坦  む旭史  皇▲旦迎  軋引退  



改正後   現行   

（8）心理療法担当職員加算分保護単価   （8〉心理療法担当職員加算分保護単価   

ア 児童養護施設、児童自立支援施設（常勤職員）   ア 児童壬護施設、児童自立支援施設（常勤職員）   

地域区分   地域区分   
17／100 迅△題12／100 山∠1j迎18／100 9／100   適△旦9 剋迎1之／10010／100 9／100 8／100   

定員   定員   

円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   
30人まで   ユ且ヱ旦旦 1且遇 適」主星 適且；迫 遁且迫1且週史  30人まで   適丘辿 ユ且ぷ迫 j且ム担 避止迫 ユ立辺1且鎚担   

31～・40人 肌 1旦」＿迎 1呈．鎚史 通 過ユ姐．ほ丘姐  31一〉 40人 1且迎塁 迫遡迫 ⊥乙旦旭 ⊥≧』旦 ＿ほ且辿1≧⊥辺   
41′〉 50  1且旦！泣  出 軋釘迫 軋鮎坦  乱臣姐 ＆生迎  41－ 50   旦且迎 虹迫旦 旦且坦 旦丘迎 旦A星空 且旦坦   

51－ 60   姐迫  姐泣  超  絶迫  旦丘…迫 ＆鮎盟  51～ 60   且旦辺  軋卍迎  ＆1坦  且旦邑9 ＆邑娼 邑旦亘9   

引 ～ 70   姐坦 1釘坦 1乙姐 遇  通 過  81～ 70   乙裏迫 ヱ1鮎坦 遇 工旦呈旦 ヱ1旦遁 迅旦   
71～ 80   ヱ且坦  旦且旦9  腿 鮎G担  里長邑9 塁．旦迎  71～ 80   軋担旦  旦且；迫  臥辺 腿 旦丘担 姐旦   

さ1－ 90   旦且迎  皇L皇史9  且弘9 立凹  む遇 皇．旦旦g  81～ 90   姐迫 亘且辿 姐迎 皇▲遇 迎 辿   
91←100   出迦‖ ！出迎l ∃．旦旦9  ま且退  色ユZ旦 生む迫  91～100   姐担  畳且迫  姐坦  曳ヱ旦塁 皇ユ迫 旦且旦9   

101－110   生長芝生  姐迫 鮎亘呈9 包裏迫  旦．4羞辺 地坦  101－110  旦丘巨星  旦且泣  も出＿旦 む担9 旦L生1旦 皇且邑9   

111－120   ま且辿  丸呈j迫 ！日当迎 皇」旦旦  曳1旦塁 皇ユ！迫  111～120  ま且担  迅迫  旦」1旦旦  まユ⊇旦 通 姐担   

121－130   姐坦  旦旦⊇旦 1鮎坦  姐担  呈▲旦1旦 旦ユ辿  121－130  呈且豊里 呈且！迫 遇 旦且適 量逓 呈ヱ麹   

131一川0   姐迫  姐迫 適 量．皇迎  旦且迎 呈上王旦  131′－川0  旦且姐 三巳L辺 遇 む退担 むL辺 辿   
141～150   ㌫乙姐  遇  退氾 過迫  呈．1旦9 旦⊥≡泣  141～150  且遇  通  過  と遇 五ユj迫 且ユ旦9   

161～170   旦．1遡  遇  封払9 遇  乙旦ヱ旦 乙旦皇旦  161－170  旦』担  ま且姐  旦且坦  呈▲旦旦9 姐坦 姐迫   
171～180   旦且旭  呈．皇皇9  ＆姐旦 乙鎚旦  迅迫 呈且坦  171－180  乙旦坦 迅迫 迅追 越 2通過 呈且建   
1引 ～柑0  遇 呈且坐 遇 乙乙辺 週 呈ユ迎  181～190  乙鎚旦 出し旭 呈▲ヱ5迫 乙迦 呈ユ迎 乙乙迅   

遇 呈ユ迎 姐担 呈丘迎 呈且担 乙臼旦  191人以上   呈ヱ迫 乙n旦 姐迫 呈丘坐 乙旦Z旦 乙鮎坦   151～160  遇 呈⊥辺 呈⊥姐 呈出担 且旦辺 旦遇  151～柑0  旦且建 且ユ旦9 且ユ呈9 旦旦建 立旦辺 且旦担                                                                    柑1人以上  

地域区分   地域区分   
8／100 7／100 8／100 弧迫 3／100 その他   7／100 6／100 裏山迫13／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円    円    円    円   円   

30人まで  1皇．鮎坦l」艮丘墾‖．艮迅且 1姐迫 1旦旦巨旦．日通旦旦  30人まで  1且旦迫 1迅迫 通⊥！迫 1亘1む迫 ユA駐担   
31～・40人 ユ左辺旦 1呈A迎 1呈▲退旦 過且担 1呈且坦 ⊥1⊥週旦  31－－40人 1通 過．遇 1＆1迎 週且迎1⊥ヱ旦9   
ヰ1～ 5ロ   む製迎 皇▲旦呈9 旦．呈旦9 ＆1旦9 姐担 旦且迅  41～ 50   旦且旭  旦且担  豊丘！独  眼坦 旦▲鮎迫   
51－ 60   む廷旦 姐迫 軋i退 出 旦ぷ迫 遇  51～ 60   姐迫 姐迫 ＆⊥邑旦 旦Ll呈9 遇   
61～ 70   ヱ丘；迫  過  迅迫 1む坦 1建旦 ヱ且姐  61～ 70   1腿  ヱ．呈豊里 1且担  ユ▲呈呈凱 ヱ且皇旦   

71～ 80   旦丘担 旦且迫 呈上ヱ旦 姐坦 旦且担 旦⊥辿  71～ 80   旦丘迫  旦A遁  鮎迫塁  む迫旦 腿   
81～ 90   皇．む迫  遇  む；迫9  且週  む臼迫 旦．呈旦旦  81～ 90   退独  立皇室9  皇A皇⊇  立む旦 互呈星空   

91－100   1日追 越 出超ま 姐坦 払旦 皇』迫  91′｝100  出廷迫 ま且凶 姐坦 もむ旦 む迎   
101－110   ま旦邑9  豊丘星空 1⊇＿矧曳幽劉＋鎚迅封 全⊥1立  101－110  も辿9  皇且旭  姐坦  ま且旭 ま山迫   

111～120   旦且担  旦越  生旦ヱ月  旦且遁  旦且ヱ旦 且旦呈9  111～120  姐坦  姐迫  且旦全日  且旦1立 ＆腿   

121～130  ㌫退色 ㌫L辿 旦』辿 旦且辿 
131・一140   むと坦  むと担  旦』迫 む越  旦且旭 遇  131～140  呈Al旦  ㌫i旦立  遇  且迎 旦L≧呈旦   

141－150  且ユ旦9  且遇  且剋坦 且迎  旦且通 過  1ヰ1～150  三U」迎 姐迫 呈且担 旦遡 過   

161～170   呈且姐  乙旦j迎  乙旦迎 呈且巨立  乙出旦 呈ユ坦  用1－170  姐坦  乙旦迎  乙邑旦9  呈』迎 乙週旦   

1了1～180  呈且迫 呈ユ坦 呈ユ辿 呈ユ邑9 呈ユ旭 呈且娘  171～180  呈ユ担  乙こ迫  呈⊥ぢ迫  呈』迎 乙史坦   

181～190   乙む坦  乙戯独  呈且王旦  呈丘壬迫  乙軋坦 乙塾坦  181～†90  呈遡  乙邑Z旦  姐翌  週 乙塾担   

呈且旭 呈丘飽 乙巨ユ9 乙亘旦9 剋 呈▲生娘  191人以上   通 過担 呈且担 迎 乙吏坦  、旦且通 過迫   

ー」‾一⊥■▲＿三＝二＝．t廿  
†▲t 二義i．．ポ・二「ぷこ宣；三∴甘   

「1■ド†「二j藍」ポ・1ヱ右」∴＝ニ土∵こr  二貞E」‘－－二もこコニら∴Y  ‾」i 一丁、＿ユー∠㌧Y  
▼エゴ蟹L 示ヾ‾、二t■－LL・ニ∴Y   



イ 乳児院（常勤問月）   

地域区分   
イ 乳児院（常勤職員）     地域区分    ⊥kl≦迫 1豊∠⊥⊆坦12／100 11∠」＿旦910／100 9／100   適∠！J担 ユ旦∠二1旦⊆12／†0010／100 9／100 8／100   

定員   
円 円 円 円 円 円  

」旦ム主王   立姐担 旦旦．呈旦9 岨 亜．1」追 出▲ヱ旦9 4ヱ．ユ逓   
」且ゝ重工  退ヱ姐呈呈丘通過呈建乱．遁9まユ⊥皇坐呈ユ▲辺  

18 ～ 20人 呈星⊥坐 呈皇丘！迫 以上迎 皇室▲鮎坦 呈旦L旦旦立 呈旦且辿  16 ～ 20人 出．旦迎 呈豊丘弧 呈豊丘些 呈む出坦 呈且旦旦9 呈呈A建   

21～ 25  廻⊥建 ユ旦且∈坦 通．地史 週ヱ旦旦 1且旦旦旦 ユ旦且生旦  21～ 25  雌 1旦且迅 1出鎚」＿旦且辿 j旦且迫1且ヱ旦嬰   

26 ～ 30  避止鎚．追』迫 1軋1辿 通且迫 1且旦1旦1且ユ旦史  26 ～ 30  1且旦呈旦 1旦．辿 1且ム辿 題坦 ユ且上辺 題坦   

31～ 35  ．ほ且旦9 ＿uユ∈迫 JA且姐 1AA；迫 1A旦呈g ユA呈19  31～ 35＋l」止且鎚 1曳旦呈Q JA且i迫 1A遡1旦⊥担 jA且邑旦   

36 ～ 40  週A相 通⊥；坦 ユ且旦迎 週 週ユ迎1呈且迎  36 ～ 40  」且；迫9 1且旦！迎 ユ且旦辿．退ユ廷1乙釦坦1呈．鮎迫   

41～ 45  山上匙‖」⊥裏迫11＿且坦 1⊥呈呈旦 」⊥ユ旦91⊥旦皇旦  41～ 45  」ユ且；担 11』矧⊥昆朗‖1⊥迎封 ⊥＿且坦．坦且≡迫   
46 ～ 50  皿  旦且建  出捜9  ＆鮎坦  旦丘旦9 旦▲隻ヱ9  48 ～ 50 ■ 旦且辺  鮎迫Q 旦且鎚 豊丘坦 旦．皇旦g 旦．旦旦史   

51～ 55   呈上豊里  皇．む担  旦▲星山  皇▲ユ旦旦  旦且辿 皇．鎚坦  51～ 55   旦．旦19  且且泣  出坦  旦且旦9 旦」訟坦 姐坦   

56 ～ 60   旦且辺  旦且巨白  星ユ担  姐泣  出廷坦 ＆巨呈旦  56 ～ 60   鋸L辿  皇ユ弧  旦ユ迅  旦．皇旦9 旦且坦l旦止鮎   

61～ 65   且ぷ坦  むむ迫  旦．出旦  軋二止旦  旦⊥1旦 旦且卓立  6l～ 65   旦▲ま週  旦且迫 旦且辿 軋艮坦 旦．型担 ヱ且担   

66 ～ 70   旦且担  ⊥邑王立  エヱ旦9  エ旦旦9  遇 ヱ▲亘旦9  66 ～ 70   ヱ且旦旦  ヱ▲8仝旦  工乙坦  ヱ．壁良 工且迫 ヱ且旭   

71－ 75   ヱ1亘生色  ヱ遡  ヱヱ遁  ⊥≧ユ9  1日坦 1遇  71～ 75   三上坦  ムと迅  ユ．呈旦9  ヱ」＿亘9 ヱ且旦9 題   

76 ～ 80   乙旦皇9  且塑坦  且封独  腿  む鮎迫 旦」∑迫  76 ～ 80   軋鮎坦  旦．腿  貞▲三並  旦．旦ヱ旦 姐坦 旦且迫   

81～ 85   且皇迎  旦．む担  旦．迎立  姐迫  且呈！迫 虹！＿姐  81～ 85   辿  旦．辿史  旦．呈週  旦」！旦9 旦」遡 屋」坦9   

86 － 90   旦旦迫  む鮎坦  む出旦  皇ユ王旦  皇．ヱ呈立 皇且娘  88 － 90   迅坦  姐迫  姐迫  週 豊丘王旦 皇．旦迎   

91～ 95   島越  旦Al史  皇．呈ユ9  旦．之旦塁  池辺 皇ヱ迅  91～ 95   姐迫  皇．呈旦立  主点呈皇  皇L呈旦巨 星．呈！辿 む迎   

96人以上   旦遇 まぷ坦 出払巨 星且建 皇ユ王旦 旦ユ迎  96人以上   4．旦羞迫 旦且迅 皇且建 鮎迫9 旦ユ；迫 且旦坦   

地域区分   地域区分   
8／100 7／100 8／100 皇∠罠坦」こ／】OD その他   7／100 8／100 皇∠ユ旦9 3／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円  円 円 円 円 円  

」旦ム去壬   生且9旦 旦旦．む坦 ま旦．呈ヱ生 娘且1旦 坐⊥迫 旦姐迫   

＿」＿亘ム去三 通迎．旦1引辿ぷ矧l退迅鮎＝鮎退廷  
16 ～ 20人 呈且題迫；迫且≧旦 呈呈．ユ旦9 呈≧．皇室旦 呈呈L鮎坦 辿  16 ～ 20人 Z旦．む坦 罠⊥迅 呈呈．ユ生色 三笠且迫 呈呈且通   
21～ 25  1皇遡 1旦且誠」」止且迫lユ且鮎皿1旦且Z旦1ユ．皇旦旦  21～ 25  ユ且旦迎 1豊丘∈独 適⊥娘 1腿」ユ且建   

26 ～ 30  1過 ユ且史拉 ⊥巨▲旦之立 通遡 ユ且鎚迫1曳旦皇立  26 ～ 30  1主点呈旦 1皇A！辿 通山辺 遁且娘 迅且辿   

31～ 35  1土∬坦1ユ且剋迫 1呈止担 1旦ユ退 1且亘皇91旦．≧呈9  31～ 35  迫且迫 1遇 1且旦生壁 1呈上⊇旦 週ぷ迫   

38 ～ 40  1呈．遇 1呈▲生姐 1Z且建 1呈▲呈豊里 ユ呈且坦11ユ皇旦  38 － 40  1呈．旦呈旦 1呈且i迎 1乙1呈9 ⊥≧且迫．u．遇   

41～ 45  1旦且担 ユ旦旦旦旦 1虹迦 1旦ユ1立 通且担．旭丘迫  41・Y 45  迅且迎l刃日劇 1且旦迅 旭ぷ坦 』ヱ辿   

46 ～ 50   姐迎  乳；迫皇  旦．星互生  且」且9  旦且辿 臥出＿9  46 ～ 50   旦且1旦  旦旦姐  旦．担旦  且鎚坦 臥墜坦   

51～ 55   且旦迫  乱遇  軋ヱ旦9  腿  旦．亘旦9 旦．旦王立  51～ 55   姐泣  ＆退9  旦．旦豊里  旦且Z旦 む迦   

56 ～ 60   適  量丘姐  旦ユ3旦  旦且鎚  旦⊥担 1鮎坦  56 ～ 60   鮎出迫  臥退旦  旦」＿旦9  旦ぷ迫 ヱ▲旦呈旦   

81← 65   ヱ．旦皇旦  1鎚坦  ヱ．旦王氾  ヱ且⊆坦  遇 迅迫  81～ 65   ヱ且呈旦  ヱ．旦旦Q  ヱユ⊇旦  ム旦ヱ旦 1旦坦   

引5・－ 70   遇  土壁迫  迅設  題  遇 遇  68 ～ 70   上腿  遇 1む坦  ⊥星≧旦 ヱ且生旦   
71～ 75   ム鎚坦  皇且旦生  乳辿  姐担  良工迫 旦且旭  71～ 75   旦烏山  且且辿  旦Jほ迫  姐迫 皇．旦！迫   

76 ～ 80   旦丘邑9  旦丘迎  軋ヨユ9  む臼坦  旦且呈旦 ＆遇  76 ～ 80   む鮎迫  且旦王立  且呈出  旦且辿 む1堅旦   

86 ～ 90   亘且姐  皇且組  も巨旦R  姐迫  且遇 旦且∈坦  86 ～ 90   退迫  旦丘ま生  む迫立  亘▲旦1旦 皇」≧旦旦   

91～ 95   且⊥辺  皇」＿呈旦  皇且∈迫  皇．鮎迫  旦且辺 4．旦ま仝  91～ 95   旦⊥≧迫  且以追  且迎  旦且邑9 曳幽皇   

g6人以上   A且辺 土▲旦餌 出題 姐迫 も出立 姐迎  96人以上   鮎退色 1鮎且 4．辿 丸弘旦 旦．旦j迎   81－ 85   旦⊥旭  姐迫  旦且1旦  旦且邑立  旦丘迎 む迫旦  81～ 85   旦且巨立  旦皿迎  旦且1旦  皇▲旦旦旦 皇．ヱ呈旦  

一
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改正後   現行   

ウ 母子生活支控施設（常勤職Å）   ウ 母子生活支援施設（常勤職員）   

地域区分   地域区分   
迫△」辿1皇∠出坦12／10011∠1鎚＝10／10019／100   j且止！迫1呈∠吏迎12／10010／100 9／100 8／100   

定員   定員   
円   円   円   円   円  円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  三迫丘辿 遊戯坦 遮且旭 並且迎 む追払11上組  10世帯まで  迫ぷ泣 並且迅 旦≧ヱ迎 む』独 む．地引旦u必   
世帯   世帯   

tl～ 20  呈亘⊥姐 出虐迫 呈生．呈過 払且辿 姐 き温戯坦  11～ 20  出且泣 出且姐 呈ま』迎 益且坦 毘且凶 日止迎   
21～・30  遁』泣 適A！迎 1旦止泣 迅且；担 止且迅1旦ユ辿  21～ 30  適丘迎 』』泣 1旦J⊥迎．ほ避迫 遁ユ迎 適且辿   
31－・40  1呈．亘迎1呈且！迫 1呈⊥通 過 山止迎11．出生  31・一 40  1乙裏迫 jヱ 』  週」．鍾 山且；迫．u．旦迎 ⊥1．ヱ呈9   

ヰ1～ 50  出且退 出且遁 』過迎 1腿 遁ユ姐 適且≡迎  41～ 50 1」」遇 遁且迫 通且辿 』ユ迫1且弘9 』止j迫   
引 ～ 60  通過担 皇且姐 皇且迫 脳 豊丘坦 出迎  51～ 60   旦且迎 且公設 皇丘弧 旦逼迫 姐 腿   
81～ TO   ＆鮎坦 且釘且 ＆越  むL坦  旦丘室生 旦遇  61～ 70   旦ユ星9  旦丘迫  む揖  姐拉 旦遇 旦．呈ユ旦   
71－ 80   ヱ丘坦 ヱ．星組 ヱヱ遁 ヱ．呈ユ旦 迅 迅迫  Tl－ 80   土地史  山 1建立 迅 ヱ且皇9 ヱ血盟   
81－ 90   旦之重迫 む1辿 旦且辿 卓且旭 姐迫 姐坦  81～・gO   旦．≧迎 旦且姐 且題旦 5止建 皇且旭 姐迫   

91世帯以上  皇且迫 も旦辺 土且姐 出1生 まヱ迫 吏乙迎  91世帯以上  A且組 ま且辺 地坦 皇ユ巨史 旦ユ迫 姐迫   

地域区分   地域区分   
8／100 7／10018／100 呈∠∬哩13／100 その他   7／100 ¢／100 鮎ユj迎 3／100 その他   

定員   定員   
円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   円   

10世帯まで  乱且辿 呈1』迫 呈出L弧 迎』迫 迎⊥退 出』迫  10世帯まで  む且姐 迎且ほ 迎丘姐 迎且迫 姐   
世帯   世帯   

11－ 20  呈通過 ⊇迫且設 題⊥追 越 呈遇 呈Z且建  11～ 20  呈旦呈出 貴⊥迅 毘ユ姐 呈姐迫 呈星且1立   
21～ 30  遁且担 適且坦 ユ且腿 避退 通過1皇丘坦  21～ 3D  遁丘担 適止辿．ほ』迫 通且坦 j土色退   
31－ 40  ⊥1ユ坦 ユ＿1．旦旦仝．u丘姐 山上辺 1⊥呈飽 出題  31～ 40  ユユ且姐 通 山遇 出題．u』迎   
ヰ1～ 50  遁丘迎 ユ且旦姐」且軋釧 二岨遡引迅】＿旦9 鮎L辿  41－ 50  遇 1血生辿．凪退引」且止引 j出題   
51～ 80   且公坦 姐迫 且ぷ迎 乳ユj迫  旦旦迎 旦．釘旦  51－ 60   鮎L通 且包拉  旦且≡坦  姐迎 ＆鮎坦   
引 一 70   ＆ぷ坦 旦」旦9 且鎚迫 旦旦姐  ユ』迫 1む旦  61～ 70   量．1週I j岨飽l 二旭鎚I j旭娘11迎   
71～ 80   遇 旦且皇旦 旦且姐 鮎担全 色ヱ迫 旦j辻旦  71～ 80   旦且弧 姐迫 旦▲皇祖 且英独 卓．旦！迫   
81～ 90   旦且辺 迎 皇ユ旦旦 皇ユ辿 豊丘坦 鮎辻臣  81～ 90   皇且迎 皇ユ姐 迎 皇且全史 旦且迎   
91世帯以上  むむ迎 姐迫 4退出 姐迫 む邑旦 曳英独  91世帯以上  4丘迎 1且組 も皇姐 剋 まA⊆坦   

－
器
－
 
 
 



改正後  

オ 乳児院   

（常勤的非常勤職員）  

オ 乳児院   

（常勤的非常勤職員）  

エ 児童養護施設、児童自立支援施設   

（常勤的非常勤職員）  

エ 児童養護施設、児童自立支ほ施設   

（常勤約非常勤職員）  Ⅲ 

力 母子生活支援施設   

（常勤的非常勤職員）  

力 母子生活支援施設   

（常勤的非常勤職員）  

定員   月 報   

円  

10世帯まで  

世帯  

11～20  

21・｝ 30  乳㌫迫   

31・〉 40  旦且重迫   

41～ 50  皇．皇5坦   

51・－ 60  4．660   

61～ 70  遇   
71 ～ 80  呈止≦迫   

81・－90  且ニリ辿   

91世帯以  乙迦  

定点   月 報   

円  

10世帯まで   之邑」鎚迫  

世帯   

ユA旦⊆坦    11・、′ 20   

21・｝ 30  軋㌫迫   

31′〉 40  ユ」堅迫   

41・〉 50  主題   

51 ～ 60  4．660   

61～ 70  遇   
71′〉 80  且剋迫   

81～・90  旦」＿旭   

91世帯以上  Z』迫  



改正後   現行   

キ 児童養護施設、児童自立支援施設  ク 乳児院   キ 児童養護施設、児童自立支援施設  ク 乳児院   

（非常勤職員）  （非常勤職員〉   （非常勤職眉）  （非常勤随員）   

定  員  月  頼  定  員  月  額   定  員  月   額  定  員  月  額   

円  円   円  円   

30人まで  6．120  」且ム呈王  ユ且逃旦   30人まで  6．120   
31～ ヰ0人  4．590  ⊥L＿＝⊥ほ  12．240   31～ 40人  4．590  15人まで  1乙240   

41～ 50  3．670  16 ～ 20  9．180   41～ 50  3．670  16 ～ 20  9．180   
51－ 60  3．060  21～ 25  7．340   51～ 60  3．060  21～ 25  7，340   
61′－ 70  2．820  26 ～ 30  6．120   61～ 70  2，620  26 － 30  6．120   

71～ 80  2．290  31～ 35  5，240   了1～ 80  2．290  31～ 35  5．240   

81～ 90  2．040  36 ～ 40  4，590   81～ 90  2．040  36 ～ 40  4．590   

91′・′100  1．830  41～ 45  4．080   91～100  1．830  41・〉 45  4．080   

101－110  ⊥姐負  46 ～ 50  3．670   101～110  山迫9  46 ～ 50  3．670   
111～120  1．530  51～ 55  3．330   111～120  1．530  51～ 55  3．330   
121－130  1．410  56 ～ 60  3．060   121～130  1．410  56 ～ 60  3．060   

131～1ヰ0  1．310  61－ 65  2．820   131・〉140  1．310  61－ 65  2．820   
141～150  1．220  66 ～ 70  2，620   141～150  1．220  66 ～ 70  2．620   

151～160  1．140  71～ 75  2．440   151～160  1．140  71～ 75  2．440   

161～170  1．080  76 ～ 80  2．290   161～170  1．080  76 ～ 80  2．290   

171～180  1－020  81～ 85  2．160   171～180  1．020  81～ 85  2．160   

181～190  960  86 ～ 90  2．040   181～190  960  86 ～ 90  2．040   

191人以上  910  91～ 95  1．930   191人以上  glO  91～ 95  1．930   

96人以上 1．830  96人以上 1，830  

ケ母子生活支援施設  ケ母子生活支援施設   

（非常勤職員）   （非常勤職員）   

定  員  月  額   定  員  月  額   

円   円   

10世帯まで  18．360   10世帯まで  18．360   

世帯   世帯   

11～ 20  9．180   11～・20  9．柑0   

21～ 30  6．120   21～ 30  6．120   

31～ 40  4．590   31～ 40  4．590   

ヰ1～ 50  3．670   41－ 50  3．670   

51～ 60  3．060   51～ 60  3．060   

61～ 70  2．620   61～ 70  2．620   

71～ 80  2．290   71～ 80  2．290   

81～ 90  2．040   81～ 90  2．040   

91世帯以上  1，830   91世帯以上  1．830  

くI  



・      ● ●   ●・l    l  ●     l    ●l        Ⅶ  H  13〔〉人まで  一 週且；迫  ■1旦．之旦塁  ■ 適⊥迎  ⊥亘▲旦5迫  ■ ⊥皇ユ迫  1五郎迫  

31～ 40人 ぷ止迅11む迫引．昆且迫l⊥」旦呈旦 1乙∑迫 jヱぷ担            31～ 40人  1且旦〔坦  1且旦！担  ．ほ且旭  1呈ユ1旦  上皇且1旦  1呈L巨呈旦  

41～ 50  1旦且旦9  丸田旦  旦1旦旦旦  旦且担  旦．互生9 旦A遁            41～ 50  む旦j旦  旦L王j迫  旦」巨旦9  脹坦  旦▲生色旦  旦▲退坦  

51～ 60   腿 旦且辿 鮎乙迎 旦丘辿 旦⊥亘盟 旦且呈9            51～ 60  旦且王旦  旦ユ豊丘  

1鮎迫  

旦且之旦  
む鎚旦   

91～100   旦遇  む建旦  まL出旦  剋  旦L王迎 まユ辿            91～100  乞旦邑9  剋  

姐迫  
4⊥呈呈史  

ま且！迎  

呈丘王£   
141′〉150   遇  迅坦  呈ヱ迎 通過  量⊥旦立 通            141′－150  旦且2旦  旦ヱ巨旦  

3山辺   

161～り0   姐担  よ剋迫  呈且迅  呈▲旦坦  呈且王旦 呈且娘            161～170  呈」－！迎  ユ旦迎  

呈且姐  
乙旦1旦  

呈．ヱ」良   

地域区分  地域区分  
8／100  7／100  6ハ00  皇／ユ旦9  3／100  その他  7／100  6／100  山迫  3／100  その他  

定見  定員  
円  円  

30人まで    1皇L塁旦旦  

ユ呈且姐  
腿  
旦且辿  
ヱ止辿  
むl遁  

皇▲互生¢  
丸旦呈旦  
4且迅  

A皿迫  

且且迫  
且1邑立  

ユ且8史  

呈且迫   
乙旦通  乙邑9坦  乙立退  乙旦巨立  乙引退  呈A隻9    191人以上  乙舅迫  Z丘∈迫  呈」必  遇  呈．旦皇9  



改正後   現行   

イ 乳児院    地域区分   
一比皿辿一週△鎚12／100 ユユ△j迫10／100 g／100   

定員   
円   円   円   円   円   円   

10人まで   主題 鮎迫 亜A迫 生山旦9 旦L迫9 妃且迎   
†T －15人 避長辺 旦乙旦鎚 並立建 呈乙旦週 旦1ぷ動呈出剋   
16 － 20人 迫適引 之鎚姐l払凶引 呈出迫l迫剋引出．鎚旦   
21－ 25  呈軋！」担 遁遜迫 ユ旦脳泣 1皇ヱ姐 ユ且鎚坦1旦且建   
26 ～ 30  避止姐 適』迫］且1．辿 旭丘迎 1亘且旭 遁遡   
31－ 35  1出題l止迎引1鮎亜l迅虚引1出題＝必出   

邦 ′一 朝）l二且弧引」且通則」血盟封」且組 1乙退塾1呈且迫   
41～ 45  止遇 1ユ』担 山ユ旭 山．迎 ユユ遇 山且姐   

46 ～ 50  逓追越 幽 姐迎 皇丘凶 旦互生9 且生担   
51～ 55   旦ぷ迫 重追坦 姐迎 軋1姐 鮎l迎 皇』迫   
56 ～ 60   旦』迫 姐迫 軋乙迫 豊丘逆 臥邑担 旦且迎   
61～ 65   旦遇 姐迫 旦遇 鋸＿遁 旦ユ通 過   
66 ～ 7q  旦且坦 ユ且辺 通 過 上皇迎 遇   
71～ 75   ヱ且坦 ヱ逼迫 上皿 ヱ週 迅迫 迅迎   
76 ～ 80   エ迦坦 姐迫 乱逆 鮎迫旦 鮎i旦9 姐坦   
81～ 85   且皇呈9 題 旦ぷ迎 且乙辿 旦避退 旦山迫   
86 ～ 90   塁過迎 姐迫 皇且迅 5日」辺 む臼坦 過   
91～ 95   皇長逝 皇A迅 呈且通 過 互之匹 見2ユ8   

96人以上   姐迫 姐坦 出む姐 A且旭 旦ユ迎 姐担   

地域区分   
8／100 7／100 6／100 弧迫 3／100 その他   

定員   
円   円   円   円   円  円   

10人まで   旦乙迎 坐丘坐 亜ヱ迫 亜且旭 避止退 出且姐   
11－15人 む逼迫 鮎且凶 呈出 迎．担9 迎⊥通 過   
16 － 20人 迫遡 j迫遥迫 貴ユ迫 之≧止姐 呈乙舅氾 Z呈皿担   
21～ Z5  退避坦 退避泣 皿 迅』担 適且辺 jユ旦迎   
26 ～ 30  適遇」丘避 止且坦 朗迫 ユ且旦！迫 迅．魁担   

31－ 35 1旦』迎 1遇 遁ぷ迫 週ユ担 遇1ヨ止担   
88 － 40  週丘姐 週且担1日亜I止血到 ユ剋些＝山越   
41－ 45  遁』迫1越 適ユ姐1虹乙相 通丘蝿1址姐   
46 － 50   皇戯 豊丘担 旦且誠 腿 旦遇 ＆弘9   
51－ 55   鼠迎 旦遡 旦止姐 腿 ＆遇 腿   

56 一－ 60   む臼迫 旦遡 羞は迎 8止鎚 塵止迎 王妃空   

66 － 70   遇 適 エ4！迎 遇 ヱヱ担 ヱ遇   
71－ 7与   遇 且旦坦 丸型追 越 旦ユ遁 剋   
76 ～ 80   姐泣 出退塾 む妃旦 岨 鮎必 旦ユ迎   
81～ 85   出 塁避 塁且迅 5止鎚 呈£辺 見ヱ迎   
86 － 90   姐坦 皇．監坦 亘丘5立 通迎 む日独 5止姐   
91～ 95   丸日立 皇．1王立 豊丘坦 呈且辿 も出旦 豊丘建   
96人以上   ま逓 姐担 豊丘組 ま丘坦 豊丘迅 4』迎  61－ 65   通 過 遇 ユ遜迫 遇 ヱ．裏坦  

」  ぷ 嵐二∠l」∴1－ざ  ニーt亡べ－也L嬰ニ∴ぜ  
一鯛邑．、jヾ‾ヽ二女■＿▲三ンニこ∴Y   



改正後  

皇 情緒障害児短期治療施設  土情緒障害児短期治療施設  

1追迎  1出迎  12／100  1ユJ⊥⊆迫  10／100  9／100  

地域区分 定員                  地域区分 定員   
1旦／」－〔坦  通山迫  12／100  10／100  9／100  8／100  

円  円  円  円  円   
30人まで  円  円  円  円  円  円    30人まで            円    1且ヱ旦9  ．旭』迎  ⊥む口辺  ．旭且迫  ユ且旦1旦  」且ヱ旦9     ユ且旦呈旦  」j追鎚  ⊥腿  ユ且堅坦  ，迫ヱ担  ］j且≡迫  
31～ 40人  皿  週⊥辿  1呈且凶  1且旦呈旦  ユ呈」Z旦9  1乙遇    31～ 40人  1呈』迎  週劇迫  1乙旦週  1呈ユ坦  1呈且1旦  遁ぷ坦  

41人以上  1腿  旦且隻9  豊丘旦9  軋鮎坦  旦」亘旦9  旦A辺    41人以上  鮎辺  且ヱ皇立  皇道旦旦  鮎迫9  乱裏迫  皇道至坦  

8／100 7／川0 8／100 鮎山迫 3／100 その他  7／100 8／100 旦∠」＿！迎 3／100 その他  

円    円    円    円   円  地域区分          地域区分                         定員          定員   円    円    円    円    円   円                            30人まで  1且旦処 遇．旦些 ユ且旦担 ユ且旦些 適題退 避坦          30人まで  適止迫 1且A辿 遁」＿鎚1且旦坦 ユA旦迎   31～ 40人 週丘迎 週 昆且建 1乙2旦9」ヱ週1⊥遁旦          31～ 40人 ⊥乙旦辿 ＿ほ且迎 1乙」」迫．迫鎚劉⊥u些   41人以上   旦A〔迫 且ぷ坦 且ぷ迫 旦⊥凶 旦且辺 ＆出旦          41人以上   旦且迅 皇．乙姫 旦且姐 且鎚迫 姐担  



改正後   現行   

壬母子生活支援施設   曳母子生活支援施設   
地域区分   地域区分   

山辺 剋迫12／100 山∠1j迫10／100 9／100   ⊥出刃辿 皿迫12／10010ン100 9／100 8／100   

定見   定員   
円  円  円  円  円   円   円  円  円  円   円   円   

10世帯まで  追ぷ迫 旦退迫 追且建 ㍊且迎 む遥辿 乱丘担  10世帯まで 迫遵引 呈出矧l追出引 立u剋＝山越＝姐迎   

世帯   世帯   
11～ 20   三迫ユ坦 辿且追 出且迫廻且弘 之旦避迫 迫且担  11～ 20  日且退 出且≦追 出且退 出且坦 姐 Z立出立   
21～ 30   適』迫 ユ旦A！辿 適⊥辿 1皇且迫 ユ旦且1旦 上皇』坦  Zl～ 30  通過匹 遁必迫 適⊥辿 ⊥皇且担 逓ヱ迎 避止辿   

31－ 40  1≧良三旦 1≧良！追 払1旭 1乙鮎丑 山且担 ユ＿1且担  31～40  止ぷ迫 1ヱ⊥≦迫．ほユ娘 1⊥鮎坦 遇 ユ⊥芸迫   

ヰ1～ 50  ．u且迫 11且迫 通必迫．旭丘；坦 適ユ建 ＿坦避退  41～50  ⊥1忍旦．迫且遁 ユ旦旦皇皇 1乱Z呈9 ユ立退豊里 通過辿   
51～ 60  1辿辿  且聖坦  姐迫 旦丘≧旦  姐担 旦A建  51～ 60  旦且迎 皇．玉垣  5u迫旦  乳旦迫 姐迫 旦遇   
61～ 70  姐辿  旦且辿  ＆裏坦 旦A迅  旦ぷ坦 ＆雲坦  61～ 70  邑遇 旦且迫 ＆生三塁 鮎む担 姐迫 ＆≧」』   
71～ 80  工互生9 ヱ．旦旦9 ユ迅 ユ且旭 ユLl戯 ヱ」」迎  71～ 80  ヱ▲姐旦 ヱ且旭 ヱ遇 遇 遇 遇   
81～ 90  剋 弧迫  姐迫 鮎弧旦 亘▲鮎坦 且堅迫  81～ 90  軋㌫泣  出出担  旦且亘旦  姐迫 む芝ユ旦 む出旦   
91世帯以上  出迫旦 越 血辿旦 全遥ユ旦 丸型 旦遇  91世帯以上  姐迫 生且辺 地坦 曳▲蚕迫 全ユ辿 姐迫   

地域区分   地域区分   
8／100 7／100 8／100 立山迎 3／100 その他   7／100 8／100 皇∠ユ旦旦 3／100 その他   

定員   定員   
円  円  円  円  円   円   円  円  円  円   円   

10世帯まで  む＿ぷ迫 旦L旦重坦；迫且辿 旦鮎迦 迎」u旦 呈姐坦  10世帯まで む』三迫 辿且迫 迎且凶 過 呈且旦迫   

世帯   世帯   
11～ 20   罠．旦！迫 旦退迫 Z旦ぷ迫 毘且辿 呈乙旦姐 呈呈且担  11～ 20 ；迫之坦 出．1迅 ⊇盟ヱ坦 呈乙巨旦旦 ㌶且1旦   
21～ 30   過 1亘丘担 ＿追止担 』』迫 ユ且塾迫 ユ旦且旦立  21～・30 ．ほ丘之9 迅 ⊥亘ユ巨9 1亘且担 ユA旦迫   

31～ 40  1⊥迦 ⊥遇 ユユ丘皇旦 ユ⊥生迎 止ヱ皇史．u．旦呈9  31～ 40  出血矧山止迎」⊥山辺 ．u避 退週   

41～ 50   ユ且立退 1む建旦 1且生山．旭丘担 ユ且遇 旦且建  41～ 50  週A醒 』止！退 避迎 ユ立通 通過   

51～ 60  旦．裏迫 旦遇 旦之凶 皇」旦9 腿 旦▲邑週  51～・60  鮎L旭 5日ヒ担 且旦皇旦  越 姐辿   
61～ 70  旦ぷ迫  旦山辺  ＆旦皇旦  且旦；迫  ヱ且！迫 エヱ＿坦  61～ 70  旦⊥亘旦 旦且坦  迅迫  ユ退坦 ヱL：迫9   
71・－ 80  遇 出廷迫 生血迫 鮎迫旦 虹乙ヱ旦 旦且坦  71～・80  旦』泣 出Q旦 鮎む辿 腿 姐迎   
81～ 90  旦且辺 見迎 旦遇 旦ユ迫 亘j迫9 む乙辿  引 ～ 90  迎 皇ヱ担 む迫9 旦且担 遇   
91世帯以上  裏切＝ ！姐鎚t 4ぷ矧＋も迫引＋裏剋＝ 生幽  91世帯以上  4且辿 出迦 4且坦 裏L辿 むり迫   

一一生」バ ‾．1二粍■．＿。三＿ニヒL－1甘   



－
冨
－
 
 
 地域区分  

8／100  7／100  8／100  5／100  3／100  その他   

定員  
円  円  円  円  円  円  

30人まで  ヱ≦迫  と坦   
31～ 40人  型担    ぷ氾  鮎迫  旦1旦  皇辿   

41～ 50   裏坦  旦王台  土建  裏迫  旦互生  裏旦   
51・－ 80   豊旦9    ま≧旦  裏坦  旦1旦  A！迫   

81～ 70   旦邑9  揖旦  立退  退迎  ぷ坦   
71′〉 80   旦迎    呈呈旦  旦；坦  鮎旦   
81－ 90   む迫  呈旦旦    呈旦立    廻旦   
91・・′100   呈旦9  ㌫迫  呈呈9    呈⊇旦   
101～110  呈呈立  呈迎  皇祖  と坦  乙坦  巫坦   

111 ′〉120   呈！迫  鮎坦  呈旦9  1．姐  1旦旦   
1㌢1－130  ぷ坦  1旦立  出迫  1旦9  出迫  ⊥迎   
131～140  1ヱ旦  ユユ9  ⊥迫  1ヱ旦  出迫  封氾   
1ヰ1 ～150    1互9  1主立  烏迫  裏坦  吏担   
151－180    1辿  1」迫  烏迎  ユ公  1亜   
181～170  上辺  上岨  1姐  吏迫  吏迫  1題   
171・－180  吏迫  吏拉  吏岨  1まq  1旦9  1遡   
181（一190  1呈旦  ⊥辿  ⊥迫  1呈旦  ユユ9  烏迫   

191人以上   1旦塁  1辿      1旦9  



改正後   現行   

イ 乳児院  
地域区分   

17／10014／10012／10011／10010／100 g／100   

定員   
円   円   円   円   円  円   

10人まで  姐迎 ㌫i辿 乙姐墾 2A迎 む地 2止飽   
11～15人 ⊥迎 遇 1丘姐 1．鮎坦l＋⊥鮎坦11連出   
用－ 20人 ユ．呈吐 出出 題 山辺 ⊥乙姐 剋   
21－ 25  ⊥塾坦 1且旭  旦建  鮎迫  皇迎 出   
28 － 30  鮎坦  塾坦  ぷ泣  出坦  軋坦 鎚   
31～ 35  遇  ヱ旦9  吏坦  ヱ姐  ヱ迎  遇   
36 ～ 40  鎚坦  虻9  鮎迎  旦辿  旦辿 凶   
41－ ヰ5  鮎坦  裏迫  呈出  ∑旭  丘迎 題迫   
46 ～ 50  ぷ迫  剋迫  越  出血  裏迫  越   
51～ 55  坐旦  越  生迎  越  裏坦 公立   
56 － 60  裏泣  虫泣  虫泣  虫坦  坐坦 皇迎   
61～ 65  坐担  ぷ迫  豊凶  裏迫  吏坦  ま迅   
66 ～ 70  型坦  英独  遇  退迫  蚕迫  旦辿   
71－ 75  遜迫  胡迫  ∑迫  ま迎  巡 遊迫   
76 － 80  旦旦9  送迎  呈墟  適  塾迫  辿9   
81～ 85  呈迎  豊凶  皇祖  遇  旦迅 ま辺   
86 －90  旦適  量姐  2坦  公坦  公坦 ぷ坦   
gl－ 95  遇  Z遁  ヱ迫  ム坦  之迫 退坦   
96人以上  辿  呈迎  Z並  製担  Z迎 ヱ坐   

地域区分   
8／100 7／100 6／10015／100 3／100 その他   

定員   
円   円   円   円   円  円   

10人まで  迎 呈且鎚 迅迫 呈且担 乙巴迫 乙乙迫   
11～15人 j．題迫 ⊥鎚丑 山L辺 1．豊凶 ⊥皇迎 ⊥越   
16～・20人 ⊥呈剋 ⊥1j坦 1』坦 1Ll遡Ij止矧．u』   
21～ 25  堅迫  裏泣  出担  旦迎  旦退 出坦   
26 ～ 30  堅迫  遇  通  過  封迫 ヱ亜   
31－ 35  ぷ迫  三通  ヱ迦  芸坦  鎚迫 駐坦   
36 － 40  堅迫  建  ぷ担  包迫  釘月 封迫   
41～ 45  堅迫  崖泣  出坦  減  量迎  皇辿   
46 －50  4羞泣  生迎  旦退  城  坐9 旦坐   
51～ 55  裏迫  裏坦  出9  坐坦  ぷ辿 ま辿   
56 ～60  旦迎  ぷ盟  皇祖  裏坦  生坦 坐坦   
61～65  公迫  創追  越  迎9  旦辿 よ迫   
66 ～70   ；迫9  遇  旦遁  辺  星組 ぷ迫   
71～ 75  迎  遇  呈麹  迎  塾担 遇   
76 －80  遇  ぷ迫  ㌫迫  呈遁  旦辿 旦迅   
81～85  ＆坦  旦迅  迦坦  迎  お坦 ぷ坦   
86・】90  題坦  裂迫  呈出  遇  ム坦 且鎚   
91～95  呈出  公迫  ヱ飽  Z迎  ぇ辿 之亜   
96人以上  と担  之迫  ぷ迫  2迎  迎 ぷ迫  

∴  



現行   

ウ 情緒障害児短期治療施設  

l  

地域区分  
8／100  7／100  6／100  5／100  3／100  その他   

定員  
円  円  円  円  円  円  

30人まで  旦【迫    ヱj迫    ヱ！迫  三豊9   
31～ 40人    旦；辿  駐担  旦之9  旦ユ旦  皇旦9   
41人以上   480  470  生迫  旦！迫  450  440  



改正後   現行   

エ 母子生活支援施設  

地域区分   

17／10014／10012／10011／10010／100 9／100   

定見   
円  円  円  円  円  円   

10世帯まで   ⊥迫引＋1且狙lJ山風  ユ且坦l．u必封」通過   

世帯   
11～ 20  迅迫 ⊥2旦旦 1▲之生旦 ⊥担旦 ⊥遇 山L迫   

21～ 30  迎  辿  鎚迫  旦呈旦  鮎旦  旦⊆迫   

31～ 40  鎚迫  旦辿  鮎迫  ＆迫  旦1旦  鎚坦   

41－ 50  鮎坦  立迫  鮎迫  旦亘旦  ぷ迫  亘姐   

51～ 60  皇呈仝  匙坦  ま三迫  ま…坦  裏坦  裏坦   

61－ 70  生娘  全盛  生；担  旦迎  4Z塁  裏迫   

71～ 80  旦！迫  遜迫  ま遁  よ迫  遇  退迫   
81～ 90  ぷ迫  主坦  呈1立  迎・迎  迦迫   

91世帯以上  ま鰻  巴迫  と担  と担  呈旦9  と坦   

地域区分   
8／100 7／100 8／100 5／100 3／100 その他   

定点   
円  円  円  円  円  円   

10世帯まで   遇 ⊥迎 ⊥巨迎 1ぷ迫 ⊥㌫迫 ユ止豊里   

世帯   
11～ 20  ⊥a迎 ⊥吏迫 ⊥u迫 ⊥⊥辺 ⊥吏坦 ⊥u旦   

21～ 30  旦鎚  ぷ坦  遇  ヱ旦旦  遇  と坦   

31～・40  堅迫  む坦  封坦  蜃坦  旦王旦  鮎迫   

41～ 50  塾迫  迎  辿  舅盟  主坦  迎   

51～ 60  裏迫  生迫  史旦  裏坦  ぷ坦  史坦   

引 ～ 了0  裏迫  生坦  Al塾  生旭  坐追  越   

71～ 80  退迫  旦辿  封迫  鮎坦  聖担  迎   
81・〉 90  逃迫  呈旦9  呈旦9  ㌫坦  日独  と坦   

91世帯以上  聖坦  ぷ迫  之⊇旦  呈旦旦  呈旦9  蓑坦  



地域区分  地域区分  
皿迫  1ま∠ユ旦9  12／100  1」∠1旦9  10／100  9／100  」且週  1ユ∠ユj迎  12／100  10／100  9／100  8／100   

定員  定員  
円  円  円  円  円  円  円  円  円  

30人まで                30人まで       1且呈∈坦  
ユ⊥負担   

姐担  
ユLlヱ£  

皇且迅  
旦且姐  
瓦1j迫  

鮎昆迫  
曳旦迎  
呈止迫  

121～130  旦丘坦  迅坦  呈．も迫  辿  旦⊥呈ユ9  乙迦担    121・～130  且皇迫  1裏迫  iAi坦  主立迫  呈L皇室9  ＆劃坦  

131～140  遇  姐辿  ヨ⊥j旦  呈▲ユ呈9  遇  乙旦≦坦    131～140  迫担  呈．ユ旦Q  よユ旦9  遇  且旦室迫  遇  

141′〉150  呈⊥皇旦9  呈．堅坦  呈．鮎迫  乙鎧g  乙駐娼  乙週旦    141～150  呈．鮎坦  乙鮎迫  ま且坦  過  呈ユ邑旦  呈．ヱj迫  

151・〉160  乙腿  乙邑1旦  乙剋  乙と担  乙工娼  呈⊥旦旦旦    151～160  呈▲鮎坦  乙迫9  乙む迫  乙乙建  乙鎚坦  呈1旦旦9  

柑1′・・・？70  乙三塁旦  呈ヱ1月  乙鎚坦  呈丘畳9  呈且些  乙旦！迎    16】～】7ロ  呈⊥Z旦9  呈」巨旦g  乙旦凶  乙旦呈旦  呈」む坦  呈▲旦三塁  

171′〉180  乙鎚旦  呈且旭  呈且遁  乙鮎迫  呈▲旦⊇旦  呈▲皇！迫    171～180  呈▲旦皇旦  呈且迫  之且辺  退坦  呈』迎  過  

181～190  迎  乙萱呈旦  乙旦Z史  適  乙裏迫  呈▲旦ユ旦    181′〉190  乙豆旦旦  呈▲ま旦立  呈上ヱ旦  呈」坦9  乙生1旦  乙旦旦9  

191人以上  呈⊥生邑旦  乙旦呈旦  呈一過里  呈▲旦旦9  乙旦生旦  乙遇    191人以上  呈▲A豊里  呈．旦；迫  迎  乙迦担  乙∑辿  呈▲旦旦9  

地域区分  地域区分  
8／100 7／100 6／100 山辺 3／100 その他  7／100 8／100 曳山」担 3／100 その他  

定員  定員  
円   円   円   円   円   円  円   円   円   円   円  

30人手で   週．旦週 避退担 週丘王迫 週A生9 1且旦迫 遇          30人まで  ．ほ且韮＝ 二u丘誠 1且鮎迫】」止止貼‖1主副坦  

31～ 40人 ⊥山迫9 ＿旭且≡担 1旦且亘g j且遇 ＿坦丘姐 ＿迫⊥≧j迫          31～ 40人 週止迎 1軋出超IJ且旦辿」二相通裏 ＿坦ヱ≡坦  

41～ 50   旦⊥≧旦9  臥≧＿旭  臥り坦  腿  工旦≧旦 ⊥遇          41～ 50   旦」む迫  旦」＿迎  ヱ▲旦旦夏  鳥日月 ヱ▲旦盟  

引 ～ 60  エ裏史  遇  過  ヱヱ鎚 11呈9 旦旦；担          51～ 60   遇  ヱ且旭  ⊥1旦旦 11呈9 姐坦  

61～ 了0   旦．旦旦9  鮎江9  旦且娼  旦」生皇9  日；坦 弧担          61～ 70   軋鮎迫  旦．皇旦9  迅迫  姐迫 餌迫  

71～ 80   む墜坦  も二退嬰  姐坦  亘▲鮎旦  と…迫旦 姐迫          71・～80   皇．ヱ旦9 出泣虫 皇．皇旦9 宣長迎 亘遡  

81～ 90  ！U拉旦  越  生且邑旦  姐担  姐迫 皇．鮎坦          81－ 90  1且担  A且迅  旦ユ旦旦  腿 旦且坦  

91～100   旦ユ坦  旦Jj担  旦且乙旦  4」迦  迅迫 旦且亘旦          91′〉100   迅迫  4．鎚坦  ま且旦9  旦L鎚旦 呈▲旦旦旦  

101～110   旦且皇Q  且旦旦9  鮎担旦  呈ユ担  旦劇担 旦」迫立          101～・＝0  旦追呈旦  迅坦  遇  呈且旦⊆ 且旦皇9  

111～120   遇  呈且担  旦且≧坦  遇  呈A⊇旦 呈．旦⊇良          111～120  遇  呈丘呈立  通  姐坦 旦L⊇遡  

121～130   旦1旦1旦  遇  呈▲呈主立 iL≧呈旦  旦」1」姐 遇          121～130  旦遇  姐氾  呈▲1娘  迅 射返旦  

14l～†50   呈上旦⊆  呈LZ旦望  まヱ迅  乙飽⊇  乙旦鰻 乙塾担          刷 ～150  乙乙迎 且ユ迅  呈丘旦9  呈丘迎 乙亘旦9  

151・－160   呈且迫 乙鎚旦  呈且⊇坦  呈▲皇旦9  呈丘姐 呈．旦担          1■51～160  呈且姐 呈．旦迎 出し迎 呈且坦 乙隻ヱ旦  
161～170   呈点ヱ9  呈．皇皇9  Z」辿  呈且1月  呈▲裏矧2遥鮎          161～170  乙巨星立  呈丘呈旦  乙組立  姐 呈．旦豊里  

1Tl～180   迅迫  乙英独  Z慮担  辿  呈ヱ辺 呈▲釘＿9          171～180  姐  ＆毀旦  呈．ユ旦g  乙呈＿担l呈．遇  

181～1gO   遇  ㌫巳旦  呈ぷ迫  呈．旦呈9  呈▲呈旦皇 姐坦          181～190  乙凹  Z▲ユ迎  呈▲迫立  乙封担 呈ヱ；坦  

191人以上   呈▲迎旦  姐迫  乙呈旦旦  姐坦  乙旦迎 呈」＿呈仝          191人以上   乙乙坦 呈⊥乙皇旦 呈▲呈遁 乙L皇旦 乙ム担  

131～140   過迫  旦且1旦  乙旦邑9  通  過 呈且≧旦          131～140  旦皿迎 呈且阻 呈▲旦；迫 遇 呈▲旦占迫  



改正後   現行   

山a寒冷地手当   11山寺冷地手当   

○寒冷地に所在する施設   ○範寒冷地に所在する施設   

定見1人（母子生活支援施設については1世帯⊥Zヱ皇1＝  
ホーム及び自立権助庸一ムについては漁貞1人）当たりの  定員1人（母子生活支援施設lこついては1世帯）当たりの月額   

月額  

区分  1級 2級 3級 4級   区分  並1級 患2級 数3級 数4級   

円  円  円  円   円  円  円  円   

児童手性施設  1．4601．3001．2801．020   児童養護施設  1．460 1．300 1．280 1．020   

児童自立支援施設  2．250 2．0201．9901．570   児童自立支援施設  2．250  2．020 1．990 1．570   

母子生活支援施設  1，7201．5401．5201，200   母子生活支援施設  1．720 1．540 l．520 1．200   

乳児院  4．740 4．250 4．180 3．320   乳児院  ヰ．740  4．250  4．180  3．320   

情緒障害児短期治療施㌍：l2．690乙4102．3701．880  情緒障害児短期治療施設   2．690  2．410  2．370 1．880  

ファミリーホーム 1且迫鮎坦剋坦ヱ旦9  

む鮎坦l⊥旦廷⊥聖迫l⊥出超  注1「盤寒冷地」とは、国家公務員の寒冷地手当に関する法律1二級盤辺並且辺施主に  

一  正土；  16   136 こ 吐改正1第1条第1号  

注「寒冷地」とは、国家公務員の寒冷地手当に関する法  及び第Z号に定める地域をいう。  

律（浦和24年活栓笠200阜）第1条第1号及び第2号に定める  

地域をいう。  ○旧寒冷地に所在する施設（新寒冷地に所在する施設を除く）  

定員1人（母子生活支援施設については1世帯）当たりの月額  

区分  旧5銀地 旧4級地 旧3級地 旧2級地 旧1銀地  

円  円  円  円  円  

児童養護施設  旦  旦  0  0  0  

児童自立支援施設  旦  0  0  0  0  

母子生活支援施設  9  0  0  0  0  

乳児院  迎  9  0  0  0  

情緒障害児短期治療施投  と坦  9  0  0  0  

注2「旧寒冷地」とは、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（平  

成16年法律第136号）の施行（平成16年10月28日）前の国家公拷員の寒冷地手当に関  

する法律第1集に定める地域のうち、新寒冷地を除く地域をいう。  
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円 円■   円■   円■   円■   円■   円’  円一   円l  円l  円l  円Il   

；・ 

地域区分   地域区分   

8／100 7／100 6／100 皇∠烏坦 3／100 その他   7／100 6／100 裏山迫13／100 その他   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円  円  円   

1人につきま旦旦ユ≡迫呈！迫⊥凶」a迫且凹1題且週剋迫ユ旦ユ⊥迦  

1址児童養識施設の1・2歳児加算分保は単価   止呈上児童養は施設の1・2歳児加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

．u∠1j追 出∠1」辿12／100 ⊥止山韮＝0／100 9／100   1旦∠」＿堅＝仁u∠1旦912／10010／100 9／100  8／100   

定員   定員   

円  円  円  円  円  円   円  円  円   円  円  円   

1人につき1旦旦且辿1旦乙鮎坦過払史担1旦旦且凶」j旦之！追出上腿迫  

地域区分   地域区分   

8／100 7／100 6／100 豆∠ユ旦9 3／川0 その他   7／100 8／100 4／」＿！迫 3／100 その他   

定員   定点   

円  円  円    円  円  円   円  円  円  円  円   

1人につき  必迫 迅A且担 迅旦ユ岨．旭乙旦娘1旦旦良旦91姐  1人につき  週4▲鮎迎1錮丘迎 剋迫 迅且1j迫 脳迫  



改正後  現行   

止立児童養護施設の年少児加算分保護単価  止姐児章♯！憂施設の年少児加算分保講単価   

地域区分  地域区分   

足△迎」週△題12／100 山ム』＝10／100 9／100  適△凶1追迫12／10010／10019／100  8／100   

定員  定員   

円   円   円   円   円   円  円   円   円   円  円   円   

1人につき迎且旭姐⊥退避且旭並且退出且辿避ユ迎  1人につき旦8止血出題岨旦王．旦鎚旦1』j迎遡ユ辿並A坦  

地域区分  地域区分   

8／100 了／100 6／100 弧迎  3／100 その他  と遇 6／100 A∠」＿凶13／100 その他   

定員  定員   

円   円   円   円   円   円  円   円   円   円  円   

1人につき  姐 呈姐迫 過 jほ且坦 姐 辿L聖坦  1人につき ；迫適 遊戯 三迫且退 避且担 辿ぷ迫   

止むボイラー技士尾上糞  皿児童養護施設の特別指導費        出立ボイラー技士屋上費  止軋児童養護施設の特別指導費   

加井分保護単価  加算分保護単価  加算分保護単価  加算分保護単価  

定  員  月   額  定  員  月   額  定  員  月   額  定  員  月   額  

円  円  円  円  

30人まで  6．700  30人まで  5．180  30人まで  6．700  30人まで  5．180  

31～ 40人  5．360  31～ 40人   3．880  31－ 40人  5．380  31～ 40人  3，880  

ヰ1・・■ 50   4．020  41～ 50   3．110  4l～ 50   4．020  41～ 50   3．110  

51′－ 60   3．610  51～ 60   2．590  51′－ 60   3．810  51～ 60   2，590  

61・｝ 70   3．210  61 ′〉 70   2．220  61・〉 70   3．210  61・〉 70   2．220  

71－ 80   2．810  71～ 80   1．940  71～ 80   2．810  71～ 80   1．940  

8†～ 90   2．410  8丁 ′〉 90   1．720  81′〉 98   2，4＝）  81～ 90   1．720  

91 -- 100 2．010  91 ～100   1．550  91一〉100   2．010  91 ～100   1．550  

101・｝ ■‖0   1．870  101～110   l－410  101～110   1．870  101～110   1．410  

111～120   1．740  111・－120   1．290  111～120   1．740  111～120   1．290  

12l一〉130   1，600  121′〉130   1．190  121′・■130   1．600  121′・■130   1，190  

131－140   1．470  131－140   1，110  131～140   1．470  131－140   1．110  

141・・′150   1，3ヰ0  141■〉150   1．030  141・－150   1．340  141－150   1．030  

151■－1＄0   1．290  151～160   970  151－160   1，290  151■｝160   gTO  

用1■〉170   1．250  181～170   910  161■｝170   1．250  181～170   910  

171～180   1．200  171－180   8（SO  171・〉180   1．200  171・－180   8（；0  

†81一〉190   1，160  18†～190   810  181～190   1．180  18l～19Cl   810  

191人以上   1．110  191人以上   770  191人以上   り10  191人以上   770  



8．100  

定  員   月   

人   円   

46 へ′ 50   3，110   

51～ 55   2．820   

56・〉 60   2．590   

61～ 65   2．390   

66 ～ 70   2，220   

71～ 75   2．070   

76 ～ 80   1．940   

81～ 85   ⊥鮎迫   

86 ′〉 90   1．720   

91・・′ 95   1，630   

96人以上   1．550  

定  員   月   

人   円   

46・、■ 50   3．110   

51～ 55   2．820   

56 ′〉 60   2．590   

61～ 65   2，390   

86 ′｝ 70   2．220   

71′〉 75   2．070   

76 ～ 80   1．940   

81・～ 85   ⊥鮎坦   

86 ～ 90   1，720   

91・・■ 95   1．630   

96人以上   1．550  
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現行   

昆止母子生活支援施設の夜間警備  止a母子生活支援施設の特別生活  昆虹母子生活支援施書生の夜間警備  塩山母子生活支援施設の特別生活   

l 加   言草価  指導費加算分保護単価  体制弓毒化加算分保護単価  指導費加算分保護単価  

改正後                                                              定   員  月   額    定   員   
世帯  世帯  

月   絨  定   員  月   額  定   員  月   額  
11～20   8．090  11・〉20   7．770  11～20   8．090  11■〉20   7．770  

21′〉 30   5．390  21～ 30   5．180  21 ′－ 30   5．390  21～ 30   5．180  

31～ 40   4．040  31－ 40   3．880  31～ 40   4．040  31 － 40   3．880  

41～・50   3．230  41・－ 50   3．110  41～ 50   3，230  41 ′・′ 50   3，110  

51′－ 60   2，690  51・・■ 60   2．590  51～ 60   2，690  51 ～ 60   2．590  

61－ 70   2，310  61～ 70   2．220  61← 70   2．310  61 ～ 70   2．220  

71～ 80   2．020  71－ 80   1．940  71～ 80   2．020  71・・■ 80   1．940  

81～ 90   1．790  81・〉 90   1．720  81～・90   1．790  81′－ 90   1．720  

91世帯以上   1．610  91世帯以上   1．550  91世帯以上   1．610  91世帯以上   1．550   
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改正後   現行   

1呈迫母子生活支援施設保育機能強化加算分保護単価   烏む眉子生活支援施設保育機能強化加算分保護単価   

地域区分   地域区分   

ユヱ∠ユ堅＝ユ血ユ鎚12／100 止△塑10／100 9／100   1旦∠1以＝ユ＆ユ鮎12／10010／100 9／100 8／100   

定員   定員   

円  円  円  円  円   円   円  円  円  円  円   円   

10世帯まで 遡遡 呈旦丘坐 址 呈邑且旦9 呈旦ユ旦9 ≦迫丘辿   10世帯まで 迎且姐 呈皇▲旦凶 貴⊥担 三通ユ辿 塑丘迎 蓑且迫   

世帯   世帯   

11－ 20  呈乙ユ辿 呈呈．a迎 ま1且旭 払ヱ担 呈ユ▲巨星9 呈⊥ま迎   11～ 20  毘丘迎 呈乙凹 ま1．旦鎚 む丘組 む且担 封ヱ迎   

21－ 30  遁⊥廷 迅且退 出且迎 jA遇 1生遡1皇且坦   21・～ 30  遁且≧旦 1且鮎坦lユA且迫lJA且辺 」＿豊▲≧旦9 迅⊥辿   

31～ 40  通 過且担 週山担 ユ呈避 退且王迫 ⊥邑避退   31～ 40  ユ旦丘呈旦 週且迫 罠⊥；迫 週且辿 遇 ユ呈ユ坐   

41－ 50  ユ呈⊥辺 ⊥1ぷ動 二払姐引1山越＝ ⊥止矧＝山辺   41～ 50  週且旭l⊥u甚＝11退廷 ⊥1．生娘 ユユ止迅 ユ＿！。呈呈9   

51－ 60  ユ且旦！迎 遁且遁 1鮎迦 ユ且」＿墾‖」且広坦l男娼鮎   51～ 60  遁且旭 遁且担 』且相 通遇 姐迫 ＆旦1旦   

61－ 70   旦且担 ＆田虫 旦上皇9 ＆臼史 旦丘旦9 ＆鮎迫   引 － 70   乱立坦 皇且迫 む迫9 姐迫 ＆訟追 出担   

71～・80   ヱ丘辺 1裏旦 ヱ良j迎 三遷坦 1日迫 三上坦   71－ 80   1邑19 1迦坦 遇 遇 1遇 遇   
81～ 90   旦且辿 軋迫旦 旦丘皇9 姐辿 皇ユ辿 むn凱   81－ 90   旦遡 皇且退 亘且旦9 む乙生9 皇』迫 邑皇旦9   

91世帯以上姐坦旦A±坦旦且坦旦且辿もむ旦姐迫  gl世帯以上生長≦迫旦．生凶包旦迫旦且辺土且担旦．≧旦9  

地域区分  地域区分   

8／100 7／100 8／100 立巡＝ 3／100 その他   7／100 6／100 立通＝ 3／100 その他   

定員   定員   

円  円  円  円  円   円   円  円  円  円  円   

10世帯まで  j退避 呈8⊥迫 皿 過 呈Z』迫 題且迫   10世帯まで  ⊇迫』迫 邑且担 貴A坐 貴之退 塾遡   

世帯   世帯   

11・～ 20  通 過 迎且迎 迎ヱ辿 逆A坦1旦且坦   11～ 20  む且辺 占坦且旭 姐 迎A星9 j且且迎   

21－ 30  迅⊥遁 1旦且亘旦 1呈且亘旦 週且生9 遇 』』迎   21－ 30  1皇且坦 週且坦 迫ユ；迫 週且建 1旦ヱ！迫   

31－ 40  遇 罠▲堕引」且延引」且地引」且姐劉⊥出題   31－ 40  1姐坦 昆丘退 避退廷 週 ユ⊥旦旦9   

41～ 50  ユ⊥遇」⊥呈皇9．u⊥鮎＝Jl且辺 ユ且旦！迎 遁且坦   41～ 50  出題 山⊥迎 週且遁 ユ且邑坦 ユ且旦旦9   

51－ 60   旦且之旦 旦且坦 乱ヱ遡 且旦凶 む迦 軋む旦   51－ 60   鮎迫旦 旦ユ建 軋鮎坦 旦且迫 姐迎   

61－ 70   旦丘！追 払迫 旦．む坦 旦良！迫 貞止二迫 遇   61～ 70   ＆公迫 凶迫 旦且辿 むL迫 遇   

71～ 80   迎 ユ且迫 旦且辿 旦且≧旦 鮎と辿 軋迫旦   71～ 80   迅追 出迅≧ 軋鮎迫 旦且！退 色．旦皇9   

81－ 90   立鮎辿 旦丘呈9 見越 皇丘迎 む巳辿 皇丘≧旦   81～ 90   出廷旦 皇j乙迎 皇．旦旦生 む辿旦 互旦1旦   

91世帯以上  乞㌫迫 ま且辺 土追9 址迫 皇』坦 呈．皇皇9   91世帯以上  土日旦 生越 生⊥辿 姐迫 呈．皇旦9   
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改正後   現行   

算  定   額  算  定   額  
G寒冷地に所在する施設  （1）旧壬：台地に所存する碓t甘（】断；■）含量他に声斤許する捕相方除くl  一 

世帯主である暮Å  （罰（nで土山き九トAl†錨かLl【】000D円妄引いト】臨  

」ヱ上星組公  
慧冴「や率の 採納族の その他の   ぁる職■ ない職Å 鴫且  1廿右手T．hる】批点   

1級地   13L900円   72・900円   51・700円  警 鐘地 丘1凰地 主地     温且   
時  2繚地  1t8・800円  閃．300円  叫，000円   ぁ姐且 姐且  
雄  3 級 地  112．TOO円  8ヰ．300円  ヰ乱叩0円  且＿丘」且＿＿盟  姐．凹旦巴  週」j迫巴  竣』迫巴   

4級地  89・000円  51・080円  3川0円  皿」L飽」也   旦∈止【岨巴  邑』迫巴  迎迎巴  

冷  岨⊥乙jL址   皇臥迅旦巴  旦姐迎且  ヱ旦．三鮎貝   

地L丘「暮漁鵬■の蕾■は別★1の2の【12）簑冷触手当の簿′㈲l二でふふ一  岨」L皿」也  逝．三皿巴  祖迎巴  Zl．馳巴   

手  皿」」M  」且丘宣迫巴  1鼻血巴  1ヱ．鮎岨巴   

当（儀キ）   
「扶■親族のある職員」には、寒冷地手当支給対■地域州こ居住する扶暮親族のある  」旭丘   
書■であって、その扶養横腹と同居しておらす、かつ扶暮親族が居住する住居と寒冷地  
手当支給対■地域との最短距離が朝キロメートル以上であるものは含まないものとする。  時  

保  

血盟温止並足       旺  
ぁ姐且址艶且 

岨＿j」汲」也 1且丘【狙巴 11．辿巴 姐岨巴  
冷  相岨巴 旦迎巴 乙辺旦巴  

地  

所 寒  

手  
（11（¶に上り董語さ九卜錮から11〔川凸n円本引いト鏑廿∴加塞に上り宣告  

された頼とを比較し、高い方の嶺  
当  

世帯王であ・引胤員 慧訝扶樹齢抹瑚族のその他の ぁる朗ない枇邑職員  
並1級地 131．900円 72．900円 5り00円  

盈2紐地 116．800円 65．300円 叫．000円  

五3紐地 112．了00円 64．300円 43．000円  

艶4級地 89．000円 51．000円 36．800円  

ミキ2「鮪壬：台地」のき轟は別塞1の2の（11）真治触手当の汗1J・后Il二である＿  

（備考）  
r扶兼親族のある稚貝」には∴寒冷地手当支給対象地域外に居住する扶養親族のある  
職員であって、その扶養親族と同居しておらす、かつ扶養親族が居住する住居と寒冷地  
手当支給対象地域との1短座難が60キロメートル以上であるものは含まないものとする．  

調  
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別表2  

（1）児童養護施設  

別表2 略  

児童福祉施設の職種別職員定数表  

l職 種 別  l  職  員  の   定  数   

施 設 長  1人。ただし、定員が30人未満の場合は児童指導員の兼務とする。   

児童指導員  通じて定員6人につき1人。ただし、定員45人以下の施設については、   

保 育 士  この定数のほか1人を加算する。   

職業指導員  職業補導設備を有する施設にあっては、別に定めるところにより必要な  

人員を加算する。   

栄 養 士  1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。   

事 務 員  定員150人未満の場合は1人。定員150人以上の場合は2人。   

調理員等  定員90人夫滴の場合は4人。以下同様に30人ごとに1人を加算する。   

嘱 託 医  1人。   

（2） 児童自立支援施設  

職  種  別   職  員  の  定  数   

施  長  1人。   

児童自立支援専門員  

児童生活支援員   

職 業 指 導 員  職業補導設傭を有する施設にあっては、別に定めるところによ  

り必要な人員を加算する。   

栄  養  士  1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。   

事  務  員  定員150人未満の場合は1人。定員150人以上の場合は2人。   

調 理 員 等  定員90人未満の場合は4人。以下同様に30人ごとに1人を加算  

する。   

嘱  託  医  2人。  



改正後   現行   

略   （3）乳児院（乳児10人未満を入所させる乳児院を除く。）  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

医 師1人。ただし、定員100人未満の場合は、嘱託の医師とする。  

2歳末滞児（定員から2歳児及び3歳以上児の現員を差し引いたもの）  

通じて1．7人につき1人。  

看護師2歳児の現員通じて2人につき1人。  

保育士3歳以上児の現員通じて4人につき1人。  

児童指導員ただし、看護師は定員10人の場合は2人以上、10人を超える場合は10  

人増すごとに1人以上とし、その他は保育士又は児童指導員とする。  

なお、定員20人以下の施設については、この定数のほか保育士1人を  

加算する。  

栄養士1人。  

事務員定員100人未満の場合はi人。定員100人以上の場合は2人。  

調理員等定員30人未満の場合は4人。定員30人以上10人ごとに1人を加算する。  

（4）乳児10人未満を入所させる乳児院  

職種別 職員の定数  

施設長1人。  

看護師通じて7人。ただし、看護師はその内1人以上とし、その他は保育士又  

保育士は児童指導員とする。  

児童指導員なお、2歳児の現員通じて2人につき1人。  

3歳以上児の現員通じて4人につき1人。  

嘱託医1人。  

調理員等1人。   
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略  （5）母子生活支援施設  

職 種 別  職  員  の  定  数  

施 設 長  1人。   

母子指導員  定員20世帯未満の場合は1人。定員20世帯以上の場合は2人。   

保 育 士  保育所に準ずる設備のある場合に限り、その児童30人につき1人。  

（ただし、1母子生活支援施設につき最低1人はおくことができる。）   

少年指導員  

兼事務員   

調理員等  1人。   

嘱 託 医  1人。   

（6）情緒障害児短期治療施設  

職 種 別   職  員  の  定  数   

施 設 長  1人。   

医  師  1人。   

セラピスト  定員10人につき1人。   

看 護 師  1人。   

児童指導員  

保育士   

栄 養 士  1人。ただし、定員41人以上の場合に限る。   

事 務 員  1人。   

調理員等  4人。  



職 種 別   職  員  の  定  数   

指 導 員  2人。ただし、入居児童が7人以上の場合は3人とし、以降7人から  

3人増える毎に1人を加算する。   

補 助 者  1人。   

職 種 別   職  員  の  定  数   

指 導 員  1人。   

補 助 者  2人。  



「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金についてl通知の施行についての一部改正新旧対照表（案）  

改正後  
児発第416号  
平成11年4月30日  

［一部改正」平成13年8月2日雇児発第505号  
平成14年11月11日雇児発第1111002号  
平成15年12月22日雇児発第1222nO4号  
平成16年7月16日雇児発第0716001号  
平成16年12月3日雇児発第1203002号  
平成17年6月1日雇児発第0601001号  
平成18年6月27日雇児発第0627001号  
平成19年7月25日雇児発第0725001号の1  
平成20年6月12日雇児発第0612014号の1  

都道府県知事   
各 指定都市市長 殿  
中核市市長  

厚生省児童家庭局長   

⊥ 「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について」通知の施行について  

）  

児発第416号  
平成11年4月30日  

［一部改正］平成13年8月2日雇児発第505号  
平成14年11月11日雇児発第1111002号  
平成15年12月22日雇児発第1222004号  
平成16年7月16日雇児発第0716001号  
平成16年12月3日雇児発第1203002号  
平成17年6月1日雇児発第0601001号  
平成18年6月27日雇児発第0627001号  
平成19年7月25日雇児発第0725001号の1  
平成20年6月12日雇児発第0612014号の1  

都道府県知事   
各 指定都市市長 殿  
中核市市長  

厚生省児童家庭局長  

「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について＿J通知の施行について  

標記については、本日別途厚生事務次官通知「児童福祉法によろ児童入所施設措置費等国庫負  
担金について」（以下「交付要綱」という。）が施行されたところであるが、その実施については  
次によることとし、その適正なる運用を図られたく通知する。   
おって、平成10年6月12日児発第456号「「児童福祉法による入所施設措置費（児童家庭局所管施  
設）等国庫負担金について」通知の施行について」は廃止する。   

ただし、平成10年度以前までの取扱いについては、なお、従前の例によるものとする。   
目次  
第1 暫定定員及び保護単価の設定について  
第2 民間施設給与等改善費について  
第3 教育費の取扱いについて  
第4 見学旅行費の取扱いについて  
第5 入進学支度金の取扱いについて  
第6 特別育成費の取扱いについて  
第7 医療費の取扱いについて  
第8 就職支度費の取扱いについて  
第9 大学進学等自立生活支度費の取扱いについて  
第10 里親が一時的な休息のための援助を受ける経費について  
第11専門里親について  
第12 親族里親について  
第13 国庫負担金の交付の決定及び措置費等の支弁について  
第14 徴収金基準額等について  
第15 児童入所施設における措置費等の経理について  

（
碑
堂
ム
）
 
 
 



改正後  
定について  暫定定員及び保護単価の設  第1  暫定定員及び保護単価の設定について  第1   

1 暫定定員の設定について  

都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の市長は、各年度の保護単価の設定に際しては、   
その設定しようとするすべての施設につき、算式1から算式4のいずれかによって算定した   
数がその施設の定員に満たない場合においては、その満たない数に定員を改定し（これが困   
難なときは暫定定員を設ける。）、これに基づいて保護単価の設定及び支弁を行うものとする。  
なお、連続して3年を超えて暫定定員を設定している施設については、定員を改定するも   
のとする。  
算式1  

［前年度の在籍児童の延べ日数（私的契約児、一時保護委託児、乳児院については短期  
入所措置児童を含み、母子生活支援施設については世帯数とする）÷30．4日÷12月（小  
数点以下の端数切り上げ）］×1．11以内の数値（小数点以下第1位の数値により四捨五入）  
算式2  
［直近3年度の在籍児童の延べ日数（私的契約児、一時保護委託児、乳児院については  
短期入所措置児童を含み、母子生活支援施設については世帯数とする）÷30．4日÷12月  
÷3年（小数点以下の端数切り上げ）］×1．11以内の数値（小数点以下第1位の数値によ  
り四捨五入）  

算式3  

［前年度の各月初日の在籍児童数（私的契約児、一時保護委託児、乳児院については短  
期入所措置児童を含み、母子生活支援施設については世帯数とする）の合計数÷12月（小  
数点以下の端数切り上げ）］×1．11以内の数値（小数点以下第1位の数値により四捨五入）  
算式4  

［直近3年度の各月初日の在籍児童数（私的契約児、一時保護委託児、乳児院について  
は短期入所措置児童を含み、母子生活支援施設については世帯数とする）の合計数÷12  
月÷3年（小数点以下の端数切り上げ）］×1．11以内の数値（小数点以下第1位の数値に  
より四捨五入）  

（注）（1）1．11は90パーセント分の100パーセントで、10パーセント以上の開差は認めない趣  
旨であること。   

（2） その施設が前年度中に開設し、若しくは増改築があり、又は定員の改定があったも  
ので上記算式を適用することが著しく困難であるものについては、措置児童等の具体  
的な入所計画を基礎とし、かつ、算式の趣旨を尊重し、都道府県知事又は指定都市、  
中核市若しくは児童相談所設置市の市長が定めるものとすること。   

（3） 定員の改定又は暫定定員を設定する要件を満たしていないこと、又はそれらを行っ  
た根拠を別紙（1）の様式による「事務費保護単価設定表（3）定員認定表」に明記  
しておくこと。   

（4） 暫定定員を設定したときは、保護単価設定表、支弁台帳その他事務処理上の措置費  
関係の書類に定員数の記載があるときは、その数の次にかっこを附し、暫定定員を明  
示（「定員00名（暫定定員00名）」のように。）すること。  

1暫定定員の設定について（児童自立生活援助事業（以下「自立援助ホーム」という。）及  
び小規模住居型児童養育事業（以下「ファミリーホーム」という。）は除く。）   
（略）  
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改正後  
2 事務費の保護単価の設定について  
（1）事務費の保護単価の設定に際しては、別紙（1）の「事務費保護単価設定表」を必ず備  
えておくこと。  
（2）事務費の一般分保護単価に含まれている職員構成は、交付要綱の別表2の職種別職員定   
数表のとおりであるが、児童養護施設における一般分保護単価と加算分保護単価を合算し   
た支弁額に含まれている職員構成は次の表の通りであるので、これらの職員については充  
足すること。  

2 事務費の保護単価の設定について  

（1）（略）   

（2）（略）  

施設種別   職員   
乳  

職員の定数   
児童養護施設   看護師  児 1．7人につき1人  

児童指導員、保育士   1・2歳児  2人につき1人  
年少児  4人につき1人   

（3）児童養護施設の小規模施設加算分保護単価は、その施設において、児童指導員及び保育   

士が交付要綱の職種別職員定数表に掲げられている定数並びに上記の乳児、1・2歳児及   
び年少児の定数を満たし、かつ、それ以外に児童指導員又は保育士がおかれている場合に   
限り保護単価を設定することができるものであること。  
（4）児童養護施設及び児童自立支援施設の職業指導員加算分保護単価は、それらの施設にお   
いて、児童指導員及び保育士等が交付要綱の職種別職員定数表に掲げられている定数並び   
に前記（2）の乳児、1・2歳児及び年少児の定数を満たし、かつ、それ以外に職業指導   
員がおかれている場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
職業指導員加算分保護単価の設定を行う場合においては、あらかじめ別紙（2）の「職   
業指導員加算保護単価適用協議書」により当省の事前承認を得るものとし、その承認手続   
きは、毎年度4月末日まで協議書を当省あてに送付すること。  
なお、職業指導員は、協議により認定された者がいる場合に対象となるものであって人   
事異動、定年退職等により承認された者が、その施設にいなくなった場合には加算できな   
いものであること。  
おって、対象児童数が極端に少ないもの（保育士、指導員の1人当たりの受持数に満たな   
い場合）、指導時問が極端に少ないもの、保育士、指導員以外の職員についても交付要綱の   
職種別職員定数表に掲げる員数を下回っているもの等は承認しない方針であるので、家庭   
支援専門相談員や個別対応職員等への振り替えを指導されたい。  
（5）児童養護施設の特別指導費加算分保護単価は、その施設において、児童指導員及び保育   
士が交付要綱の職種別定数表に掲げられている定数並びに前記（2）の乳児、1・2歳児及   
び年少児の定数を満たしており、それ以外に平成20年6月12日雇児発第0612014弓一の6本職   
通知「年長児童に対する処遇体制の強化について」に該当する場合に限り、保護単価を設   
定することができるものであること。  
（6）児童養護施設の学習指導加算分保護単価は、平成20年6月12日雇児発第0612014号の6本   
職通知「年長児童に対する処遇体制の強化について」に該当する場合に限り、保護単価を   
設定することができるものであること   

（3）（略）  

（4）（略）  

（5）（略）  

（6）児童養護施設、児童自立支援施設、情緒障害児廟津別台療施設、ファミリーホーム．及び里   

親の学習指導加算分保護単価は、平成20年6月12日雇児発第0612014号の6本職通知「年   
貢児童に対する処遇体制の強化について」に該当する場合に限り、保護単価を設定するこ   
とができるものであること。  



改正後  
情緒障害児短期治療施設及び児童自立支援施設の個  母子生活支援施設  （7）児童養護施設  情緒障害児短期治療施設及び児童自   乳児院、母子生活支援施設  （7）児童養護施設  

別対応職員加算分保護単価は、児童指導員及び保育士が交付要綱の職種別職員定数表に掲   
げられている定数並びに児童養護施設にあってはさらに上記（2）の乳児、1・2歳児及   
び年少児の定数を満たし、かつ、それ以外に被虐待児等特に個別の対応が必要とされる児   
童への個別面接、生活場面での1対1の対応、保護者への援助、里親への照会、他の児童   
指導員等への助言指導等を行う職員がおかれている場合に限り保護単価を設定することが   
できるものであること。  

（8）児童養護施設、乳児院、児童自立支援施設及び母子生活支援施設の心理療法担当職員加   
算分保護単価は、児童養護施設、乳児院及び児童自立支援施設については平成18年6月27   
日雇児発第0627002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「児童養護施設、乳児院及び   
児童自立支援施設における虐待を受けた子ども等に対する適切な援助体制の確保につい   
て」、母子生活支援施設については平成13年8月2日雇児発第508号厚生労働省雇用均等・   
児童家庭局長通知「母子生活支援施設における夫等からの暴力を受けた母子及び被虐待児   
等に対する適切な処遇体制の確保について」にそれぞれ該当する場合に限り、保護単価を   
設定することができるものであること。  
（9）児童養護施設及び乳児院の指導員特別加算分保護単価は定員35人以下の施設において、   
児童指導員及び保育士が交付要綱の職種別定数表に掲げられている定数並びに前記（2）の   
乳児、1・2歳児及び年少児の定数を満たしており、かつ、それ以外に、児童指導員又は   
保育士が置かれている場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
（10）乳児院等の家庭支援専門相談員加算分保護単価は、平成16年4月28日雇児発第0428005号   
本職通知「乳児院等における早期家庭復帰等の支援体制の強化について」に該当する場合   
に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
また、乳児院（定員50人以上）の家庭支援専門相談員加算分保護単価は、定員50人以上   
の乳児院のうち既に家庭支援専門相談員が配置され、さらにもう一人家庭支援専門相談員   
を配置した場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
（11）母子生活支援施設の夜間警備体制強化加算分保護単価は、平成13年8月2日雇児発第509   
号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「母子生活支援施設における夜間警備体制の強   
化について」に該当する場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
（12）母子生活支援施設の特別生活指導費加算分保護単価は、特に処遇が困難なものが4人以   
上入所している施設であって、母子指導員及び少年指導員兼事務員が交付要綱の職種別職   
員定数表に掲げられている定数を満たし、かつ、それ以外に母子指導員がおかれている場   
合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
特別生活指導費加算分保護単価の設定を行う場合においては、あらかじめ別紙（3）の「母   
子生活支援施設特別生活指導費加算分保護単価適用協議書」により当省の事前承認を得る   
ものとし、その承認手続は、毎年度4月15日までに協議書を当省あてに送付すること。  
（13）母子生活支援施設の保育機能強化加算は、平成15年10月22日雇児発第1022003号厚生労働   
省雇用均等・児童家庭局長通知「母子生活支援施設における保育機能強化事業の実施につ   
いて」に該当する場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。   

施設の個如対応職員加算分保護単価は、児童指導員及び保育士が交付要綱の職種別職員定   
数表に掲げられている定数並びに児童養護施設にあってはさらに上記（2）の乳児、1・   
2歳児及び年少児の定数を満たし、かつ、それ以外に被虐待児等特に個別の対応が必要と   
される児童への個別面接、生活場面での1対1の対応、保護者への援助、里親への照会、   
他の児童指導員等への助言指導等を行う職員がおかれている場合に限り保護単価を設定す  

議  

（8）（略）  

（9）（略）  

（10）（略）  

（11）（略）  

（12）（略）  

（13）（略）  



→ ′  ∵ ノ′′ 攻止後  
4）母子生活支援施設の定員40世帯以上の母子指導員、少年指導員加算分保護単価は、定員4  
0世帯以上の施設において、母子指導員又は少年指導員を配置した場合に限り、保言草単価を   
（1  （14）（略）  

設定することができるものであること。  
（15）児童養護施設、乳児院、情緒障害児短期治療施設及び児童自立支援施設の小規模グルー   
プケア担当職員加算分保護単価は、平成17年3月30日雇児発第0330008号厚生労働省雇用均   
等・児童家庭局長通知「児童養護施設等のケア形態の小規模化の推進について」にそれぞ   
れ該当する場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
（16）児童養護施設の看護師加算分保護単価は、平成20年6月12日雇児発第0612014号の4厚生   
労働省雇用均等・児童家庭局長通知「児童養護施設における医療的支援体制の強化につい   
て」に該当する場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  

（15）（略）  

（16）（略）  

（17   

ができるものであること。  
皿L除雪費の使途は、建物、工作物、敷地内の専用道路等の除雪及び雪囲いを行うために要   
する経費であって毎年度2月分の一般分保護単価に加算するものであること。   

3 事業費の保護単価の設定について  
（1）乳児院病虚弱等児童加算費保護単価は、平成10年6月12日児発第458号本職通知「乳児院   
病虚弱等児童加算費について」により、都道府県知事、指定都市の市長及び児童相談所設  
置市の市長の承認を得た場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
（2）児童養護施設、乳児院、母子生活支援施設、情緒障害児短期治療施設星空児童自立支援  
施設の被虐待児受入加算費保護単価は、交付要綱に定める職種別職員定数表並びに2の（2）  
の乳児 1・2歳児及び年少児の定数を満たしており、かつ、平成16年5月17日雇児発第0   

、  517001号本職通知「被虐待児受入加算費について」により、都道府県知事、指定都市の市   
長、中核市の市長、児童相談所設置市の市長、市及び福祉事務所を設置する町村の長の承   
認を得た場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  
児童相談所からの一時保護委託児童の被虐待児受入加算費保護単価は、平成17年4月19  
日雇児発第0419001号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「叫時保護委託児童の被虐待   
児受入加算費について」により、都道府県知事、指定都市の市長及び児童相談所設置市の   
市長の承認を得た場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。  

4 施設の新設に伴う事務費の支弁について  
（1）施設の開所に際しては、事前の職員の雇用等各般の準備を必要とする実情にかんがみ、   
施設の開所日（実際に児童を入所させる日をいう。）は各月の初日に行うよう運用を図るも   
のとし、その際、事務費に関しては、その開所月の前月分（ただし、1か月分の半額）につ  
いても支弁を行うことができること。   

工作物、敷地内の専用道路等の除雪及び雪囲いを行うために要   （18）除雪費の使途は、建物  

する経費であって毎年度2月分の一般分保護単価に加算するものであること。   

3 事業費の保護単価の設定について  

（1）（略）  

（2）児童養護施設、乳児院、母子生活支援施設、情緒障害児短期治療施設」児竜自立支援施   
設及びファミリーホームの被虐待児受入加算保護単価は、交付要綱に定める職種別職員定  

⊥
N
T
 
 2歳児及び年少児の定数を満たしており、かつ、平成16   数並びに2の（2）の乳児、－1  
年5月17日雇児発第0517001号本職通知「被虐待児受入加算費について」により、都道府   
県知事、指定都市の市長、中核市の市長、児童相談所設置市の市長、市及び福祉事務所を   
設置する町村の長の承認を得た場合に限り、保護単価を設定することができるものである  
こと。  
児童相談所からの一時保護委託児童の被虐待児受入加算費保護単価は、平成17年4月19   
日雇児発第0419001号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「一時保護委託児童の被虐   
待児受入加算費について」により、都道府県知事、指定都市の市長及び児童相談所設置市   
の市長の承認を得た場合に限り、保護単価を設定することができるものであること。   

4（略）  



改正後   現行   
（2）施設の新設又は拡張に伴う定員の認可にあたっては、児童相談所等と十分連絡し、措置  
児童等の具体的な入所計画を樹立し、設備の規模に関係なく、その計画に基づき段階的に  
認可するか、又は暫定定員を設けることとし、定員と現員との著しい開差を生じないよう  
十分留意すること。  

第2 民間施設給与等改善費について  第2民間施設給与等改善費について   
1（略）  1交付要綱に定める民間施設給与等改善費（以下「民改費」という。）の加算率は、次の（1）  

及び（2）により算定するものとすること。  
（1）基本分  
施設の区分 職員1人当りの 民間施設給与等 左の内訳  

平均勤続年数 改善費加算率人件費加算分管理費加算  
A階級 14年以上 16％ 14％ 2％  
B階級 12年以上14年未満 15 13 2  

C階級 10年以上12年未満 13 11 2  

D階級 8年以上10年未満 11 9 2  

E階級 6年以上8年未満 9 7 2  

F階級 4年以上6年未満 7 5 2  

G階級 2年以上4年未満 5 3 2  

H階級 2年未満 3 1 2  

一  （2）管理費スプリンクラー設置加算分   
N  
N   ア スプリンクラー設備（「消防法施行令」（昭和36年3月25日政令第37号）、「同法施行規   

則」（昭和36年4月1日自治省令第6号）に定める設備・設置基準及び昭和62年10月27日  
消防予第189号「既存の社会福祉施設に対する消防用設備等の技術上の特例基準の適用に  
ついて」（消防庁予防課長通知）に基づくスプリンクラー設備をいう。以下同じ。）を設  
置している次の加算対象施設（平屋建等も含む。）に対し、管理費加算分として0．3パーセ  
ントを加算する。  
イ加算対象施設  
乳児院  

ウ本加算を受けようとする施設は、別紙（1）の「（5）管理費スプリンクラー設置加算  
分申請書」に必要事項を記入し、スプリンクラー設備を設置したことを証明する書類（消  
防法施行規則第31条の3第3項にいう消防機関が発行する検査済証又は当該設備整備工  
事の完了を証する書類の写し）を添付し、県本庁に申請するものとする。  

エ県本庁は、申請書を審査し、設置の翌月から加算を適用するものとする。  
オ本加算分は平成16年3月12日付雇児発第0312001号、社援発第0312001号、老発第03120  
01号「社会福祉法人が経営する社会福祉施設における運営費の運用及び指導について」  
（雇用均等・児童家庭局長、社会・援護局長及び老健局長連名通知）の3の（3）にい  
う限度額に含まれるものとする。   
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【茨⊥ヒ後  
して選定するものとし、その選定方  職員1人当たり平均勤続年数を基礎と  2 施設の区分は  2（略）   

（1）（略）・   

（2）個々の職員の勤続年数の算定に当たっては、現に勤務する施設における勤続年数及び当   
該職員のその他の社会福祉施設（現に勤務する施設以外の施設であって、社会福祉法第2   
条に定める施設のうち、保護施設、老人福祉施設（軽費老人ホーム、養護老人ホーム及び   
特別養護老人ホームに限る）、婦人保護施設、児童福祉施設（自立腰助ホーム及びファミ   
リーホームを含み、児童厚生施設及び児童家庭支援センターを除く。）、障害者支援施設、  

法は次により行うこと。  
（1）算定の対象となる職員は、その施設に勤務するすべての常勤職員（嘱託職員等の非常勤職  
員を除く。）とすること。ただし、常勤職員以外の着であっても、1日6時間以上かつ月20  
日以上勤務している者にあっては、これを常勤とみなして算定すること。   
（2）個々の職員の勤続年数の算定に当たっては、現に勤務する施設における勤続年数及び当  

該職員のその他の社会福祉施設（現に勤務する施設以外の施設であって、社会福祉法第2条  
に定める施設のうち、保護施設、老人福祉施設（軽費老人ホーム、養護老人ホーム及び特  
別養護老人ホームに限る）、婦人保護施設、児童福祉施設（児童厚生施設及び児童家庭支援  
センターを除く。）、障害者支援施設、障害福祉サービス事業（施設を必要とするものに限  
る。）を行う事業所、障害者自立支援法附則によりなお従前の例により運営できることとさ  
れた身体障害者更生援護施設及び知的障害者援護施設、盲人ホーム、視聴覚障害者情報提  
供施設並びに福祉ホーム）における通算勤続年数、児童福祉法第12条の4に定める施設に  
おける勤続年数及び「就業前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関す  
る法律」に定める認定こども園における勤続年数を合算するものであること。  

（3）その施設の職員1人当たりの平均勤続年数は、前記（1）により算定した全職員の合算総  
勤続年数を算定の基礎となった職員数により除して得た年数をいうこと。  
（4）前記職員1人当たり平均勤続年数の算定は、当該年度の4月1日現在において行い、そ  
の年度の途中においてその施設の職員の異動があっても、加算率の改定は行わないもので  
あること。  
ただし、lの（2）の管理費スプリンクラー設置加算分については、設備設置の翌月から  
加算することができるものであること。   

第3 教育費の取扱いについて  
1教育費のうち、「教科書に準ずる正規の教材」として学校長が指定するものの購入に必要な  
教材代の支弁に当たっては学校長の指定証明を徴すること。   
2 前記の「教科書に準ずる正規の教材」の範囲は、学校において当該学級の全児童が必ず購   
入することになっている副読本的図書、ワークブック、和洋辞書及び正規の授業である特別   
活動のうち、クラブ活動において当該クラブの全児童が必ず購入することになっている用具  
類に限られること。  
なお、特別支援学校の高等部の通学児及び児童自立支援施設の就学児については他の施策   
により教科書代の支給がない場合には、これを支弁して差し支えないこと。   

（施設を必要とするものに限る。）を行う事業所、障害者自立支援   障害福祉サービス事業  
法附則によりなお従前の例により運営できることとされた身体障害者更生援護施設及び知   
的障害者援護施設、盲人ホーム、視聴覚障害者情報提供施設並びに福祉ホーム）における   
通算勤続年数、児童福祉法第12条の4に定める施設における勤続年数及び「就業前の子ど   
もに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律」に定める認定こども園にお   
ける勤続年数を合算するものであること。   

（3）（略）   

（4）（略）  

第3 教育費の取扱いについて  

（略）  



第4 見学旅行費の取扱いについて  
見学旅行費は、学校において児童の保護者よりその実施前に所要経費の全額を前納させる  
場合も考えられるので、見学旅行参加予定児童数及び見学旅行の時期等を考慮し、予め概算  
支弁する等実情に応じた措置をとること。  
なお、見学旅行費は学校の最終学年の教育課程において実施される見学旅行の参加に要す  
る費用に充てられるものであるが、上級学校進学又は就職等の関係で、例えば、中学校第2   
学年在学時において繰上げ実施される場合には、これを確認のうえ支弁して差し支えないこ  

と。  
また、見学旅行には疾病等による特別の事情がない限り参加させるよう配慮すること。   

第5 入進学支度金の取扱いについて  
入進学支度金については、原則として施設において新たに小学校第1学年に入学し又は中   
学校第1学年に進学するものに対し支弁するものであるが、その施設に新たに措置された児   
童が転校を余儀なくされ、制服等に指定がある場合には、その学籍に応じて第1学年に在籍  
しているものとみなして支弁して差し支えないこと。   

第6 特別育成費の取扱いについて  
特別育成費の支弁対象となる児童は、別途本職通知「養護施設入所児童等の高等学校への   
進学の実施について」に基づき高等学校等に在学する児童及び高等学校第1学年に入学する  
児童とすること。  
なお、この経費は年間の所要経費を満たすものとして算定されているので、必要に応じて   
数月分を合わせてあらかじめ支弁する等実情に応じた運用を図るよう留意すること。   

第7 医療費の取扱いについて  
医療費については、特に次の点に留意し、適正なる支弁を行われたいこと。  

1嘱託医又は保健所等を活用し、健康管理の徹底を図り疾病の予防に努めること。   
2 施設の常備薬等による治療が困難と思料される場合は、直ちに嘱託医の診療を受けるなど  
早期治療に努めるよう指導すること。   
3 措置児童等が社会保険の被保険者、組合員又は、被扶養者であるかどうかの把捉及び確認  
を行い、医療の給付を受ける際はこれを適用すること。   
4 医療費の支弁に際しては、その請求の内容を十分審査するものとし、また、この経費は、   
施設を経由せずに直接医療機関に支払うようにすること。   
5 都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童相談所設置市の市長においては、医療費   
の支弁を行った後においてこれを施設別、入院通院別、病類別等に分類整理し、医療費の支  
弁状況を常時把握しておくこと。  

第4 見学旅行費の取扱いについて   （略）  

第5 入進学支度金の取扱いについて   （略）  

第6 特別育成費の取扱いについて   （略）  

第7 医療費の取扱いについて   （略）  

‾ ∴＿～｛．＿蒜＿亡 く．，乙 ＿憾ノ      【   ぺ■  ノ‾－ J l＿▲＿ミニも ー；㌔－ ＿   



就職支度費の取扱いについて  第8   度費の取扱いについて  就職女  
（略）   

1就職支度費は、施設において児童の就職に際し必要な寝具類、被服類等の購入費に充て、  
入所措置が解除される日の属する月に現物給付の方法で支給すること。  
なお、支弁に当たっては、雇用先の採用証明書等を徴すること。   

2 特別基準については、就職支度費の支弁対象児童等のうち、次に掲げる要件のいずれかに  
該当するものについて、別に定めるところにより認定された場合に、1の外に支弁できるも  

のであること。  
ただし、公的年金給付（児童扶養手当法（昭和36年法律第238号）第3条第2項の公的年金  
給付をいう。）の受給者である場合には対象とならないこと。   

（1）保護者のいない（死亡あるいは行方不明）児童等   
（2）保護者がいる場合でも、養育拒否、虐待、放任等養育が適切でなく、保護者から就職す  
るために必要な経済的援助が見込まれない児童等   

第9 大学進学等自立生活支度費の取扱いについて  
1 大学進学等自立生活支度費は、施設において児童の大学等への進学に際し必要な学用品、  
参考図書類等の購入費に充て、入所措置が角牢除される日の属する月に現物給付又は口座振込  
の方法で支給すること。  
なお、支弁に当たっては、進学先の合格通知書等の写しを徴すること。   

2 特別基準については、大学進学等自立生活支度費の支弁対象児童等のうち、次に掲げる要   
件のいずれかに該当するものについて、別に定めるところにより認定された場合に、1の外  
に支弁できるものであること。  
ただし、公的年金給付（児童扶養手当法（昭和36年法律第238号）第3条第2項の公的年金給  

付をいう。）の受給者である場合には対象とならないこと。  （1）保護者のいない（死亡あるいは行方不明）児童等   
（2）保護者がいる場合でも、養育拒否、虐待、放任等養育が適切でなく、保護者から進学す  
るために必要な経済的援助が見込まれない児童等   

3 なお、日中に就業し、かつ、夜間に大学等へ就学するため措置が解除となる児童等、就職  
支度費及び大学進学等自立生活支度費の双方の対象となる児童については、特別基準分を除  
き、併給して差し支えない。   

第10 里親が一時的な休息のための援助を受ける経費について  
里親が乳児院、児童養護施設等または他の里親を活用して一時的な休息のための支援を受  
ける場合には、別途本職通知に該当する場合に限り、保護単価を設定できるものであること。   

第11専門里親について  
専門里親については里親の一形態であるので、専門里親手当を除き交付要綱で定められて  
いる里親の規定をそのまま適用すること。   

第12 親族里親について  
親族里親については里親手当は支弁しない。その他の規定については里親の一形態である  
ので、交付要綱で定められている里親の規定をそのまま適用すること。   

第9 大学進学等自立生活支度費の取扱いについて  

（略）  

第10 里親が一時的な休息のための援助を受ける経費について  
（略）  

第11専門里親について  
（略）  

第12 親族里親について  
（略）  



改正後  

第13 国庫負担金の交付の決定及び措置費等の支弁について   （略）  
第13 国庫負担金の交付の決定及び措置費等の支弁について   
1 国庫負担金の交付の決定について  
国は、入所施設分の措置費等について都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童相  
談所設置市の市長からの申請に基づいて、都道府県知事又は指定都市、中核市若しくは児童  
相談所設置市の市長に対し、都道府県分国庫負担金及び市町村分国庫負担金の年間分につき  
交付の決定を一括して行い第4・四半期において年間分の所要額調書を徴し必要な過不足調   
整を行い、年度末に交付の決定の変更措置がとられ、その年度における年間交付額の実質的  
決定がなされる予定であるので、都道府県知事は、都道府県及びその管内の市町村に対する  
国庫負担金の配分交付に当たっては、その申請内容及び過去の支出実績を十分検討の上、す  
みやかに交付の決定又は変更を行うこと。  
なお、これに伴う支払計画の示達については、原則として各四半期単位に行う予定である  
のでそのつどすみやかに市町村に対してこれを示達すること。   
2 措置費等の支弁について  
都道府県、指定都市、中核市、児童相談所設置市、市及び市町村がその支弁すべき施設に   
対して措置費を支弁する場合においては、この費用の性質にかんがみ毎月その翌月分を概算  
支弁するように努めること。   

第14 徴収金基準額等について   

1 徴収金基準額について   

（1）都道府県、指定都市及び児童相談所設置市（母子生活支援施設及び助産施設に係るもの    については中核市及び市町村を含む 
。この項において以下同じ。）において適正かつ簡明に  

行えるよう、表1の各月初日（月の途中に入所した者についてはその月の初日。この項に  
おいて以下同じ。）の措置児童等（母子生活支援施設については世帯、助産施設については  
妊産婦。この項について以下同じ。）の属する世帯の課税階層の区分等に応じ、措置児童等  
1人当たりの基準額が定められていること。   

（2）その世帯の課税階層区分の認定については、その児童及びその児童と同一世帯に属して  
生計を一つにしている扶養義務者（児童の直系血族のほか、妊産婦等の配偶者及び兄弟姉  
妹等（その者がその世帯における家計の主宰者である場合）を含む。）のすべてのものにつ  
いて、それらの者の課税額の合計額により行うものであること。  

第14 徴収金基準額等について  
1 徴収金基準額について  
（1）（略）  

（2）その世帯の課税階層区分の認定については、その児童及びその児童と同一世帯に属して   
生計を一つにしている扶養義務者（児童の直系血族のほか、妊産婦等の配偶者及び兄弟姉   
妹等（その昔がその世帯における家計の主宰者である場合）を含む。）のすべてのも♂フ」旦   
立硬申ホームの入所児童櫛）について、それらの者の課税額の合計額   
により行うものであること。  

■‾■  
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（3）その世帯の各階層区分の確認については、次によること。  
ア 被保護世帯の確認は、福祉事務所に照合するか、又はその旨の福祉事務所長の証明書  
を徴して行うこと。  
イ 当該年度分の市町村民税の課税状況の確認は、その市町村に照合するか、又は課税額  
若しくは非課税であることの証明書を徴して行うこと。  
ウ 前年分の所得税の課税状況の確認は、その市町村、税務署若しくは源泉徴収義務者に  

照合するか、又は課税額若しくは非課税であることの証明書をそれらの機関から徴して  
行うこと。  
エ アからウまでによって確認した場合においては、その確認の方法、確認年月日、税額、  
階層区分、徴収金基準額、保護者からの実際の徴収金の額、以後の階層区分確認の経過  
等を記載した階層区分認定表を作成し、これを児童保護台帳等に添付しておくこと。な  
お、上記の書類には、その認定確認者の氏名及び押印の欄を設けること。   

（4）課税階層区分の認定の見直しについては、原則として毎年度7月に行うこととする。  
なお、4月から6月の間における当該年度分の市町村民税の課税状況及び1月から6月  
の問における前年分の所得税の課税状況を把握するにあたっては、その状況が不明である  
場合もあるので、各々、前年度分、前々年分の課税状況により認定を行うものとすること。  

2 私的契約児童に係る利用料について  
措置（助産施設の場合は助産の実施、母子生活支援施設の場合は母子保護の実施）を必要  
とする児童等を全て措置した（実施した）後において、なお、その施設の定員に余裕のある  

害しない範囲内において私的契約による  場合においては、入所している措置児童等の福祉を  
児童等を入所させることは差し支えないが、二の場合におけるその児童等に係る費用（これを   
「利用料」又は「私的契約料」という。）は、すべてその家庭から徴収すべきであって、その  
額はその施設の措置児童等の1人当たり又は1世帯当たりの措置費の保護単価により算定L  
た額より下回ることは許されないものであること。   

第15 児童入所施設における措置費等の経理について  
児童入所施設における措置費等の経理については、別に定めるところによること。   

別紙（1）～（3） 略   

（3）（略）  

（4）（略）  

2 私的契約児童に係る利用料について   
措置（助産施設の場合は助産の実施、母子生活支援施設の場合は母子保護の実施）を必要   
とする児童等を全て措置した（実施した）後において、なお、その施設の定員に余裕のある   
場合においては、入所している措置児童等の福祉を害しない範囲内において私的契約による   
児童等を入所させることは差し支えないが、この場合におけるその児童等に係る費用（これ   
を「利用料」又は「私的契約料」という。）は、すべてその家庭から徴収すべきであって、   
その額はその施設の措置児童等の1人当たり又は1世帯当たりの措置費の保護単価により算   
定した額より下回ることは許されない（自立援助ホームは除く。）ものであること。  

第15 児童入所施設における措置費等の経理について  
（略）   

別紙（1）～（3） 略  
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（案）  

雇児発第  

平成  年 月  

号
目
 
 

都 道 府 県 知 事   

各 指 定 都 市 の 市 長 殿  

児童相談所設置市の市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

平成21年度地域小規模児童養護施設に係る保護単価について  

「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について」については、本日付厚  

生労働事務次官通知をもって一部改正されたところであるが、同通知の第7により、地域  

小規模児童養護施設（平成12年5月1日児発第489号厚生省児童家庭局長通知「地域小規  

模児童養護施設の設置運営について」により指定されたもの）に適用される保護単価につ  

いては以下のように定め、平成21年4月分の支弁から適用することとしたので通知する。   

1．一般分事務費保護単価  

17／100   14／100   12／100  11／100   10／100   9／100   

地域小規模   円   円   円   円   円   円   

児童養護施設   223，280  219，610  217，160  215，940  214，710  213，490   

8／100   7／100   6／100   5／100   3／100   その他   

地域小規模   円   円   円   円   円   円   

児童養護施設  212，260  211，040  209，820  208，590  206，140  202，470  

（うち管理費 41，378円）   

2．加算分保護単価   

寒冷地加算分、乳児加算分、1・2歳児加算分、年少児加算分、事務用採暖費加算分   
及び除雪費加算分保護単価並びに民間施設給与等改善費について支給対象とし、児童養   

護施設を地域小規模児童養護施設と読み替えて支弁することとする。   

3．事業費保護単価   

児童養護施設を地域小規模児童養護施設と読み替えて支弁することとする。  
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（資料6）  

（案）  

雇児発第  号  

平成  年 月   日  

都道府県知事   

各 指定都市の市長 殿  
中核市の市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

平成21年度小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設  
に係る保護単価について  

「児童福祉法による児童入所施設措置費等国庫負担金について」については、本日付厚  

生労働事務次官通知をもって一部改正されたところであるが、同通知の第7により、′ト規  

模分園型（サテライト型）母子生活支援施設（平成15年7月1日雇児発第0701004号厚生  

労働省雇用均等・児童家庭局長通知「小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設の  

設置運営について」により指定されたもの）に適用される保護単価については以下のよう  

に定め、平成21年4月分の支弁から適用するこ一ととしたので通知する。   

1．一般分事務費保護単価   

或区分 二分  
17／100   14／100   12／100  11／100   10／100   9／100   

、規模分国型   円   円   円   円   円   円   

ナテライト型）  140，340  138，010  136，460  135，690  134，910  134，140   

子生活支援施設  

8／100   7／100   6／100   5／100   3／100   その他   

小規模分園型   円   円   円   円   円   円   

（サテライト型）  133，360  132，590  131，810  131，040  129，490  127，160  

母子生活支援施設  

（うち管理費 34，891円）   

2．加算分保護単価   

寒冷地加算分、事務用採暖費加算分及び除雪費加算分保護単価並びに民間施設給与等   

改善費について支給対象とし、母子生活支援施設を／ト規模分園型（サテライト型）母子   

生活支援施設と読み替えて支弁することとする。   

3．事業費保護単価  
母子生活支援施設を小規模分園型（サテライト型）母子生活支援施設と読み替えて支   

弁することとする。  
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都道府県知事  
各 指定都市市長 殿  
中核市市長  

厚生省児童家庭局長  

児童福祉施設（児童家庭局所管施設）における  
施設機能強化推進費について  

殿
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各
 
 

厚生省児童家庭局長  

児童福祉施設（児童家庭局所管施設）における  
施設機能強化推進費について  

（
碑
透
⊥
）
 
 
 







改  正  後  

（3） この加  額は、5月に  
のとする。   
ただし、助産施設（第二種助産施設に限る。）に対する支弁月及び認  
定額の算定等については、次の算式に準じて、個々の施設状況により  
決定するものとする。  

認定額＝施設機能強化推進費加算分保護単価  
（10円未満については四捨五入）×その施設の5月初日の定員等  

（保育所の場合は、5月初日の入所人員）   

施設機能強化推進費加算分保護単価（ ／／ ）＝   
施設機能強化推進費÷その施設の5月初日の定員等  

、         －         －  ［  

4 支出対象経費   
・需用費（消耗品費、燃料費、印刷製本費、修繕費、食糧費（茶菓）、光   
熱水費、医療材料費）・役務費（通信運搬料。ただし、社会福祉法人会計   
基準を適用する場合には、通信運搬費、広報費、手数料及び損害保険料  

4 （略）  

費 
策  
旅
対
 
 

・
災
 
 

）
防
 
 

∵
．
 
 

と
金
る
 
 

る
 
 合
 
 5 対象除外   

デイ・サービス事業及びショート・ステイ事業等別途国庫補助金が交   
付される事業及び都道府県等の単独補助事業を実施している施設につい   
ては同種の事業は対象から除外すること。  

5 （略）  

特   
児  

第3  
1   

第3 特別事業  
1児童養護施設分園型自活訓練事業（以下「分園事業」という。）   
（1）（略）  

設 分園型自活訓練事業（以下「分園型事業」という。）  
（1）事業の内容等   

ア 対象児童  
分園型事業の対象児童は、児童養護施設に入所している児童であ  
って、退所前の一定期間に自立のための個別指導訓練を行うことが、  
効果的であると施設長が認める児童であること。  
施設長は、対象児童を選定したときは、速やかに都道府県知事及  
び関係者に通知すること。   



間
事
 
 

期
知
 
 

る
県
 
 

め
府
 
 

定
道
 
ヾ
ゝ
 
β
 
 

カ
者
 
事
り
 
 

は、都道府県知  
を行い、次によ  
者
諸
説
部
 
巧
伸
す
 
 

分園型事業を実施し  
内に都道府県知事へ事  

よ
業
 
 

∴
こ
l
 
 

す
の
し
く
 
 

が各年度ごとに指定する   

（局）長は、当該年度の4月末  都道府県及び指定都市民生主管  
日までに別添様式2により、この申請及び指定の結果を当局家庭福   
祉課長まで報告すること。  
（ア）当該施設において「最低基準」が遵守されており、かつ、法人  
及び施設運営が適正に行われている場合に限ること。  
（イ）入所率の高い施設を優先すること。なお、4月1日現在の入所  
率は原則として90％を下回らないことが望ましいこと。（ただし、  
極端に低いものは認められないこと）  
（ウ）本体施設の一部を分園とするものは認められないこと。  
（ェ）同一施設において、本事業と地域小規模児童養護施設を同時に  
指定することは認められないこと。  
（オ）指定を受けた施設であっても、やむを得ないと認められる事由  
が無く、年度途中の実績が本要綱の要件を下回る場合は指定を取  
り消すこと。  

ウ 対象児童の居住場所  
指定施設の敷地外の独立家屋又はアパート等とし、通常の生活に   
必要な設備を有すること。  
エ 訓練期間・対象人員  
訓練期間は、退所予定日前のおおむね1年間とし、定員は、認可   
定員のうち6人程度とすること。  
オ 事業の実施及び訓練の内容  
分園型事業の全般についての実務上の責任者（事業担当責任者）を   
配置し、次の指導項目についてあらかじめ個別指導訓練計画を定め、   
児童の社会的自立に向けての生活指導等を行うこと。  
また、夜間において児童だけの生活とならないよう職員の配置を   
考慮すること。   
・自活のための生活指導   

・職業適性を高める指導   

・社会参加のための準備指導   

・学習指導   

・余暇の活用指導  

■1  
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現  行  改  正  後  
の方法等 （略）  

指定施設から、毎年度当初に別紙様式1を参考とした申請書を都道  
府県知事に提出させ、当該施設の年間事業計画及び当該申請事業の内  
容、必要性及び経費等について審査を行い、必要と認めた場合は次に  
より加算すること。  
ア 事業費の限度額  
本事業の実施に要する経費は、一施設当たり年額4，690，000円を限   
度とする。この場合、年度内における各月初日入戸ノし里の、′均が4   
人を下回る場合は、支弁の対象としないこと。  
イ この加算額は5月に支弁する事務費の加算分として支弁するもの  

費
業
る
 
 

業
事
す
 
 

事
本
と
 
 

度
 
 

ア
 
 

限度額  

実施に要する経費は、一施設当たり年額4，680，000円を限  
の
の
 
 。この場合、年度内における各月初日入戸ノし里の、′均が4  

人を下回る場合は、支弁の対象としないこと  
イ
 
 とすること。  

加算額＝分園型事業費加算分保護単価  
（10円未満については四捨五入）  

×その施設の5月初日の定員  
分園型事業費加算分保護単価  

（10円未満については凶捨五入）  

＝1施設当たり年額  
÷その施設の5月初日の定員）  

〔  ⊥
u
T
 
 

2 家族療法事業  
（1）事業の内容等   
ア 実施施設  

この事業は、乳児院、児童養護施設、情緒障害児短期治療施設及  
び児童自立支援施設（以下「実施施設」という。）において実施する  
ものとする。   
イ 対象児童及び家族  
この事業の対象者は、次の児童及びその家族とすること。   
（ア）実施施設に措置されている児童とその家族で、施設長が必要と  
認めたものであること。   
（イ）児童相談所、家庭児童相談室、実施施設等に相談があった在宅  
のひきこもり児童等とその家族で、都道府県知事が必要であると  
認めたものであること。   

2 （略）  



改  正  後   

この事業を実施しようとする者は、都道府県知事が定める  
に都道府県知事へ事業実施の申請を行い、次により都道府県  

内
が
 
 

間
事
 
期
知
 
 

各年度ごとに指定するものとする。   
都道府県及び指定都市民生主管部（局）長は、当該年度の4月末  
日までに別添様式4により、この申請及び指定の結果を当局家庭福  
祉課長まで報告すること。  
（ア）当該施設において最低基準が遵守されて  り、かつ、法人及び  お

ー
完
下
 
か
濁
を
 
 
．
 

施設運営が適正に行われている場合に限  
－
い
．
、
∵
・
〔
｝
い
 
 
 を
件
 
 

（イ）指定を受けた施設であっても、やむ  と認められる事由  
る場合は指定を取  が無く、年度途中の実績が本要綱の  要

 
 

り消すこと。   
エ 設備  

必要に応じて、親子相談室、心理治療室、宿泊治療室等の設備を  
盲削ナること。   
オ 事業の実施及び内容  
対象児童等に対し、3か月から6か月を単位とした治療計画をた  
て面接治療、宿泊治療、親子レクリエーション、家庭訪問治療等を  
行うこと。  

（2）加算の方法等  

指定施設から、毎年度当初に別紙様式1を参照とした申請書を都道府   
県知事に提出させ、当該施設の年間事業計画及び当該申請事業の内容、   
必要性及び経費等について審査を行い、必要と認めた場合は次により   
加算すること。  

I▲1  

」  
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本事業の実施に要する経費は、対象児童一人当たり年額99，000円  
を限度とする。   
イ この加算額は5月に支弁する事務費の加算分として支弁するもの  
とすること。  
加算額＝99，000円×その施設の年間対象者数   

り 加算額が年間を通して99，000円に満たない場合は、その満たない  
額とすること。  

4 支出対象経費   4 （略）  
・給料 ・職員手当等 ・  

料費、印刷製本費、修繕費、  
費（通信運搬料。ただし、施  

・
光
量
 
 

日
し
 
 

ヽ
－
・
ノ
 
 

費
費
所
 
 

済
糧
入
 
 

共
食
設
 
 

賃金・需用費（消耗品費、燃  
熱
家
 
 

、
括
 
費
生
 
 

水
庭
信
 
 

医療材料費）・役務  
体験事業に限り、社会  

福祉法入会計基準を適用する場合には、通  
び損害保険料とする。）・旅費（交通費）  
原材料費・使用料及び賃借料  

運搬費、広報費、手数料及  
・謝金・備品購入費・  

第4 報告等   
（略）  

第4 報告等  
1本事業の経理は、昭和51年1月31日社施第25号厚生省社会局長・児童   
家庭局長通知「社会福祉施設を経営する社会福祉法人の経理規定準則の  つい 
制定にて」により行う（ただし、社会福祉法入会計基準を適用する   
場合には、当該基準により本事業の経理を行う。）ものであるが、一般事   
翠及び特別草葉ごとの収支の内訳について、補助簿を設けるなど明確に   
区分し、その実態を明らかにしておくこと。  
2 本事業を実施した施設は、翌年度4月末日までに別紙様式   
した事業実績報告書を都道府県知事に提出すること。また、  
実施した施設は、各々、別紙様式3を参考とした児童養護施  
碍訓練事業実施報告書及び別紙様式5を参考とした家族療法   

と
を
自
報
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業
型
施
 
 

参
事
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L
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知
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児
事
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た施設については、監査時等随時事  

民
実
ま
 
 

市
業
日
 
 

置
事
未
 
 

設
練
月
 
 

所
訓
4
 
 

生主管部（局）長は、別  
施報告書及び別紙様式5  
でに当局家庭福祉課長あ   

j  

」－－－r－ 
＿1－・一 て≒   



現  行  改  正  後  

別表 （略）   

別紙様式1 （略）   

別紙様式2 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式3 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式4 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式5 （略）   
別紙（略）  

別紙様式1 （略）  別紙式 

様2 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式3 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式4 （略）   
別紙 （略）   

別紙様式5 （略）   
別紙（略）   

別添  

1延長保育実施保育所及び延長保育自主事業実施保育所  
（平成19年11月30日雇児発第1130001号本職通知「次世代  

別添 （略）  
育
 
 

策
る
も
 
 

対
す
る
 
 

援
合
い
 
 

支
適
て
 
 

成
に
し
 
 

交付金の交付対象事業及び評価基準について」に定める要件  
もの及びこれと同等の要件を満たして自主事業として実施  
の。）  

醐
服
紫
蘭
 
 

保
 
進
業
る
自
 
 

2 一時保育促進事業実施保育所及び一時保育自主事業実施   
第247号本職通知「保育対策等  促

享
け
て
 
 

施
年
児
し
 
 

実
（
象
と
 
 ．

1
 
 

2
9
る
開
こ
 
 

月
め
を
る
 
 

（平成12年3  の
月
対
 
 

適 
場
び
 
 

定
業
い
 
 

に
事
上
 
 

」
ら
以
 
て
か
人
 
 

い
初
1
 
 

つ
当
が
 
 

に
度
量
 
 

．4月又は5月）に  
と同等の要件を満た  

お
し
 
 

て実施してし  るもの。）  

3 病児・痛後児保育事業実施保育所及び病児・病後児保育自主事業実施   
保育所   
（平成12年3月29日児発第247号本職通知「保育対策等促進事業の実施   
について」に定める要件に適合するもの及びこれと同等の要件を満たし   
て自主事業として実施しているもの。）  

4 乳児が3人以上入所している保育所   
（4月及び5月の初日において乳児が3人以上入所していること。）   



ヒについての  における  

改  正  後  
第0612014号の4  雇児発第0612014号の4  

平成20年6月12日  

【一部改正】平成  年  月  日雇児発第  号  

平成20年6月12日  

殿
 
 

事
長
相
 
 

知
市
市
 
 

県
晶
 
 

道
定
 
 

各
 
 

府
都
 
 

都 道 府 県 知 事  
各 指 定 都 市 市 長 殿  
児童相談所設置市市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

児童養護施設における医療的支援体制の強化について   

（略）  

所
 
談
 
 

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

児童養護施設における医療的支援体制の強化について   

近年、児童相談所において虐待相談対応件数が著しく増加し、児童養護施  
設に入所する子どものうち虐待を受けた児童の割合は約6割となっている。   
また、児童養護施設に入所している児童のうち障害がある児童の割合も増  
加しており、特にADHDなど発達障害を有する児童の割合が増加している。   
こうした児童の増加に伴い児童養護施設における看護師による医療的ケア  
の必要性が高まっていることから、今般、次のとおり実施方法を定め、平成2  
0年4月1日から実施することとしたので、その適正かつ円滑な実施を期され  
たく通知する。   
なお、この通知は地方自治法（昭和22年法律第67号）第245条の4第1項の  
規定に基づく技術的な助言である。   

1 趣旨  
被虐待児や障害児等継続的な服薬管理などの医療的ケア及び健康管理（以   
下「医療的ケア」という。）の必要な児童に対し、日常生活上の観察や体調   
把握、緊急時の対応などを行い医療的支援体制の強化を図ることを目的と   
する。  

ー1  

1（略）  

（
陥
輩
0
0
）
一
 
 
 



昭  準（  施設において   

かつ、法人及び施設運営  以下「最低基準」という。）が遵守されており  
が適正に行われている場合に限ること。  

辺1施設について、医療的ケアを担当する職員加算は1名分とすること0  

3 医療的ケアを担当する職員   
医療的ケアを担当する職員は看護師とする。  

4 運営の基準  

（1）指定施設  
生管理や継  

4（略）  
児童の日常の健康を把握するとともに、施設申甲衛  
な
 
 

の
続
 
 

管理を必要とする児童のケアについて、医療的ケ 療  医
 
 
 

アを担当する職員をして適切な支援が行われるよう努めること。  
（2）指定施設の長は、最低基準に定める必要な職員定数のほか、医療的ケ   
アを担当する職員を配置するものとする。  

5 医療的ケアを担当する職員の業務内容  
（1）継続的な医療的ケアが必要な障害児等の健康管理、緊急時における対  
応  
（2）医師（又は嘱託医）との連携  
（3）常備薬の管理、与薬  

（4）病欠児、早退児の観察  
（5）入所者の健康管理及び身体発達上の相談への対応  
（6）医療機関への受診及び行事の付添  
（7）入所者の健康上の相談への対応  

（8）感染予防  

（9）緊急時における医療機関との連絡調整  

（10）その他  

5（略）  

6 経費に  て
た
金
る
 
 

い
の
担
よ
 
 

つ
施
負
に
 
 

6（略）  
めの経費については、「児童福祉法による児童入所施設措置  
について」（平成11年4月30日厚生省発児第86号厚生事務次  

ものとする。   

実
庫
）
 
 

の
国
如
 
 

こ
等
通
 
 
 

費
官
 
 



改   正   後   現  行   
別添様式   別添様式   

番  号   番  号   
平成  年  月  日   平成  年  月  日   

厚生労働省雇用均等・児童家庭局家庭福祉課長   厚生労働省雇用均等・児童家庭局長   

都 道 府 県   都 道 府 県 知 事   
指 定 都 市 民生主管部（局）長 ⑳   指 定 都 市 の 市 長  
児童不日談所設置市   児童不日談所設置市の市長   

◎  

平成 年度児童養護施設における医療的ケア担当職員の堕定盤逸について   平成型年度児童養護施設における医療的ケア担当職員の過重について   

標記について、 平成20年6月12日雇児発第0612014号の4厚生労働省雇用均  標記について、平成20年6月12日雇児発第0612014号の4厚生労働省雇用均   
等・児童家庭局長通知の「2 対象施設」に基づき報告する。   等・児童家庭局長通知の「2 対象施設」に基づき協議する。   

1施設名 1施設名 

2設置主体・経営主体 2設置主体・経営主体 

3定員，名暫定定員名 3定員名暫定定員名 

4継続的な医療的ケアが必要な児童数（単なる風邪笠は除く）l名   4継続的な医療的ケアが必要な児童数（単なる風邪は除く） 名   

5 主な疾病（上位3つ）（2）   5 主な疾病（上位3つ）（2）   
（3）   （3）   

6 いちばん重いと思われる疾病 6いちばん重いと思われる疾病 

7院内学級設置の有無有り・無し有りの場合）分校・分教室   7院内学級設置の有無有り・無し有りの場合）分校・分教室   

8 医師（又は嘱託医）との連携状況   8 医師（又は嘱託医）との連携状況   

9 管内における当該施設の位置付け   9 当該施設の管内における位置付け   

l●一っ竺」■ご，二Jヽ＿－   1ト ー′‾＝ら－云こ雛才▼「  1■‾一《一ri■；冨 甘・▲毒■⊂：：議■づすヽ■一・疇！ ，ノ【1 ′ 櫨．占こコ｝ J ・扁● 一丁 



都道府県知事  
各 指定都市市長 殿  
中核市市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

年長児童に対する処遇体制の強化について   

（略）  

都道府県知事   

各 指定都市市長 殿  
中核市市長  

厚生労働省雇用均等・児童家庭局長  

年長児童に対する処遇体制の強化について   

標記については、平成10年6月25日児発第489号本職通知「児童養護施設に  
おける年長児童に対する処遇体制の強化について」により実施してきたが、  
本年4月より、学習指導の対象施設を拡大したことに伴い、別紙により実施  
することとしたので、管内関係機関に遺漏のないよう御配慮願いたい。   
なお、平成10年6月25日児発第489号本職通知「児童養護施設における年長  
児童に対する処遇体制の強化について」は廃止する。  

別紙   

1 趣旨  
近年の社会経済情勢の変化に伴い、入所児童等の進学への意欲が高まっ   
てきていることから、学習指導の強化を図るものである。  
また、近年、児童養護施設においては虐待、放任された児童等、→人ひ   
とりの児童の態様に応じたきめ細かな処遇を必要とする児童が多くなって  

別紙  1（略）  

きていること  
により情緒を  

特に年長児童に対してスポーツや表現活動を行うこと  
、
さ
 
 

ら
定
 
 

か
安
 
 
 

目
し
 
 

童の自立を支援するものである  

2 事業内容  
（1）学習指導  

中学校に在籍し高校等受験を目指す児童に対し、副教材の準傭及び講   
師による指導等により学習指導を行う。  
（2）（略）  

2 事業内容  
（1）学習指導  

中学生に在籍し高校等受験を目指す児童に対し、副教材の準備及び講   
師による指導等により学習指導を行う。  
（2）特別指導  

各施設に柔道、剣道等の有段者若   
ボーッやダンス、演劇、音楽等の部   
あって、児童の健全な育成に理解と  

ス
で
童
 
0
 
 
 

表
 
 
 
 
巌
 
 

に対し、各種スポーツやダンス等の  

（
撼
萱
ム
）
 
 
 





○里掛こ委託されている児童が保育所へ入所する場合等の取扱いについて（平成11年8月30日児家第50号厚生省大臣官房障害保健福祉部障害福祉課長、児童   

家庭局家庭福祉課長、児童家庭局保育課長連盟通知）の新旧対照表（案）  

正  後  
児 家 第5 0 号  
平成11年8月30日  

【一部改正】平成14年10月15日 雇児福発第1015001号  
【一部改正】平成 年 月 日 雇児福発第  号  

児 家第5 0  
平成11年8月30日  

【一部改正】平成14年10月15日 雇児福発第1015001号  

l
、
．
∵
 
 

県
市
市
 
 

核
 
 

都
指
中
 
 

各
 
 

「
ゝ
ト
ノ
 
 

県
市
市
 
 

踊
甜
核
 
 

都
指
中
 
 

各
 
 

民生主管部（局）長 殿  民生主管部（局）長 殿  

厚生省大臣官房障害保健福祉部障害福祉課長  
児 童 家庭 局 家庭福 祉課 長  
児 童 家 庭 局 保 育 課 長   

里親に委託されている児童が保育所へ入所する場合等の取扱いについて  

（略）  

厚生省大臣官房障害保健福祉部障害福祉課長  
児童家庭局 家庭福祉課長  

児 童 家 庭 局 保 育 課 長   

里親に委託されている児童が保育所へ入所する場合等の取扱いについて   

児童福祉行政及び障害福祉行政の推進については、かねてより特段の御配  
慮を煩わせているところであるが、今般、標記について、別紙のとおり取り  
扱うこととしたので、十分御留意の上、遺憾のないようにされたい。  

別紙   別紙   

1（略）  里親に委託されている児童が保育所へ入所する場合の取扱いについて  
ア 取扱い   

里親の就労等により里親に委託されている児童の保育に欠けることと  
なった場合において、当該児童の最善の利益の観点から、  
委託を継続することが適切と認められる場合には、当該児   

該里親への  

につき里親  
当
量
 
 

に委託されていることが、保育所に入所することを妨げないものとするこ   
児童を既に就労している里親に委託することが、当該児童の最善の利  
益に適うと認められる場合についても、同様の取り扱いであること。   

本取扱いを行うに際しては、児童相談所と市町村の間で十分に連携を  
図り、当該児童について最善の措置を採ること  
イ 費用の支弁  

里
里
施
号
」
 
 

所
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①
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弁
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国
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童
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次
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す
に
費
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廿
 
 

濁
流
精
薄
び
 
 

ラ  
ら  

費の  
担金  

。（以  

ては、「児童福祉法による児童入  
（平成11年4月30日厚生省発児第  

支  

ヽて」  に  

児童入所施設措置費等交付要綱」とい  下  
法による児童入所施設措置費等国庫負担金につ  

（
鳩
輩
；
）
 
 
 



改   正   後   現  行   

いて」通知の施行について」（平成11年4月30日児発第416号厚生省児  
童家庭局長通知。以下「児童入所施設措置費等施行通知」という。）  
により、月額を支弁する。  
②保育所に対する支弁  
保育所運営費の支弁については、「児童福祉法による保育所運営費国  
庫負担金について」（昭和51年4月16日厚生省発児第59号の2厚生事務  
次官通知。以下「保育所運営費交付要綱」という。）及び「「児童福祉  
法による保育所運営費国庫負担金について」通知の施行について」（昭  

和51年4月16日厚生省発児第59号の5厚生省児童家庭局長通知。以下  
「保育所運営費施行通知」という。）で定める保育単価により、月額を  
支弁する。  

ウ費用の徴収  
①里親委託に係る費用徴収  
里親委託に係る措置費の国庫精算上の費用徴収については、児童入  
所施設措置費等交付要綱の第5に定める「児童入所施設徴収金基準額  
表」により、月額を徴収する。  
②保育所入所に係る費用徴収  
徴収を免除する。  

2 里親及び小規模住居型児童養育事業を行う者（以下「ファミリーホーム」                    2里親に委託されている児童が障害児通園施設へ通所する場合の取扱いに   
という。）に委託されている児童が障害児通園施設又は児童デイサービスに  ついて   
通う場合の取扱いについて  
ア”取扱い  ア取扱い  
児童が里親又はファミリーホームに委託されており、当該児童が身体  児童が里親に委託されており、当該児童が身体等に障害を有している  
等に障害を有している場合に、知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設、  場合に、知的障害児通園施設、難聴幼児通園施設又は肢体不自由児通園  
肢体不自由児通園施設（以下「障害児通園施設」という。）又は児童デア  施設（以下「障害児通園施設」という。）においで専門的な療育・訓練を  
サービスにおいて専門的な療育・訓練を受けることが必要と認められる  受けることが必要と認められる場合は、「里親制度の運営について」（平  
夢育盲ま「里親については「里親制度の運営について」（平成14年9月5日  成14年9月5日雇児発第0905002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通  
雇児発第0905002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）第4の1の  知）第4の1の（1）のキにより、通所施設の指導訓練を受けさせるこ  
（1）のキにより、適所施設の指導訓練を受けさせることができること  とができることとされているところであるが、その取扱いについては」  
とされているところであるが、その取扱いについては下記に留意すると  下記に留意されたい。  
ともにファミリホームについても同様の取扱いとされたい。  
①本取扱いの対象旧童は障空旧通園施設については児童福祉法第26  ①障害児通園施設の日々の通所人員は認可定員を超えないものとする。  
条第1項第1号に基づき、都道府県知事に報告した児童に限ることと  
し、児童デイサービスについては第26条第1唄第5号の規定に基づき、   
市町村長に報告又は通知した児童に限るものである。  
②本取扱いを行うに際しては、児童相談所において十分検討の上、ま  ②本取扱いを行うに際しては、児童相談所において十分検討の上、当  
た、児童デイサービスについては児童相談所と市町村の間で十分に運  該児童において最善の措置を採ること。  
堕互選坦 
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改  正  後  

3 母子生活  援施設入所児童が障害児通園施設又は児  3 母子生活  援施設入所児童が障害児通  イサービスに通  施設へ通所する  場合の取扱いに  
う場合の取扱いについて  
ア 取扱い  
児童が母子生活支援施設  

ついて  

ア 取扱い  
児童が母子生活支援施設に入所しており、当該児童が身体等に障害を   
有している場合に、障害児通園施設において専門的な療育・訓練を受け   
ることが必要と認められる場合は、当該児童につき、母子生活支援施設   
に入所していることが、障害児通園施設に適所することを妨げないもの   
とする。なお、その取扱いについては、下記に留息されたい。  

入 
園 
に
通
と
 
 

が
し
 
 
 

る場合に、障害児  い
育
子
一
 
 

て
療
母
サ
 
 

し
な
、
イ
 
 

有
的
き
デ
 
 
 

訓練を  当該児童につ  けるこ   必要と認め  は   
ていることが、障害児通園施設又は児童  に入所  

に通うことを妨げないものとする。なお、その取扱いにつ  

されたい。  
取扱いの対象児童は、障害児通園施設については児童福祉法第26  ① 障害児通園施設の日々の通所人員は認可定員を超えないもの  とする。   

ることと  
5号の  ビスについては   

所又は市町村の  ② 本取扱いを行うに際しては、児童相談所と福祉事務所の間で十分連  
携を図り、当該児童において最善の措置を採ること。   
③ 既に身体等に障害を有しており、障害児通園施設に通所している児  
童が母子生活支援施設へ入所する場合についても、 古、の 致いであ  
ること。  

イ 費用の支弁  
（D 母子生活支援施設に対する支弁  
母子生活支援施設措置費の支弁については、児童入所施設措置費等  
交付要綱及び児童入所施設措置費等施行通知により月額を支弁する。   
② 障害児通園施設に対する支弁  
障害児通園施設措置費の支弁については、障害児施設措置費交付要   
綱及び障害児施設措置費施行通知で定める保護単価により、事務費に  
ついては月額を支弁し、事業費については次の算式により日割りで支  
弁する。  
その月の支弁額  
＝ 月額保護単価÷その月の開園日数×その月の通園した日数  
（注）10円未満の端数は切り捨てる。また、「開園日数」とは、日  
曜日、国民の祝日及び休日を除いた日数をいう。  

間で十分連携を図り、当該児童において最善の措置を採るこ。   
③ 既に身体等に障害を有しており、障害児通園施設又は児童デイサー  
ビスに通っている児童が母子生活支援施設へ入所する翳斜こついて、  
同、の 汲いであること。  

イ 費用の支弁   
① 母子生活支援施設に対する支弁  
母子生活支援施設措置費の支弁については、児童入所施設措置費等  
交付要綱及び児童入所施設措置費等施行通知により月額を支弁する。  
②の1 障害児通園施設に対する支弁   
〟同書児通園施設措置費の支弁については、   
綱及び障害児施設措置費施行通知で定める保  

要
に
支
 
 

付
費
で
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務
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事
割
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、
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価
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障
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ついては月額を支弁し、事業費については次の  
弁する。  
・その月の支弁額  
＝ 月額保護単価÷その月の開園日数×その月の通園した日数  
（注）10円未満の端数は切り捨てる。また、「開園日数」とは、日  
曜日、国民の祝日及び休日を除いた日数をいう。  
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現  行  改  正  後  

ウ 費用の徴収  ウ 費用の徴収   
① 母子生活支援施設入所に係る費用徴収  
母子生活支援施設措置費の国庫精算上の費用徴収については、児童   
入所施設措置費等交付要綱の第5に定める「児童入所施設徴収金基準  

① 母子生活支援施設入所に係る費用徴収  
母子生活支援施設措置費の国庫精算上の費用徴収については、児童   
入所施設措置費等交付要綱の第5に定める「児童入所施設徴収金基準   
額表」により月額を徴収する。  
② 障害児通園施設適所に係る費用徴収  
障害児通園施設措置費の国庫精算上の費用徴収については、障害児   
施設措置費交付要綱の5の（5）で定める表1「障害児施設徴収金基  

額表」により月額を徴収  る
 
 

す
 
 ②の1 障害児通園施設に係る費用徴収   

【愕害児通園施設措置費の国庫精算上の費用徴収については、障害児   
施設措置費交付要綱の別表4－1「障害児施設徴収金基準額表（扶養   
義務者用）」を基に、次の 式により日割りで徴収する。  
その月の徴収額  
＝ 徴収金基準額÷その月の開園目数×その月の通園した目数  

（注し10円未満の端数は切り捨てる。また、「開園日数」とは、目   

準額表（扶養義務者用）」を  
その月の徴収額  

により日割りで徴収する。  

＝ 徴収金基準額÷その月の開園目数×その月の通園した日数  
（注）10円未満の端数は切り捨てる。また、「開園日数」とは、日   
曜日、国民の祝日及び休日を除いた日数をいう。  曜日、国民の祝日及び休日を除いた目数をいう  

児童デイサービスに係る費用徴収  
費用徴収については、「やむを  ービスに   

簸いについて」（平  面等の取  った場   得ない  由による  

11月17日  ;1117002 

4 その他   
里親に委託されている児童及び母子生活支援施設に入所している児童が、   
情緒障害児短期治療施設又ば冗竜自立支援施設へ通所する場合の費用の支   
弁及び徴収については、瑚こ定めると   
ころによること。   

4 その他  
里親及びファミリーホームに委託されている児童又喧母子生活支援施設  

障害児短期治療施設又珊童自立支援施設へ  に入所している  

は母子生活支援施設入所に係る費  リーホーム委託又   及びファミ  

童自立支援施設適所部に係る   ② 愕芹一障苦児短期  治療施設通所部又は児  
徴収を  

免除する  



「婦人保護費の国庫負担及び国庫補助について」の一部改正新旧対照表（案）  

別紙  別紙  

婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金交付要綱  婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金交付要綱  

（通 則）  

1 婦人保護費国庫負担金及び国庫補助金（以下「補助金等」という。）について   

は、予算の範囲内において交付するものとし、売春防止法（昭和31年法律第  

118号）、配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律（平成13   

年法律第31号。以下「配偶者暴力防止法」という。）、補助金等に係る予算の   

執行の適正化に関する法律（昭和30年法律第179号）、補助金等に係る予算   

の執行の適正化に関する法律施行令（昭和30年政令第255号）及び厚生労   

働省所管補助金等交付規則（平成12年要義箸令第6号）の規定によるほか、こ   

の交付要綱の定めるところによる。  

（交付の目的）   

2 この補助金等は、売春防止法に基づき要保護女子についてその転落の未然防   

止と保護更生を図ること及び配偶者暴力防止法に基づき配偶者からの暴力被害   

者である女性の保護等を目的とする。   

（交付の対象）   

3 この補助金等は、次の事業を交付の対象とする。  

（1）婦人保護事業費負担金  

売春防止法第34条第2項第3号及び配偶者暴力防止法第3条第3項第3   

号（同第4項の規定により、厚生労働大臣が定める基準を満たす者に委託し   

て行う場合を含む。）の規定により、都道府県が行う婦人相談所による一時  

保護の実施に係る事業  

（2）婦人相談所運営費負担金   

売春防止法第38条第1項第1号及び配偶者暴力防止法第27条第1項第   

1号の規定により、都道府県が行う婦人相談所の運営事業  

（3）婦人保護事業費補助金  

昭和38年3月19日厚生省発社第34号厚生事務次官通知「婦人保護事   

業の実施要領について」の第四の6により、都道府県が行う婦人保護施設（   

婦人保護長期収容施設を含む。）の運営事業  

（通 則）  

1 略  

1  

（交付の目的）  

2 略  

（交付の対象）  

3 略  
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（交付額の算定方法）  

4 この補助金等の交付額は、次により算出された額とする。   

（1）別紙の表の第2欄に定める種目ごとに、第3欄に定める基準額と第4欄に   

定める対象経費の実支出額とを比較して少ない方の額を選定する。  

（2）（1）により選定された額に第5欄に掲げる負担（補助）率を乗じる。  

（3）（2）により算出された額の合計額を交付額とする。  

（交付の条件）  

5 この補助金等の交付決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1）事業に要する経費の配分の変更については、次により行うものとする。  

ア 婦人保護事業費負担金、婦人相談所運営費及び婦人保護事業費補助金  

間での経費の配分の変更は、してはならないものとする。   

イ 婦人保護施設運営費補助金に係る事業に要する経費の種目間での配分の  

変更（それぞれの配分額のいずれか低い額の10％以内の変更を除く。）を  

行う場合には、当該都道府県の区域を管轄する地方厚生局長（徳島県、香  

川県、愛媛県及び高知県にあっては四国厚生支局長、以下「地方厚生（支）  

局長」という。）の承認を受けなければならない。  

（2）事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、地方厚生（支）   

局長の承認を受けなければならない。  

（3）事業を中止し、又は廃止する場合には、地方厚生（支）局長の承認を受け   

なければならない。  

（4）事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価50万円以上の機械及   

び器具については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令   

第14条第1項第2号の規定により厚生労働大臣が別に定める期間を経過す   

るまで、地方厚生（支）局長の承認を受けないでこの補助金等の交付の目的   

に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはなら、ない。  

（5）地方厚生（支）局長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった   

場合には、その収入の全部又は一部を国庫に納付させることがある。  

（6）事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後におい   

ても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図ら   

なければならない。  

（7）この補助金等と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式1   

による調書を作成し、これを事業完了後5年間保管しておかなければならない。   

（交付額の算定方法）   

4 略  

（交付の条件）  

5 この補助金等の交付決定には、次の条件が付されるものとする。  

（1）事業に要する経費の配分の変更については、次により行うものとする。   

ア 婦人保護事業費負担金、婦人相談所運営費負担金及び婦人保護事業費補助金  

間での経費の配分の変更は、してはならないものとする。   

イ 婦人保護施設運営費補助金に係る事業に要する経費の種目間での配分の  

変更（それぞれの配分額のいずれか低い額の10％以内の変更を除く。）を  

行う場合には、当該都道府県の区域を管轄する地方厚生局長（徳島県、香  

川県、愛媛県及び高知県にあっては四国厚生支局長、以下「地方厚生（支）  

局長」という。）の承認を受けなければならない。   

（注）御‾る。  

（2）事業の内容の変更（軽微な変更を除く。）をする場合には、地方厚生（支）   

局長の承認を受けなければならない。  

（3）事業を中止し、又は廃止する場合には、地方厚生（支）局長の承認を受け   

なければならない。  

（4）事業により取得し、又は効用の増加した価格が単価50万円以上の機械及   

び器具については、補助金等に係る予算の執行の適正化に関する法律施行令   

第14粂第1項第2号の規定により厚生労働大臣が別に定める期間を経過す   

るまで、地方厚生（支）局長の承認を受けないでこの補助金等の交付の目的   

に反して使用し、譲渡し、交換し、貸し付け、又は担保に供してはならない。  

（5）地方厚生（支）局長の承認を受けて財産を処分することにより収入があった   

場合には、その収入の全部又は一部を国庫に納付させることがある。  

（6）事業により取得し、又は効用の増加した財産については、事業完了後におい   

ても善良な管理者の注意をもって管理するとともに、その効率的な運営を図ら   

なければならない。  

（7）この補助金等と事業に係る予算及び決算との関係を明らかにした別紙様式1   

による調書を作成し、これを事業完了後5年間保管しておかなければならない。  



（申請手続）   

6 都道府県知事は、別紙様式2による申請書に関係書類を添えて、毎年度の5   

月末日までに地方厚生（支）局長に提出するものとする。   

（変更申請手続）   

7 この補助金等の交付決定後の事情の変更により申請の内容を変更して追加交   

付申請等を行う場合には、6に定める申請手続に従い、別に定める期日までに   

行うものとする。   

（交付決定までの標準的処理期間）   

8 国は、6又は7に定める申請書が到達した日から起算して、原則として70日   

以内に交付の決定（決定の変更を含む。）を行うものとする。   

（補助金等の概算払）   

9 厚生労働大臣は、補助金等の概算払をする必要があると認める場合には、国の   

支払計画承認額の範囲内において、概算払いをすることができる。   

（実績報告）   

10 都道府県知事は、別紙様式3による事業実績報告書に関係書類を添えて、翌年   

度の6月末日（5の（3）により事業の中止又は廃止の承認を受けた場合には、当   

該承認通知を受理した日から1か月を経過した日）までに地方厚生（支）局長に   

提出しなければならない。   

（補助金等の返還）   

11地方厚生（支）局長は、交付すべき補助金等の額を確定した場合において、既に   

その額を超える補助金等が交付されているときは、期限を定めてその超える部釧こ   

っいて国庫に返還することを命ずる。  

（申請手続）  

6  略  

（変更申請手続）   

7 略  

（交付決定までの標準的処理期間）   

8 略  

（補助金等の概算払）   

9 略  

（実績報告）  

10 略  

（補助金等の返還）  

11略  
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新   旧   

別紙  婦 人 保 護 費 交 付 基 準  

略  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

婦人保護  婦人相談所一時  

事業費  1別表に示す「施設事務費算定基準」によって算  

負担金   定された額（経費の種類ごとにそれぞれの単価に  

負数（別に定める「】敵員職種別配置基準」を限度  

とする。）を乗じて得た額の合算額）を、当該施  

設の取扱定員に12を乗じた数によって除して得  

た額（円未満切捨）と、表1「施設事務費基準限  

度額」とを比較していずれか少ない方の額に取扱  

定員と12を乗じて得た額（以下「標準国庫補助  

基本額」という。）とする。  繕料、役務費（通  

ただし、職員職種別配置基準を満たす施設であ  

って、指導員が配置基準を超えて配置されている  

場合には、当該超えた指導員数の範囲内において、  

厚生労働大臣が必要と認めた指導員数（以下「指  

導員加算数」という。）を限度として「施設事務  

費算定基準」によって算定された額（指導員に係  

る経費の種類ごとにそれぞれの単価に指導員加算  

数を乗じて得た額の合算額）を、当該施設の取扱  

定員に12を乗じた数によって除して得た額（円  

未満切捨）と表2「指導員1人当たり加算限度額」  

に指導員加算数を乗じて得た額とを比較していず  

れか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  

額を標準国庫補助基本額に加算することができる。  
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2 種目  3  基  準  線  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  

2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  

表 1  施設事務寅基準限度額  表 1  施設事務費基準限度額  

地域区分 定員  皿迎  剋迎  12／100  11／100  10／100  9／100  地域区分 定員  16／100  1旦∠ユ旦9  12／100  10／100  9／100   8／100  

20名以下   呈む一旦！辿  呈1且墜坦  呈1且 20名以下   呈ユ且芸坦  呈」丘必迫  呈ユ旦丘旦9  呈1旦A！迎  型；；●●  迎』辿  

21～・30   通』迫  1旦旦遡迫  14呈ユ！坦  ユAL迦  ユA旦』迎  ユ旦已劇担  21・～ 30   吏迫』迎  ユ旦呈▲旦！迎  ユ旦≧遡塑  1旦腿  1⊇旦▲皇！辿  王迫』迫  

31 ～ 40   ⊥u．呈旦9  ●；；＝  」月二乙且！迫  」j迫且迎  ユ！迫』迎  韮姓』辿  31～ 40   ユ＿建』辿  韮且且辿  剋坦  ユ旦巨⊥鎚坦  ユ旦生息！迎  ユ旦旦」些坦  

41～ 50   旦旦」」迎   旦Z．呈！迫   朗過迎   旦迎   長辺』迎   長辺』辿  41～ 50   姐   旦昼』迎   堕且！迫   旦旦L巨！迎   廻』迎   旦旦A！担  

51 ～ 60   羞追遡   鮎迫   退塾迎   堅 ●●   三越  三組迎  51 ～ 60   旦呈』迫   旦姐迎  ヱ已』迎   ヱ邑⊥亘！迎   ヱ1鮎迫   ユ1』迫  

61′〉 70   ヱ⊥旦！迎   羞迫丘！迎   ●；1l   旦旦．些坦   旦ヱ1亘！迎   ！江迎  61′－ 70   二坦』担   ●；●ll   鎚』迎   旦Z』迎   堕』迫   旦旦1旦！迎  

71へ′ 80   旦乙塾辿   j迫遡   旦旦』迎   辿   59．100   亘旦ユ！迎  71′〉 80   む遡   ！●州●   旦旦』迎   59．100   旦邑▲旦！迎   建』迎  

81′〉 90   主星A！迎   迎   53．400   主星』迫   亘乙ヱ旦9   重盗』迎  81 ～ 90   塾▲堅坦   迅   53．400   旦迎   旦≧⊥呈〔坦   邑▲星型  

91～100   ！捜』迎   旦旦⊥堅坦   坐．≧！迫   生遡迎   ±巳』迫   47．100  91～100   坐』迎   旦邑丘！坦   坐⊥（坦   旦Z⊥些坦   47．100   旦旦▲ヱ旦9  

7／100  6／100  5／100  3／100 その他  6／100  4／100  3／100 その他  

20名以下  呈旦土星！迎  題且堅迫  呈94』退  塾且鮎坦  週且ヱ！退  避且匹坦  20名以下  呈！迫』迎  呈旦生1些  軋堅迫  ユ旦旦L亘旦9  ユ旦旦1旦！迎  

21～ 30  」旦旦▲劉迎   ユ旦乙匙坦   jj且旦迎  週且堅坦   』且堅坦  ぷ且蓮迫  21～ 30  良三』迫  遇  

31～ 40  週旦』迎   ユ旦迎  1旦星▲旦！迎  1旦1遡迎  ユ腿   退jj迎  31～ 40  1旦旦』迎  ユ旦≧．亘担  j旦〔L堅坦  ユ旦旦」 旦乙旦〔坦  

41～ 50  鮎』迫  82．800  毘』迫  む▲堅坦  8旦』迫  ヱ姐迎  4l－ 50  82，800  旦呈Ll旦9  羞迫遡坦   坦』塑  三豊▲旦！迫  

51～ 60  ヱ辿  ヱ旦旦！迫  76．200  三塁遡  二廷且辿  72．700  51－ 60  ヱ旦ヱ〔坦  76．200  巷』迎  ヱ旦遡  72．700  

61～ 70  鎚．皇！迫  旦巨．堅迫  羞退避迫  堕』迎  幽』迫  旦遇  61～ 70  旦亘且担  宣迫』坦  旦4』迫  旦呈．旦！迎  旦乙旦！迎  

71～ 80  旦星』迎  57．800  屋ユ』迎   亘邑．旦旦9  j追．ユ旦9   出』辿  71～ 80  57．800  旦Z▲呈！坦  主星』辿  長短』迫  5A』迎  

81～ 90  迅  む遡  皇⊥1j迎  亘旦ヱ⊆坦  49．900  旦邑且！迎  81－ 90  旦ユ．英坦  む遡  三迫．逃坦  49．900  旦旦ユ！迎  

91～100 旦旦且！迎 46．400 生む越 生亘遡 45．000 坐』迎  91～100 46，400 旦越 生亘遡 45．000 虫』迫  

I I I 

I I I 1  



新  旧  

1区分   2種目   3  基  準  額  4対象経費   5負担  1区分  2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

表  2  指導員1人当たり加算限度額  表  2  指導員1人当たり加算限度額  

（単位：円）  （単位：円）  

定島地域区分17／10014∠遇12／100 ＝／10010／100 9／100  定員地域区分 ⊥巨∠遇13／10012／10010／100 9／100  8／100  

20名以下  辿  呈旦』迎  呈旦』迎  呈皇▲亘旦9  辿遡   三辿ユ匹  20名以下  呈亘戯  呈生遜担  呈姐迎  貴之凶  祖遡  23．900  

21－ 30  昆』迎   ．旭』迎  16．400  1遇   16．200   16．000  21～ 30  ユ且皇！迎  ユ旦旦匹   16，400   16，200   16．000   15．900  

31－ 40  ．は遡  週』迎   12，300  1迎   12．100   12．000  31～ 40  過遡   1迎   12．300   12，100   12，000   11．900  

41～ 50  遁遥辿  週遡  9．900  旦遥！迎  9，700  9，600  41～ 50  1腿  乳型迎  9．900  9．700  9．600  9，500  

51～ 60  8，500  辿  8．200  旦之！坦  8，100  8．000  51～ 60  8，500  週迎  8．200  8．100  8．000  8．000  

61～ 70  7，300  遇  7－000  迎  6．900  6．900  61－ 70  7．300  ヱ」旦9  7，000  6．900  8，900  6．800  

71～ 80  6．400  姐迎  6，200  6．100  6．100  6．000  71～ 80  6．400  建迎  6．200  6．100  6，000  6．000  

81－ 90  む王！担  姐坦  5．500  5．400  5．400  5．300  81～ 90  姐迎  旦遡  5，500  5．400  5．300  5．300  

91～柑0  5．100  5．000  4．900  卓』些  旦遡迎  4，800  91～100  5．100  迎  4，900  4．800  4，800  4，800  

定見地域区分 8／100  
7／100  6/100 出題  3／100 その他  定員地域区分 7／100  机00  岨迫  3／100 その他  

20名以下  23．900  23．700  23．500  呈旦』迎  22．900  22，300  20名以下  23．700  23．500  呈出」迎  22．gOO  22．300  

21～ 30  15－900   15．800  適』迎  1過  適遡   14．900  21～ 30  15．800  ユ旦旦！迎  1亘』迎   1旦且迎   14，900  

31～ 40  11，900  11．800  11．700  エユ遡   11．400   11，100  31～ 40  11．800   11．700  ユ⊥旦！坦   11．400   11，100  

41′〉 50  9．500  9．500  9，400  旦遡  辿迎  8．900  41～ 50  9．500  9．400  鮎塑辿  旦」遡  8．900  

51－ 60  8，000  7．900  7．800  迎  7，600  7，400  51～ 60  7．900  7．800  遇  7．600  7，400  

61・｝ 70  6．800  6．800  6，700  旦迎  6．500  6．400  61－ 70  6．800  6－700  姐迎  6，500  6．400  

71～ 80  6．000  5．900  5．900  皇遡迎  5．700  5．600  71～・80  5．900  5．900  迎  5，700  5，600  

81－ 90  5．300  5．300  5，200  旦之！辿  5，100  5．000  81～ 90  5，300  5．200  む迎  5．100  5．000  

91～100 4．800 ヰ，700 4．700 遇 4，600 4，500  91－100  4，70D 4．700 旦旦些 4．600 4，500  

I l l  I 1 I l  

1  

』■」二許－＝「カ．－＝。＝たニ．．．  －▲・・ －＿＿∠ ＿・′  √‾ ‾   ＿＿▲．、－ ニ＿＿∴＿・一丁＿  ‾ i■由Ll【」‾一加ごた＿コJ㌣r」‘▲  ゝ′ しっ■こ三手ごニニ■Lた二J∵Y＋ ■〟」 



1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

（注）1 「地域区分」の適用範囲については、次  

に上ろヰ、の♪すろ   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

（往）1「地域区分」の適用範囲については、次  

エナトスせ、〝11ノ「トス   

（1）「」旦週」とは、一般職の職員の給与に  

関する法律（昭和Z5年法律第95号）第11  

条の3の規定に基づく人事院規則（以下「人  

事院規則」という。）9－49附則別表（以下   

「附則別表」という。）第2の支給割合が   

1旦生些とされている地域とする。  

（2）「週A塑」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が週止坦とされている地域と   

する。  

（3）「12／100」とは、人事院規則附貝り別表第  

2の支給割合が12ハ00とされている地域と   

する。  

（4）「建止堕」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦g廷些とされている地域盈   

び小金井市、逗子市、摂津市とする。  

（5）「旦生壁」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦△旦旦とされている地域と  

する。  

（6）「旦∠二1塑」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦生娘とされている地域及   

び習志野市、八千代市、東久留米市とする。  

（7）「ヱ△嬰」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合がヱ∠ユ塑とされている地域及   

び綾瀬市、座間市、大東市、松原市とする。  

（8）「立遭」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が6／100とされている地域及   

び狭山市、新座市、鳩ヶ谷市、富士見市、   

ヰじみ野市、埼玉県三芳町、蕨市、東大和市、   

大阪府狭山市、大阪府忠岡町、川西市とする。  

（9）「旦建担」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が夏主」迎とされている地域及   

び伊勢原市、神奈川県寒川町とする。   

（1）「旦ヱ∠1些」とは、一般職の職員の給与に   

関する法律（昭和25年法律第95号）第11   

条の3の規定に基づく人事院規則（以下「人   

事院規則」という。）9－49附則別表（以下  

「附則別表」という。）第2の支給割合が   

主ヱ∠ユ些とされている地域とする。  

（2）「出廷旦9」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が1旦廷堕とされている地域と   

する。  

（3）「12／100」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が12／100とされている地域と   

する。  

（4）「土ユ生壁」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が迎旦とされている地域と   

する。  

（5）「10／100」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦旦∠旦旦旦とされている地域及   

び習志野市、ノH＝代市、小金井市、東久留   

米市、逗子市、摂津市とする。  

（6）「竺∠り担」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が製辿担とされている地域及び   

嘩瀬市、座間市とする。  

（7）「8／100」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦∠ユ塑とされている地域及び   

主星亘とする。  
（8）「と週⊇」とは、東大和市、松原市とする。  

（9）「旦建担」とは、人事院規則附則別表第   

2の支給割合が旦廷匹とされている地域及び   

狭山市、新座市、鳩ヶ谷市、富士見市、ふ   

じみ野市、埼玉県三芳町、蕨市、大阪狭山市、   
大阪府忠岡町、川西市とする。  



新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5 負担  1区分 2種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

（10）「型1匹」とは、人事院規則附則別表第  （10）「呈迎」とは、人事院規則附則別表第  

2の支給割合が亘建担とされている地域及び  2の支給割合が迎とされている地域及  

伊勢原市、神奈川県寒川町とする。  び長岡京市、広島県府中町とする。  

（11）「迎」とは、人事院規則附則別表第  （11）「その他」とは、（1）から（10）以外の地  

2の支給割合が3／100とされている地域及び  坦とする。  

長岡京市、広島県府中町とする。  

（12）「その他】とは、（1）から（11）以外の地  2取扱定員は、別に定める施設別定員とする。  

埋と±旦」 

2略  2寒冷地手当  

国家公務員の寒冷地手当に関する法律及び同支  

給規則に定める支給地域に所在する婦人相談所－  

2略  時保護所に勤務する職員に対して支給されるもの  

で、毎年10月31日現在の現員に対し都道府県  

条例の定めるところにより支給した額の合算額と  

次の寒冷地手当算定方式により算定した額とを比  

較して少ない方の額とする。  



3  基  準  額  4 対象経費  4対象経費  5 負担  
（補助）率  

5 負担  
（補助）率  

3  基  準  額  

寒冷側手当算｛方式  

l   

寒冷地手当算定方法  

l   

（1）旧寒冷地に所在する施設（新寒冷地に所在する施設を除く）  （1）旧寒冷地に所在する施設（新寒冷地に所在する施設を除く）  
①経費の種類ごとに単価に員数を乗じた額の合計額  ①経費の種類ごとに単価に員数を乗じた額の合計額  

②①で算出された合計額から1人あたりユ⊇旦L⊆迎≧円を引いた額（0円以下となる場合は、〇円とする。）  
②①で算出された合計額から1人あたり上旦』旦些円を引いた額（0円以下となる場合は、0円とする。）  

経費の種類  単  価  員  数  経費の種類  単  価  員  数  

（1）定 額  旧5級地．旧4級地 旧3級地 旧2級地 旧1級地  （1）定 額   旧5級地 旧4故地 旧3級地 旧2級地 旧1級地  
円  円  円  円  円  円  円  円  円  円  

ア163，700 129．600  97，800  67．500  39，600世帯主（扶美観族3人  ア 163．700 129，600  97．800  67．500  39，600  世帯主（扶養親族3人以  
以上）の員数  上）の員数  

イ136．500 108．000  81，500  56，300  33．000世帯主（扶養親族1人  イ 136．500 108，000  81，500  5G，300  33，000  世帯主（扶養親族1人ま  
または2人）の員数  たは2人）の員数  

ウ 82．900  65，000  49．100  33．600  19，800 準世帯主（扶養親族な  ウ  82，900  65．000  49】100  33，600  19．800  準世帯主（扶養親族なし）  
し）の員数  の員数  

エ 59，200  45．800  34．200  23．300  14．200 非世帯主の員数  エ 59．200  45，800  34．200  23．300  14．200  非世帯主の員数  

（2）加算額  北 海 道  （2）加算額  北 海 道  

ァ円，円 
円  ァ．円，円， 円  

世帯主の員数  世帯主の員数  

イ 妬300  34－400  25．700  準世帯主の員数  イ 44，300  34，400  25，700  準世帯壬の員数  

ウ 22．200 17，200 12，900  非世帯主の員数  ウ Z2．200 17，200 1乙900  非世帯主の員数  

北海道以外の地域  北海道以外の地域  

旧旧  旧 
円  

ァ 円 
円  

ァ 円  世帯主の員数  世帯主の員数  

イ ヱ1，000  5，500  準世帯主の員数  イ 11ノ000  5，500  準世帯主の員数  

ウ  5，500  2．700  非世帯主の員数  ク  5，500  2，700  非世帯主の員数  

注1 ＝口寒冷地】とは、一般職の職員の給与に関する法律等の一一部を改正する法律（平成16年法律買削36号）の施行（平成  注1「旧寒冷地」とは、一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法律（平成16fF法律第136号）の施行（平成  
16年10月28日）前の同家公務員の寒冷地手当にl果する法律第l粂に定める地域のうち、新寒冷地を除く地域をいう。  16年10月28日）前の国家公務員の寒冷地手当に関する法律弟1粂に定める地域のうち、新寒冷地を除く地域をいう。  

（2）新寒冷地に所在する施設  （2）新寒冷地に所在する施設  
（1）の①の算定方法を適用して算定された額と、次表の単価に月数を乗じて算定された析とを  （1）の①の算定方法を適用して算定された額から、1人あたり110．000円を引いた額と、次表の単  
比較し、高い方の額  価に員数を乗じて算定された額とを比較し、高い方の税  

単  価  員  数  単  価  員  数  

円 

新1級地 新2級地円 新3級地 新4級地 ァ131，900円116，800112．700円 89，000円  世帯主の員数  ァ1 

， 世帯主の員数  

イ  72，900  65，300  64．300  51．000  準世帯主の員数  イ  7乙900  65．300  64，300  5i．000  準世帯主の員数  

ウ  51，700  44．000  43，000  36．800  非世帯主の員数  ウ  51，700  44．000  43，000  36，800  非世帯主の員数  

注2 「新粟冷他」とは、国家公務員の寒冷地手当に側する法律（一般職の職員の給与に関する法絆等の－部を改正する法  牲2 「新寒冷地」とは、国家公務員の寒冷地手当に関する法律卜般臓の職眉の給与に一姻する法律等の一部を改正する法  
律（晒，以6隼法律苅136号）により改iE）窮1粂・窮1号及び第2号に定める地域をいう。  律（平成16年法紳第136号）により改正）第1粂瓢号及び第2号に定める地域をいう。  

（備考）1相川は」とは、扶養動族を有する職員で三にとしてその収入によって世緒の生計を支えているものをい  （備考）1「化硝圭Jとは、扶養親族を有する職員で主としてその収入によって世情の生計を支えているものをい  
い、「削1川H三」とは、扶養親族を有しないが居住のため一戸を構え又は下宿、寮等において独立世帯を  い、噂牡神主」とは、扶養親族を有しないが居住のため一戸を構え又はF宿、寮等において独立1牡拍を  
形成しているものをいい、r非牡帯主」とは、世帯主及び準世捕圭以外のものをいう。  形成しているものをいい、r非世群主」とは、世湖主及び泄世楷主以外のものをいう。  
2 rtj川桂jには 寒冷地手当支給対叙地域外に居住する扶養親族のある職員であって、その扶養親族と  2 「世帯主」には、寒冷地手当支給対象地域外に居住する扶養親族のある職員であって、その扶養親族と  
l司属しておらず、かつ扶養親族が居住する住居と寒冷地手当支給対縁地域との位短距瀾が60キロメート  同居しておらず、かつ扶養親族が居住する住居と寒冷地手当支給対象地域との肢短距離が60キロメート  
ル以■l∴であるものは含まないものとする入  ル以上であるものは含まないものとする。  



新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

3夜間警備体制強化加算  

警備員を雇上げ又は委託契約等に基づき警備員  

を配置若しくは機械設備を利用し、夜間警備体制  

の強化を図る場合次の算式によって算定した額。  

ただし、警備員を配置する場合は1施設2名ま  

で、機械設備のみの場合は1施設1式までとし、  

響備貞と機械設備を併用する場合はどちらか一方  

を本加算の対象とする。  

（宿直職員が配置されており、夜間における入所  

者への処遇が適切に行える職員体制になっている  

場合に限る。なお、夜間に警備員のみとなる施設  

は、本加算の対象としない。）  

（算式）施設定員×夜間警備体制強化加算分保護  

単価×警備員数（又は機械設備1式数）  

夜間警備体制強化加算分保護単価（月額）  

定員単価（円）  

20名以下 8．090  

21～30 5，390  

31～40 4，040  

41～50 3，230  

51～・60 2，690  

61一－70 2，310  

71～80 2，020  

81～90 1，790  

91～100 1，610  

（注）婦人相談所の終業時間から翌日の始業時間  

までの間12時間以上警備員を1名配置する場合  

には本加算分保護単価に2を乗じた単価を加算す  

るものとする。  

⊥
冨
－
 
 
 



1区分  2種目   3  基  準  額   4対象経費  5負担  

（補助）率  

4 略  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

4 入所者処遇特別加算  

高齢者等を非常勤職員として雇用している施設  

であって、別途定めるところにより、入所者処遇   

特別加算が必要と認定された場合。  

5 単身赴任手当加算  

職員のうち単身赴任者が存する施設であって、   

別途定めるところにより、単身赴任手当加算が必   

要と認定された場合。  

6 事務用冬期採暖費  

北海道に所在する施設について  

取扱人負×2．210円  

7 降灰除去費  

活動火山対策特別措置法（昭和48年法律第61   

号）に基づき、降灰防除地域の指定を受けた地域   

に所在する施設について   

1施設当たり年額 138，700円  

8（1）1により算定した事務費について、次の各号  

のいずれかに言亥当するときは、その事実の生じ  

た目の属する月の翌月から1の方法に準じて事  

務費の額を改定すること。  

ア 当該施設の取扱定員に変更を生じたとき。   

イ 当該施設の職員に増減を生じたとき。  

ただし、1か月以内における増減を除く。  

（2）算定した事務費の算定基礎等に誤りがあった   

場合は決定の時期にさかのぼって改定するこ  

と。  

9 心理療法担当職員雇上費加算   

別途定めるところにより、心理療法担当職員席  

上費加算が必要と認定された場合。  

9 心理療法担当職員雇上費加算  

別途定めるところにより、心理療法担当職貞雇   

上費加算が必要と認定された場合  

1施設当たり年額 1  361円  1施設当たり年額 1  277円   



新  旧  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  （補助）率  

10同伴児童対応指導員尾上費加算  10同伴児童対応指導員席上費加算  

別途定めるところにより、婦人相談所一時保護  別途定めるところにより、婦人相談所一時保護  

所において、主に同伴児童の対応を行う指導員の配  所において、主に同伴児童の対応を行う指導員の配  

置が必要と認定された場合。  置が必要と認定された場合。  

1施設当たり年額  1施設当たり年額  

（1人配置の場合）2，257，721円  （1人配置の場合）2，257，637円  

（2人配置の場合）4．515，442円  （2人配置の場合）4．515．274円  

11一時保護委託費  11一時保護委託費  

配偶者暴力防止法に基づき配偶者から暴力を受  配偶者暴力防止法に基づき配偶者から暴力を受  

けた者（以下「暴力被害者」という。）の一時保  けた者（以下「暴力被害者」という。）の一時保  

護を委託して行う場合、次により算出された額の  譲を委託して行う場合、次により算出された額の  

合算額  合算額  

〔14日以内の場合〕  〔14日以内の場合〕  

1暴力被害者分  1暴力被害者分  

（1）暴力被害者  （1）暴力被害者  

略  各月の委託延人数に日額7，650円を乗じた額  

（2）同伴児（者）加算  （2）同伴児（者）加算  

暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次  暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次  

に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す  に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す  

るものとする。  るものとする。  

同伴児童豊艶星皇 4，450円  同伴児 2，420円  

就学児から18歳未満児童2，420円  同伴者 1．950円  

同伴者 1．950円  ※1同伴児とは、暴力被害者が同伴する児童（18歳  

※1同伴児とは、暴力被害者が同伴する児童（18歳  未満。）とする。（以下同じ。）  

未満。）とする。（以下同じ。）  ※2同伴者とは、同伴児以外の親等の家族とする。  

※2同伴者とは、同伴児以外の親等の家族とする。  （以下同じ。）  

（以下同じ。）  2同伴児（者）単独分  

2同伴児（者）単独分  暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時  

暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時  保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委  

保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委  託延人数を乗じた額。  

託延人数を乗じた額。  児童 5，510円  

児童墓室並盟墓 7．540円  児童以外の者5．030円  

就学児から18歳未満の児童5，510円  

コ訂  
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

児童以外の者  5，030円  

．（注）暴力被害者の一時保護が前提であること。  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率   

（注）暴力被害者の一時保護が前提であること。  

（14日を超えた場合も同様。）  

（14日を超えた場合も同様。）  

〔14日を超えた場合〕  

1 暴力被害者分  

（1）暴力被害者  

略  

（2）同伴児（者）加算  

暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次   

に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す   

るものとする。   

同伴児 就学前児童  4．450円  

〔14日を超えた場合〕  

1 暴力被害者分  

（1）暴力被害者  

各月の委託延人数に日額7，500円を乗じた額  

（2）同伴児（者）加算  

暴力被害者が、その家族を同伴する場合には次   

に示す額に各月の委託延人数を乗じた額を加算す   

るものとする。  

同伴児  2，420円  

同伴者  1．800円   

2 同伴児（者）単独分  

暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時  

保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委  

託延人数を乗じた額。  

児童  5，510円  

児童以外の者  4，880円  

12 人身取引被害者の一時保護委託費  

人身取引被害者の一時保護を委託して行う場合、   

次により算出された額の合算額  

〔14日以内の場合〕   

1 人身取引被害者分  

前項〔14日以内の場合〕の1の「暴力被  

害者」を「人身取引被害者」と読み替え、そ  

の基準額を適用する。  

2 同伴児（者）単独分  

前項〔14日以内の場合〕の2の「暴力被  

害者」を「人身取引被害者」と読み替え、そ  

の基準額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕   

就学児から18歳未満児童 2，420円  

1，800円  同伴者  

2 同伴児（者）単独分  

暴力被害者と、その同伴する家族を分離し一時   

保護を委託して行う場合は次に示す額に各月の委   

託延人数を乗じた額。   

児童 就学前児童  7，540円  

就学児から18歳未満の児童 5，510円  

児童以外の者  4，880円  

12 略  



新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

1人身取引被害者分  

前項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被害者」を「人身取引被害者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被害者」を「人身取引被害者」と読み替え、  

その基準額を適用する。  

13売春防止法に基づく安保謹女子の一時保護委託費  

別途定めるところにより、売春防止法に基づく要  

保護女子（以下「要保護女子」という。）の一時保  

謹を委託して行う場合、次により算出された額の合  

算額  

〔14日以内の場合〕  

1要保護女子分  

前々項〔14日以内の場・合〕の1の「暴力被  

害者」を「要保護女子」と読み替え、その基準  

額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日以内の場合〕の2の「暴力被  

害者」を「要保護女子」と読み替え、その基準  

′額を適用する。  

〔14日を超えた場合〕  

1要保護女子分  

前々項〔14日を超えた場合〕の1の「暴力  

被害者」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  

2同伴児（者）単独分  

前々項〔14日を超えた場合〕の2の「暴力  

被害者」を「要保護女子」と読み替え、その基  

準額を適用する。  

⊥
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率   

事業費   婦人相談所一時  5／10  

H   保護所入所者の処   

（1）事業費  

各月初日の保護現員（月の中途において退所   

した者を除く。以下「各月当初保護現員」とい   

う。）に月額54，600円を乗じた額の合算   

額。  

ただし、毎年11月1日からその翌年3月   

31日までの間は、その間の各月当初保護現員   

に次の冬期加算額を乗じて算定した額を加える   

ものとすること。  

冬 期 加 算 額  

遇のために必要な  

需用費（食糧費、  

光熱水費、燃料  

費、消耗品費）、  

扶助費等  

Ⅰ 区  Ⅱ 区  Ⅲ 区  Ⅳ 区  Ⅴ 区  ⅤⅠ区   

8，90『  7，1。占り  5，40占『  。，2。『  2，8。占ワ  2，20P   
（注）地区別区分は、生活保護法による保言隻基準  
（昭和38年厚生省告示第158号）の別表  
第1附表の区分による婦人相談所の所在地に  
ついて適用するものであること。   

（2）妊産婦加算  

妊産婦については、各月当初保護現員に掲げ   

る区分ごとの妊産婦加算額を乗じて算定した額  

を、前項により算定した事業費に加えるものと  

すること。  

ただし、妊婦については、次に掲げる妊婦の   

額を出産した日の属する月まで加算するものと  

し、産婦については出産した日の属する月の翌   

月から2か月間加算するものとすること。  

妊 産 婦 加 算 額  

妊   婦  

6月未満  6月以上   
産  婦  

円   円   円   

9，140   13，810   8，490  



新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

（3）母子加算  

要保護女子等が乳児または幼児を養育しなけ  

ればならない場合はその者の各月初日の在籍戸  

数（月の中途において退所した月を除く。）に  

月額19，380円を、養育しなければならな  

い者が2人の場合は1，560円、3人以上1  

人増すごとにさらに月額770円を加算した額  

を乗じた額を（1）の事業費に加算するものとす  

る。  

ただし、国民年金法（昭和34年法律第14  

1号）の規定による遺族基礎年金の支給を受け  

ている者はこれを除外すること。  

（注）乳児とは、満1才未満の者、幼児とは、  

満1才以上小学校就学前の者をいうもので  

あること。（以下同じ。）  

（4）期末一時扶助費  

毎年12月初日保護現員×5．070円  

（5）被服加算  

各月保護人員×月額250円  

2要保護女子等が同伴する乳幼児  

（1）事業費  

ア乳児の各月当初保護現員に月額37，900円  

を乗じた額の合計額。  

イ幼児の各月当初保護現員に月額42，600円  

を乗じた額の合計額。  

ただし、毎年11月1日からその翌年3月  

31日までの間はその間の乳児又は幼児の各  

月当初保護現員に前記1の（1）の冬期加算額  

を乗じて算定した額を加えるものとするこ  

と。  

（2）期末一時扶助費  

毎年12月初日保護現員×5，070円  

（3）被服加算  

各月保護人員×月額250円  

－   
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率   

3 事業費の算出にあたり月の途中で保言隻又は退所   

‖   

産婦加算及び母子加算の額は次の算式により算定  

した額とする。  

当該月の保護日数  

月額単価 ×  

30日又は当該月の日数  

4 入所者の生活指導のための器具機材費として地   

方厚生（支）局長が必要と認めた額。   



新   旧   

略  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

婦人相談  5／10  

所運営費  1婦人相談所活動費  婦人相談所が行う  

負担金   都道府県城内にお  

婦人相談所が行う都道府県域内における要保護女  

子等の移送等を行う事業に要する経費として、地方  

厚生（支）局長が必要と認めた額  めに必要な旅費、  

役務費（通信運搬  

費）  

2外国人婦女子緊急一時保護経費  婦人相談所が行う  

外国人婦女子緊急  

婦人相談所が行う外国人婦女子緊急一時保護事業  

に要する経費として、地方厚生（支）局長が必要と  

認めた額  費、役務費（通信  

運搬費）、通訳雇  

上着、婦人相談所  

で一時保護した人  

身取引被害者の医  

療費（医療機関に  

おける診察、検査、  

治療及び診断書の  

発行等医療に要す  

る費用。ただし、  

他法他制度が利用  

できない場合に隕  

る。）  

3広域措置費  婦人相談所が行う  

配偶者からの暴力  

婦人相談所が行う配偶者からの暴力被害女性を他  

の都道府県の婦人相談所等へ移動させるための経費  

として、地方厚生（支）局長が必要と認めた額  所等へ移動させる  

ために必要な旅  

費、需用費（燃料  

費）、役務費（通  

信運搬費）  
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

4 相談・一時保護同伴児童経費   婦人相談所が行う要  

保護女子等に同伴す   

婦人相談所が自ら行う要保護女子等に同伴する児童  

の保育及び学習支援等を行う事業に要する経費  

当該年度の同伴児保護延人数に日額180円を  

乗じた額  

る児童の保育及び学  

習支援等を行うため  

に必要な備品購入  

費、需用費（消耗品  

費）   



新   旧   

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

略  （補助）率  

婦人保護  婦人保護施設職  

事業費  1〔区分〕婦人保護事業費負担金  貝設置のために必  

補助金  〔種目〕事務費の基準額による。  要な給料、賃金、  

（婦人保  ただし、基準額の「2寒冷地手当」中「都  

譲長期収  道府県条例」とあるのは「都道府県条例（法人  

容施設を  の経営する施設にあっては、当該法人の寒冷地  

含む。）   手当の支給に関する規定）」と読み替えること。  

また、基準額の「3夜間警備体制強化加算」  

中「1施設2名」とあるのはrl施設1名」と  

読み替え、「（注）」の部分は除くこと。  繕費）、役務資  

なお、施設入所者に対して特別な処遇を行っ  

ている施設については地方厚生（支）局長がそ  

の都度承認した額。  料等   

2施設機能強化推進費  

施設機能の充実強化を推進している施設であ  

って別途定めるところにより、施設機能強化推  

進費を必要とするものと認定された場合。  

別途加算単価  

3精神科医雇上費  

入院治療の必要はないが精神に障害のある者  

（精神科通院により投薬治療を受けている者及  

び施設内において専門医の処方を受けている者  

（以下「対象者」という））が毎年4月1日現  

在の実入所人員に対して10人以上を占めてい  

る施設に対し、1回当たり単価13，570円  

を限度として年12回の範囲内で加算する。  

対象者が21人を超える施設であるときは、  

次表に定める回数の範囲内でさらに加算する。  

対象者が21人を超える施設への加算回数  

21～30人 
対象者数加算回数（年間） 12回 31人以上24回  

⊥
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新  

1区分  2種目   3  基  準  額   4対象経費  5負担  

（補助）率  

4 略  

1区分  2種目   3  基  準  額   4対象経費  

（補助）率   

4 民間施設給与等改善費  

地方公共団体の経営する施設以外の施設（た  

だし、昭和46年7月16日社庶第121号厚：  

生省社会局長、児童家庭局長通知にいう社会福  

祉事業団等の経営施設を除く。）であって、別  

途定めるところにより、民間施設給与等改善費  

の加算を必要とするものと認定された場合。  

事務費基準額×別途定めるところにより決定さ  

れた加算率  

5 心理療法担当職員雇上費加算  

別途定めるところにより、心理療法担当職員  

加算が必要と認定された場合。  

（1）常勤職員   

「施設事務費算定基準」によって算定された額  

（心理療法担当職具に係る経費の種類ごとにそれぞ  

れの単価に員数を乗じて得た額の合算額）を当該取扱  

定員に12を乗じた数によって除した額（円未満切捨）  

と表3「心理療法担当職員加算限度額」とを比較して  

いずれか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  

5 心理療法担当職員雇上費加算    定めるところにより 

加算が必要と認定された場合。  別途、心理療法担当職貞    （1）常勤職員   
「施設事務費算定基準」によって算定された額  

（心理療法担当職員に係る経費の種類ごとにそれぞ  

れの単価に員数を乗じて得た額の合算額）を当該取扱  

定員に12を乗じた数によって除した額（円未満切捨）  

と・表3「心理療法担当職員加算限度額」とを比較して  

いずれか少ない方の額に取扱定員と12を乗じて得た  

額とする。  

（2）常勤的非常勤職員  

額とする。  

（2）常勤的非常勤職員   

1施設当たり年観  3  1施設当たり年額  3  682円  

（3）非常勤職員  

1施設当たり年額 1   

（3）非常勤職員  

1施設当たり年額 1  041円  

ころにより、婦人保護施設において  別途定めると  

主卿  

定された場合。   

1施設当たり年額  

り人西己置の場合）  

（2人配置の場合）  

叫1円  
4，515，442円  



新  旧  

1区分  2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  1区分  2 種目  3  基  準  額  4 対象経費  5 負担  

（補助）率  （補助）率  

表  3  心理療法担当職旦加算限度額  表  3  心理療法担当職員加算限度租  

（単位こ円  （単位こ円）  

定員地域区分1ヱ∠遇14／100 －2／10011／10010／100 9／100  定員地域区分 －6／－00 －3／10012／10010／100 9／100  8／－00  

20名以下  呈且ユ旦9  呈全遡迎  24．200  蟄』迎  呈呈▲旦9旦   23，700  20名以下  塑遡  呈出り迎  24－200  三退避担  23．700  23．500  

21～ 30  通過迎  適遡  適遡  ユ且旦凶   15，900  15．800  21～ 30  ユ且亘旦9   、旭遡  避止！迫   15．900   15．800   15．700  

31～ 40  j且堅迫  ユ呈遡   12，100  ユ呈』迎   11，900   ＝．800  31～ 40  ＿追且迎  週』迎   12．100   11．900   11．800  ユ⊥ヱ！迎  

41～ 50  」且ぷ迫    9－800  9．700  乳堅坦  9．500  9．500  41′・■ 50  週』迎  9，800  9．700  9．500  9．500  9．400  

51－ 60  旦A！担  旦⊥≧旦9  8．100  姐迎  8．000  7，900  51～ 60  旦遡  旦』迎  8，100  7，900  7．900  7．800  

61～ 70  遇  7．000  6，900  旦L型迎  6，800  6．800  61～ 70  工」J坦  7．000  6．900  6．800  6．800  6．700  

71～ 80  旦迎  ＆堅迫  6．100  6，000  6，000  5．900  71′・■ 80  且呈旦9  旦裏坦  6，100  6．000  5．900  5．900  

81－ 90  姐迫  辿  5．400  5，300  5，300  5．300  81～ 90  迎  む坦9  5．400  5．300  5，300  5，200  

91～100  5．000  4，900  4．800  4．800  4．800  4，700  91～100  5．000  4．900  4．800  4．800  4，700  4．700  

7／100  6／100  5／100  3／100 その他  定員地域区分 糾00  6／100  旦∠遇  3／100  その他  

20名以下  23，500  23．300  23．100   ；迫』迎  22．600   22，000  20名以下  23．300  23，100  週  22，600  22．000  

21～ 30  15．700  15，500  15－400   ．追越  適遇  14．700  21～ 30  15．500   15，400  ユ且型迎  ユ且墜坦   14．700  

31～ 40  1ユ遡   ．u遡  11．600  ユ＿1．皇！迎  11，300  11．000  31～・40  ．u遡  11，600  1ユ』迎  11．300  11．000  

ヰ1～ 50  9，400  9．300  乱運坦  通過  9．000  8．800  41～ 50  9．300  姐迎  腿  9．000  8．800  

51～ 60  7．800  7．800  7．700  ユヱ！坦  7．500  7－300  51－ 60  7，800  7．700  遇  7，500  7．300  

61～ 70  6．700  6．700  6，600  貞』迎  鮎臼迎  6，300  61～ 70  6．700  6．600  姐担  旦A〔坦  6．300  

71～ 80  5．900  5．800  5．800  遇  5．600  5．500  71－ 80  5，800  5，800  亘』迎  5，600  5．500  

81～ 90  5．200  5．200 ・ 5．100  旦』迎  5，000  4．900  81～ 90  5．200  5．100  5．100  5．000  4．900  

91～100  4．700 4，700 4．600 越 生遡 4．400  91一〉100 4．700 4．600 4』迎 4．500 4，400  

I I I l  I I 】 l  

⊥
記
－
 
 
 

一
．
．
．
．
．
－
．
一
メ
 
 



1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率   

Ⅲ 婦人保護長期収容施設   

n   】  

1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  

Ⅱ婦人保護長期収容施設  

し1ノ 肌摘文章・す芳貨lよ収谷安昌七有廿月リノ≡兄貝毒丈lこ1ノ＼   ‡  】   l  r   l  【   

l   

．（1）施設事務費は収容委託者各月の現員数に1人                       l（1）施設事務費は収容委託者各月の現員数に1人  【   l  

月額基準額79，500円を乗じて得た額とす  月額基準額79，400円を乗じて得た額とす  
る。  る。  
（2）略  （2）施設機能強化推進費は、前項Ⅰ婦人保護施設  

の2施設機能弓削ヒ推進費の取扱いによる。  
（3）略  （3）民間施設給与等改善費は、前項Ⅰ婦人保護施  

設の4民間施設給与等改善費の算定による。  

（4）略  （4）‾F記の都道府県にあっては、次に掲げる定数  

を基礎に算定する。  

北海道 7人  

東京都 40人  

神奈川県 10人  

愛知県 5人  

大阪府 5人  

兵庫県 7人  

福岡県 5人  

（注）別表に示す「施設事務費算定基準」は婦人  

保護長期収容施設に適用しない。  

事業費   事業費   

1略  1〔区分〕婦人保護事業費負担金  婦人保護施設入  

〔種目〕事業費の基準額（4を除く）による。  所者の処遇のため  

ただし、基準額中「婦人相談所」とあるのは、  

「婦人保護施設」と読み替えること。  （食糧費、光熱水  

なお、被服加算については、各月初日現員×月  

額250円とする。  晶費）、備品購入  

費、扶助費、委託  
2略  2社会適応訓練費  料等   

各月初日保護現員×月額330円  

3略  3入所者の生活指導、職業訓練のための器具、機  

材費として、地方厚生（支）局長が必要と認めた額。  
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新  
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1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  1区分  2種目   3  基  準  額   4 対象経費  5負担  

（補助）率  
（補助）率  

4同伴児童経費  婦人保護施設が  

同伴児童対応指導員を配置する婦人保護施設が  

行う要保言草女子等に同伴する児童の保育及び学習  

支援等に要する経費  童の保育及び学  

習支援等を行う  

当該年度の同伴児保護延人数に日額180円を  

＿屋．主立塵  品購入費、需用  

費（消耗品費）  
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